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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──今。


　この国──レーベンシュアイツは闇やみに覆おおわれつつあった。


　千年の封ふう印いんより目覚めた魔ま王おうが人々の生活の要かなめである幻げん素そ──精せい霊れいを奪うばい、町々を蹂じゆう躙りんしながら、着実に支配領域を広げていたのである。


　諸国の中でも指折りの力を誇ほこるレーベンシュアイツ宮きゆう廷てい盟術師たちも、精霊を奪われては何もできなかった。緩かん慢まんに、だが確実に国が蝕むしばまれていくのを、ただ黙だまって見みているしかなかったのである。


「ふ──ふふふふふふふふ」


　闇の中に、笑い声が響ひびく。


　暗い古城の一室である。駆かる真まは玉座に腰こし掛かけながら口元に不敵な笑えみを浮うかべ、手にした宝石や貴金属と、目の前に広がったレーベンシュアイツの地図を眺ながめていた。


　魔導先進国たるレーベンシュアイツの全産業を司つかさどる精霊は今、そのほとんどが駆真の手の内にある。それは実質、この国を駆真が支配しているのと同義であった。


「──もうすぐ。もうすぐだ」


　駆真は静かな声でそう言うと、軽く首を振ふって自分の装よそおいを一いち瞥べつした。


　胸部や腰よう部ぶ、腕わん部ぶなどを、身体からだのラインに沿ったアーマードレスが覆い、駆真の長い黒くろ髪かみや血ち色いろの眼めを不気味に飾かざり立てている。そして何より特とく徴ちよう的なのが、その側頭部だ。駆真の視界からはその先せん端たんしか確認できないが──そこには、禍まが々まがしくねじくれ曲がった角が生えていた。


　魔ま性しようの者たちの王にして、レーベンシュアイツの仇きゆう敵てき。


　それが彼女──魔王・鷹たか崎さき駆真である。


「もうすぐ全すべてが叶かない、全てが終わる。我わが長き悲願の成じよう就じゆの日が、来る」


　駆真は歌うように呟つぶやき、目を細めて静かに息を吐はいた。


　そう。その日は近い。


　だが──その前に、邪じや魔ま者ものがいる。


　駆真は数刻前に魔王軍参さん謀ぼうより告げられた情報を思い起こした。


　どうやら今、この魔王城に、レーベンシュアイツの盟術師によって異世界より召しよう喚かんされし勇者が足を踏ふみ入れているらしい。


「ふん……小こ癪しやくな。何人たりとも、私の邪魔をすることは許さんぞ」


　魔王は冷たい声こわ音ねでそう言って、血色の眼を鋭するどく研とぎ澄すました。








「──もうすぐ。もうすぐです」


　薄うす暗ぐらい魔王城の廊ろう下かを歩きながら、後ろに続く仲間たちに語りかけるように、勇者は呟いた。


　青い服の上に纏まとった、革かわと金属を組み合わせたような軽けい鎧よろいを揺ゆらし、マントを翻ひるがえしながら、人間の敵たる魔王の部屋へと急ぐ。


「うおッハア、広いオ城デスねエ」


「はい……でも、おかしいですね。ここまで深部に入り込んでいるのに、一人も魔族が出てこないなんて……。も、もしかして、罠わな……？」


　勇者の後ろで、戦士と盟術師が言葉を発する。その声は石造りの長い廊下に幾いく重えにも反はん響きようし、不思議な響きとなって勇者たちよりも先に道を抜ぬけていった。


「ふん。今さらビクビクしたってしょうがないでしょうが。罠なら罠で上等よ。それごとぶち破ってやればいいだけの話でしょ」


　次いで、不安そうな盟術師に檄げきを飛ばすように、戦せん斧ふのような武器を携たずさえた最後のパーティメンバーが言う。


　勇者は後方を一瞥し、首を小さく縦に倒たおした。


「そうです。……怖こわがっていても仕方ありません。皆みなさんがいれば、絶対に勝てます」


　その言葉に勇気をもらったのか、少し前まえ屈かがみになって戦士の背に隠かくれるようにしていた盟術師が、軽く肩かたを震ふるわせながらも、胸を張って歩き始めた。


　その様子に、勇者は微ほほ笑えんだ。


「さあ、行きましょう。──最後の戦いです」


　目前にはもう、謁えつ見けん室と思おぼしき扉とびらが見て取れた。


　そして──その扉を、押おし開ける。


　朧おぼろ気げな照明と、窓の外に輝かがやく雷らい光こうに照らされた薄暗い謁見室が、勇者たちの視界に広がった。


　そしてその中央の玉座に座した魔王が、静かな声を発してくる。


「よく来たな、勇者よ」


「……！」


　勇者は身体を地面に張り付けられるようなプレッシャーを感じながらも、ぐっと拳こぶしを握にぎって耐たえた。


「ここまで辿たどり着ついたことは誉ほめてやろう。しかし、もう終わりだ」


　魔王が一行をあざ笑うかのように、小さく首を振る。


　勇者は足を一歩前に踏み出した。


　魔王の能力なのか──それともその圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんに身体が錯さつ覚かくを起こしているのか、玉座の方から冷たい風のようなものを感じる。しかし、勇者はそれに負けじと足を踏みしめ、のどを震わせた。


「……私は、あなたには負けません……っ！」


　純白の髪を風になびかせ、


　血色の瞳ひとみに決意の炎ほのおを燃やし、


　──勇者・鷹崎在あり紗さは魔王にそう宣言した。





　勇者と魔王が、見まみえる。


　レーベンシュアイツの運命を決する戦いが今、始まろうとしていた。
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「えー……では、簡単に自己紹しよう介かいをしてください」


　パイプ椅い子すに腰掛けた面接官が、手元の書類と駆かる真またちの顔を交こう互ごに見ながら、そう言った。


　今オフィスビルの一角にあるこの部屋には、五人の人間がいた。窓を背にして並んだ三人の面接官と、それに向かい合うようにして座った、面接の受験者二人である。


「はい。広ひろ山やま理り恵えです。私は神しん仙せん大学を卒業後、株式会社アリアドネで三年間総務事務として勤務してまいりました。御おん社しやでもその経験を活いかしていきたいと思っています」


「ふむふむ、なるほど。──あなたは？」


　問われて、もう一人の受験者──駆真は口を開いた。


「はい。鷹たか崎さき駆真です」


「……それだけですか？」


「はい」


　きっぱりとそう言う。面接官は頰ほおに汗あせを流しながら手元の書類に視線を落とした。


「ええと、では、弊へい社しやを志望した理由はなんですか？」


「はい。現状に満足せず、常に新しいことに挑ちよう戦せんし続ける御社の経営理念と、私の信念が合がつ致ちすると考えたからです」


「なるほど。では……」


「休きゆう暇かと給きゆう与よのバランスを見て、もっとも都合の良さそうな企き業ぎようでしたので。それに、上場企業の社員となれば外聞としても申し分ないと考えました」


「……正直な方ですね」


「恐きよう縮しゆくです」


「別に誉めていません」


「そうですか」


「……次の質問にいきましょう。あなた方は何か、特技はありますか？」


　面接官の言葉に、駆真の隣となりに座った理恵が微笑みながら答える。


「はい。長年事務員をやっておりましたので、一いつ般ぱん的な事務作業は全て完かん璧ぺきにこなせる自信があります」


「うん、いいですね。……で？　あなたは？」


　面接官が、一応、といった様子で訊きいてくる。駆真は自信満々に口を開いた。


「キックです」


「キック？」


「はい」


「あの足で蹴けるキックですか」


「はい」


　駆真が答えると、面接官はぎこちない苦笑いを浮かべた。


「……その特技は、弊社で仕事をする上でどのように役立ちますか？」


「天てん駆く機き関かんの使用をお許しいただけるのであれば、大たい概がいの敵は粉ふん砕さいできる自信があります」


「うちは食品会社なんですが」


「商売敵がたきに産業スパイ、クレーマーまで、一いち撃げきのもとに沈しずめてご覧に入れます」


「でもあなた、事務職希望ですよね？」


「はい」


「事務職にキックが役立ちますか？」


「御社にセクシャルハラスメントをする社員はいらっしゃいますでしょうか」


「……何故なぜですか？」


「それならば部署に拘かかわらず役に立つと思いまして」


「……随ずい分ぶん武ぶ闘とう派はですね。以前はどんなお仕事を？」


「蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団に所属していました」


「ほう。事務員ですか？」


「いえ、実戦要員です」


　駆真が答えると、面接官はまたも頰に汗を垂らした。


「ふむ……では何故警備会社などではなく食品会社の事務員を？」


「休暇が取りやすいと聞いたもので」


「随分休暇を重視するんですね」


「はい。前の職場も休暇絡がらみで揉もめて辞やめることになりました」


「何か特別な理由があるんですか？」


「幼い姪めいと二人で暮らしているものですから」


「なるほど、それは大変だ」


「大変ではありません」


「え？」


　面接官が聞き返してくる。駆真はやれやれといった調子で肩をすくめた。


「在あり紗さの可愛かわいさの前にはこれくらいの苦労どうということはありません。たとえどんなに疲つかれていてもどんなに困こん窮きゆうしていても、在紗の笑顔さえそこにあれば私は世界一、いや宇宙一、いや次元一の幸せ者であると自信を持って言うことができます。むしろこの喜びを知らぬ者に哀あわれみさえかけられるほどです。はッ」


「その『はッ』というのは？」


「哀れんでみました」


「私を？」


「はい」


「失礼な方ですね」


「恐縮です」


「だから誉めていません」


「そうですか」


　駆真が言うと、面接官は不ふ機き嫌げんそうに頰をぴくつかせながら視線を外した。


「……次。当社の商品で好きなものと、それのどこが好きかを説明してください」


「はい」


　理恵がまたも微笑みながら小さく首しゆ肯こうする。


「子供の頃ころから『三ツ星シェフのビーフシチュー』が大好物でした。万人に愛されるあの優やさしい味は、御社でなければ出せない味だと思っています」


「おお、あれ実は、私も開発に携たずさわっていたんですよ」


「本当ですか？　子供の頃からお世話になっています」


「いやはは、嬉うれしいものですな」


　面接官は一変、機嫌良さげに笑ってから、面めん倒どうそうに駆真に目を向けてきた。


「……で、あなたは？」


　訊かれるまでもない。駆真は唇くちびるを動かした。


「御社の食品はどれも保存料や合成着色料、化学調味料を多用していらっしゃるので、在紗の口に入れたいとは思いません」


「……そうですか」


「はい」


「それなのにうちを志望してるんですね」


「お金を稼かせぐためなら消費者の健康などどうなってもいいという拝金主義的な考え方には深く共感しています」


「でも姪めい御ごさんには食べさせないんですね」


「当然です」


　面接官ははあとため息を吐ついた。


「……では最後に、何か特別な要望や質問はありますか？」


「いえ、特にはありません」


　理恵が自信に満みち溢あふれた調子でそう言う。


　しかし駆真は少し目を細めると、面接官に言葉を投げた。


「一つ相談したいことがあります」


「何でしょう」


「実は性急に金銭が必要な事情がありまして。給与を三か月分ほど前借りしたいのですが」


「三か月分もですか」


「はい。それともし就職したら、八月半ばに十日ほど有給休暇をいただきたいのですが」


「八月？　来年のですか？」


「いえ。今年のです」


「もう七月末ですよ」


「承知しています」


「最低半年は働いてからでないと有休は取れないんですが」


「そこを何とか」


　面接官は、幾いく度ど目か知れないため息を吐いた。


「…………つまりあなたは我わが社に、あなたを事務員として採用し、百万苑えん近いお金の前借りを許し、勤続半月もしないうちに、十日もの有給休暇を寄よ越こせと言っているのですね？」


「そうなります」


「本日はお疲れさまでした。気を付けてお帰りください」


　面接官が、犬でも追っ払ぱらうかのように手を乱雑に振ふる。


　駆真は合格を確信しながら席を立ち、挨あい拶さつをしてから部屋を退出していった。





　　　　　　　◇





「お帰りなさいませ、ご主人様」


　黒くろ髪かみ赤目に白磁の肌はだ。男なら──否いな、女でさえ思わず目を奪うばわれてしまうであろう美しい少女は、その整った貌かおをぴくりとも動かすことなくそう言った。


「二名様でよろしいですか」


「は、はい……っ」


　彼女に見とれてしまっていたのか、呆ほうけていた客が慌あわてたように首肯する。少女は小さく会え釈しやくすると、彼らを席へと案内していった。


　その際にも、彼女は店中の視線を一身に集めていた。


　既すでに席に着いたお客はもとより、店のスタッフまで彼女の所作に注意を払はらっていたのである。


　確かに、彼女の出いで立ちは人目を引いた。何しろ、メイド服だ。


　しかも家政婦などが作業着として用いるエプロンドレスなどではない。完全に、俗ぞく称しようとして用いられる『メイド服』をそのまま体現したような代しろ物ものなのだ。


　やたらとスカート丈たけの短いワンピースに、服としての機能上明らかに不必要であろう量のフリルが付けられたエプロン。足にはガーターが装着され、髪はツインテールに括くくられていた。加え、頭にはカチューシャの他にわざとらしい猫ねこ耳まで付いている。


　とはいえそれが注目の原因というわけではなかった。何しろ、店のスタッフたちは皆みな似たような格好をしているのだから。


　当然だ。何しろここは、蒼そう穹きゆう園えん中央都にある鮮あざ宮みやの大通りにオープンしたばかりのメイド喫きつ茶さなのである。


「ご注文が決まりましたら、またお呼びください、ご主人様。にゃんにゃん」


　少女が猫のように丸めた手を胸むな元もとに持っていって、何かを招くように動かしながら言う。無論、表情筋には必要最低限の運動しかさせないままに。


　そしてひらりと身を翻ひるがえし、キッチンの方へと歩いていく。


　──その胸に、『かるま』と丸っこい字で書かれた名札を揺ゆらしながら。


　そう、その媚こび媚びスタイルのメイドさんは、蒼穹園騎士団において〈魔ま女じよ〉とすら呼ばれた最速の騎士・鷹崎駆真その人だったのである。


「駆真ちゃん、特製萌もえ萌えオムライス、三番テーブルへお願い」


「はい」


　先せん輩ぱいメイドの指示に首肯し、駆真は名めい称しようと値段だけが特製の、何の変へん哲てつもないオムライスが載のったトレイをひょいと持ち上げた。


　そしてそのまま完かん璧ぺきな姿勢を崩くずすことなく三番テーブルへとそれを運ぶ。


「お待たせしましたお嬢じよう様さま。特製萌え萌えオムライスでございます」


「お、待ってたぜー。もう腹減っちゃって減っちゃって」


　三番テーブルに座っていた女性客が、さも待ちわびたといった様子で身をくねらせる。


「お嬢様に愛を込めて、ケチャップで文字をお書きしますが、ご希望はございますか？」


　駆真が言うと、女性客は少し悩なやむ様子を見せた。


「んー、何がいっかな」


「お悩みでしたら、お嬢様のお名前をお書きしましょうか」


「あー、それでいっか。んじゃ、『ふゆか』って書いてくれ」


「ふゆか、ですね」


「えっへっへ、間ま違ちがって不ふ愉ゆ快かいなんて書いてくれるなよメイドちゃん」


　オヤジのような笑いを浮うかべ、女性客が指をピンと立てる。


「…………」


　駆真は無言で、オムライスの上に赤い文字をしたためていった。


「なんだよー……少しは反応してくれたっていーじゃねーかよー」


「できました」


　不満そうな女性客の言葉は無視し、駆真はケチャップをテーブルに置いた。


「それでは愛のパワーを込めさせていただきます。──萌え萌えキュンで美味おいしくなあれ」


　マニュアル通り手でハートマークを作り、抑よく揚ようのない声で駆真が言う。


「……なんだそれ。呪のろい？」


「いえ、美味しくなりました。ではまた何かありましたらお呼びください、お嬢様」


　言って会釈し、トレイとケチャップを手にまたもキッチンへと舞まい戻もどる。
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　そこには、化け粧しようで目元のしわを必死に隠いん蔽ぺい工作した先輩メイドが、微び妙みような表情をしながら立っていた。


「……駆真ちゃぁん、もうちょっと愛想良くできないかなあ？」


「善処します」


「んもう……それが駄だ目めなの。そういうときは、『がんばりますっ！　てへっ』よ」


　先輩メイドがやたら可愛らしい仕草をしながらウインクをし、舌をペロリと出してくる。恐おそらく三十を超こえているであろう彼女が斯か様ような所作を行うことにまったく戦せん慄りつを覚えないといえば噓うそになるが、駆真はやはり表情を変えぬまま首肯するにとどめた。


「がんばります。てへ」


「んんっ、駄目よ駄目、もっと笑顔を作らないと！」


「…………はン」


　駆真は眉まゆを歪ゆがめると、唇の端はしを薄うすく持ち上げた。


「ああっ、そうじゃないのよ！　そんな嘲ちよう笑しようじみた笑みじゃあ、お客さんの層が偏かたよっちゃうわ！　癒いやしを求めてやってきたご主人様たちを卑いやしめないで！」


「…………」


　駆真は小さく嘆たん息そくして、未いまだ頭を抱かかえながら叫さけぶ先輩メイドから目を外した。


　まこと面倒な職場である。しかし耐たえねばならないのだ。


　全すべては──そう、在紗との旅行のために。





　　　　　　　◇





　時は遡さかのぼって数日前。


「──なんだと……？」


　駆真は手にした書類を引きちぎらんばかりに握にぎりしめながら、呆あつ気けにとられるような、それでいて忌いま々いましげな声を発していた。


「ど、どうしたの、ねえさま」


　さすがにその様子を不ふ審しんに思ったのだろう、向かいのソファに座っていた駆真の姪めい・在紗が心配そうに話しかけてきた。


　全身を綺き麗れいに脱だつ色しよくされたかのような、真っ白い少女である。身につけたひらひらのワンピースと相まって、その姿はさながら天使か妖よう精せいのようにすら見えた（少なくとも駆真の目には確実に）。


「あ──ん、ごめん。気にしないで」


　駆真は申し訳なさそうに頭をかくと、力無い苦笑を浮かべた。


　今駆真がいるのは自宅のリビングである。小学校も夏休みに入っているため、昼から在紗の側そばにいられるこの世の楽園と言っても過言ではない空間だ。そんなところであんな不ふ穏おんな声を発してしまったのだ。反省して然しかるべきだろう。


　しかし。今度は声を出さぬようにしながら、駆真は再びその文面に目を這はわせた。


　さすがにそれは、無視できる内容ではなかったのである。


「…………」


　その書類は、今朝騎き士し団から届いたものだった。


　とはいえ、それ自体は別に珍めずらしいことでもない。数日前駆真が半ば無理矢理騎士団を辞やめてから、ひっきりなしに復隊を迫せまる文書や電話、さらには使いの者まで寄越されていたのである。


　これもその類たぐいだろうと思っていたのだが……どうやら少々毛色が違ちがうようだった。


「違い約やく金きん……だと？」


　その言葉は、沈ちん黙もくを誓ちかったはずの口から自然に漏もれ出ていた。


　それは在紗にも伝わってしまったらしい。不思議そうな顔をして席を立ち、駆真の背後に回って文面を覗のぞき込んできた。


「……っ」


　できれば在紗には見せたくない内容だったが、文面を隠かくすのも在紗に対して悪い気がして、結局そのまま姿勢を凍こおり付かせてしまう。結果──


「え……これって」


　在紗が驚おどろいたように眉を上げる。


　それはそうだろう。そこにしたためられていた文章を読めば、彼女でなくとも同じようなリアクションを取っていたに違いない。


「……うん。簡単に言うと、私が特務小隊員に内定していたのに、大規模作戦の直前に騎士団を辞めちゃったから、違約金が発生するっていうことらしいんだけど……」


　そこまではわからない話ではない。騎士は皆、騎士団に入団する際にその旨むねが記された書類にサインをしている。


　だが、問題はその額だ。


「一千万……苑？」


　呆ぼう然ぜんとしたように在紗が言う。駆真は唇くちびるを嚙かみながら首を前に倒たおした。


　普ふ通つうに考えればありえない額である。如何いかに駆真が作戦に必要だったとはいえ、彼女は年ねん俸ぽう何億というプロスポーツ選手ではなく、一少しよう尉いに過ぎないのだ。このように高額な違約金の例は聞いたことがない。


「……ち」


　恐らく、先方もこの額を払えるとは思っていないのだろう。要は、こんなお金払えませんと泣きついてきた駆真を騎士団に戻すのが目的なのだ。


　厄やつ介かいなことになった。駆真は眉をひそめてもう一度舌打ちした。


　相手は騎士団である。違約金が不当であると訴うつたえたところで駆真に勝ち目などあるまい。かといって無視を決め込めば、強制徴ちよう収しゆうされるに決まっている。


「く……ッ、払うしかないか……」


　苦々しげに歯は嚙がみする。


　これが駆真一人の問題であれば、突つっぱねるなり夜よ逃にげするなりできたのだが、こちらには在紗がいるのである。あまり強きよう硬こう手段には出られなかった。


「ねえさま……こんなお金、払えるの……？」


　在紗が不安そうに訊きいてくる。駆真は「大だい丈じよう夫ぶだよ」と優やさしく微ほほ笑えんだ。


　確かに途と方ほうもない金額だが……実際、父母や兄の遺産や、フリーランスの空獣エア狩がりをやっていた頃ころに貯ためた金も残っているので、絶対に払えないという額ではない。


　もちろん、在紗の将来のための貯金と最低限の生活費以外の余よ剰じよう金は、ほぼ全てなくなってしまうのだが。


「私もずっと無職でいる気はないし、生活費は退たい避ひさせるから当分は大丈夫だと──」


　言いかけて、駆真はハッと息を飲んだ。


「あ……」


「……？　ねえさま？」


「忘れてた。旅行……」


「旅行？」


　聞き返してくる在紗に、呆然とした表情でうなずく。


　次の瞬しゆん間かん、駆真はバッとソファから立ち上がり、二階の自室から預金通帳と旅行会社のパンフレット、それに紙とペンを持ってリビングに戻ってきた。


「ええと……余分に使えるのはこの口座の分だけだから、ここから一千万引いて……」


　そしてそれらをテーブルの上に広げ、ブツブツと呟つぶやきながら紙に数字を躍おどらせていく。


「でもって旅行はこのプランにして、予約割してるからこの分値引きで……ええと、確か前金でこれだけ払はらってるから……」


　そして、必要分の数字を全て書き出し頭を抱かかえる。


「ええと……これがこうで、こうだから……」


「……マイナス八十四万二千五百苑えんだね」


「そう！　それ！」


　隣となりから解答を述べた在紗の頭を情熱的に撫なでてから、駆真は身を仰のけ反ぞらせた。


「足りない……ッ！　これ払っちゃうと、旅行の分のお金が足りない……！」


　そう。今ここで一千万という大金を支し払はらってしまうと、駆真が在紗の夏休みに合わせて計画していたバカンスが水すい泡ほうに帰してしまうのだった。


「ん……そうだね。ちょっと残念だけど……でも、仕方ないよ」


「い、いやいやいやいや。だめだめだめだめそれだけは駄目ッ！」


　駆真はブンブンと首を振ふった。そうだ、冗じよう談だんではない。


　せっかく在紗とのバカンスのために人気観光地・芳よし浜はまの三ツ星ホテルを予約したのだ。地上十四階オーシャンビューのスイート。専用の温泉まで付いている。もうそこで一晩二晩三晩以下略と在紗とじっくりまったりねっとり過ごしながら、宿しゆく泊はく客専用のプライベートビーチでアハハウフフキャーやったなこのー捕つかまえてごらんなさいな夏を満まん喫きつするのだ……ッ！　それが今さら、しかもそんな横暴な理由で白紙に戻されていいはずがない！


「えと……でも、お金足りないんじゃ仕方ないよ？」


「む……そ、そりゃそうなんだけどね……」


　至し極ごくもっともな在紗の意見に、むむうとうなって腕うでを組む。


「じゃあ、私の名義になってる貯金から少し下ろすとか……」


「んー……それはしたくないなあ」


「んと、じゃあ、ねえさまが騎士団に戻もどる……とか」


「……うーん」


　駆真は低くうめいて、首を横に振った。


　確かにそうすれば違約金の話はなくなるだろう。しかしもともと駆真は、来月の作戦実行まで騎士団本部に拘こう束そくされるのを嫌きらって騎士を辞めたのだ。今戻っては元も子もない。


「じゃあ……どうするの？」


　在紗の問いに、駆真は深く吐と息いきしてから答えた。


「……働く」


「え？」


「お金がないんだもん。なら働くしかないわ。……在紗と過ごす時間が少なくなるのは惜おしいけど、これも旅行のためだもんね！」


　言って、力強く拳こぶしを握ってみせる。


「半月で八十万苑以上って、かなり大変だと思うけど……」


　と、そこで在紗は何かに気づいたように「あ」と声を発した。


「もしかして、また空獣エア狩りをするの？」


　首を傾かしげてくる在紗に、駆真は難しげな表情で返した。


　駆真は騎士団に入る前、フリーランスの空獣エア狩りをやっていた時期がある。給きゆう与よや保険などは皆かい無むであるので、決して安定収入が得られるとは言い難がたいが、仕留めた空獣エアの死し骸がいを業者や国に売ばい却きやくすることができるため、大物を倒せば短期で高い収入を得ることも不可能ではない。


　だが……


「騎士団入団と同時に、私のライセンスは失効しちゃってるからね……また申しん請せいするとなると時間がかかるし、かといって無む免めん許きよじゃあ、業者が空獣エアを買い取ってくれないの」


「あ……そっか。でも、それじゃあどうするの？」


「大丈夫！　お姉ちゃんに任せておいて！　在紗は夏休みの宿題でもやっていてちょうだい。私が絶対、旅行までに八十……いや、おみやげ代とかも合わせて最低九十万苑は貯めてみせるわ！」


　駆真は自信満々といった調子で拳を握ると、力強く胸をドンと叩たたいた。





　　　　　　　◇





「いってらっしゃいませ、ご主人様」


　その結果が、これである。


　駆真はぺこりと会え釈しやくして、ぼさぼさの髪かみと眼鏡めがねがトレードマークの『ご主人様』を送り出した。


　……否いな、駆真とて最初からここでのアルバイトを決めたわけではない。働くことを決めてから、すぐに求人情報誌を集め、中ちゆう途と採用を行っている企き業ぎようの面接を数回受けたのだ。


　無論、駆真が如何に有能な人材であるか、そして如何に仕事を必要としているかをアピールした上で、給与の前借りと長期休きゆう暇かの要望を伝えた。


　採用は間ま違ちがいないと踏ふんでいた駆真だったが……結果は悲ひ惨さんなものだった。


「……くそ、何がいけなかったんだ。学歴か。やはり学歴なのか」


　仕事中であることも忘れ、怨うらみがましく呟く。店の奥の席から『ご主人様』方の「ひぃッ」という小さな悲鳴が聞こえてきた。


「こ、こらこら駆真ちゃん！　ご主人様たちが怖こわがってるわよ！」


　先せん輩ぱいメイドが声の音量を下げた状態で叫さけぶという無む駄だに器用な発声法でたしなめてくる。駆真は「失礼」とだけ言って、気を取り直すように息を吐はいた。


　普通に考えれば、駆真は幸運な部類なのだろう。


　中途採用の面接には全て落ちたとはいえ、オープンしたてで目玉を欲ほしがっていたこの店が、破格の待たい遇ぐうで駆真を迎むかえ入れてくれたのだから。


　しかも基本給に加えて、客とジャンケンやボードゲームをしたり、一いつ緒しよに写真を撮とるだけで一回につき数百苑が駆真の懐ふところに入るのである。


　来客の半数以上が駆真を指名する今の状じよう況きようが続けば、旅行までに目的の額を稼かせぐことも不可能ではあるまい。


「駆真ちゃん駆真ちゃん。これ、四番テーブルにお願い。甘さほんのり胸キュンロイヤルみるくてぃ」


「はい」


　名付け親の知性を疑うネーミングの紅茶を先輩メイドに手て渡わたされ、駆真は再び上体を極力揺ゆらさない綺き麗れいな歩き方で店内を進んでいった。


　と、店の入り口の前を通った際、カランカランと軽快な音を立てて、ドアに付けられていたベルが鳴った。どうやらまた来客らしい。


　扉とびらには常にメイドが控ひかえており、すぐに『ご主人様』を出で迎むかえられるようにしているのだが、近くにいる以上は挨あい拶さつをしておかねばなるまい。駆真は身体からだをそちらに向け──


「…………ッ」


　頰ほおをぴくつかせたのち、すぐに顔の向きを変えた。


「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま！」


　入り口の前に立っていたメイドが、駆真とは対照的に元気のいい声を上げる。


「え……ええッ？　な、なんですかあ……？」


　店に入ってきた少女はまさかそんな対応をされるとは思っていなかったのか、驚おどろいたように足を一歩後ろに退いた。


　──その、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、厚ぼったいマントを羽織った『お嬢様』は。


「…………」


「あ──！　か、カルマ様ッ！　見つけましたよっ！」


　対応に当たったメイドを押しのけ、金髪の少女──アステナがずんずんと店の中に侵しん入にゆうしてくる。


「さ、さあ！　カルマ様！　そんな変な格好をしている場合ではありません……！　な、何か魔ま王おう軍にまた動きがあるようです！　急いでレーベンシュアイツへ！」


　アステナが叫んでくる。駆真は無言で彼女の方に目を向けると、


「ええぇ～？　お嬢様ぁ、誰だれかと勘かん違ちがいしてませんかぁ？　にゃ～んにゃん♪」


　空いている方の手で招きスタイルを作り、今まで微み塵じんも労働させていなかった表情筋をフル活動させつつ、小首を傾げてみせる。うしろからお客やスタッフの『おお……ッ!?』というどよめきと、「そうよ！　それよ駆真ちゃん！」という先輩メイドの感激の声が聞こえてきた。


「え……ッ？　あ、あれ……？　カルマ様……？」


「だからぁ、誰ですかぁ、それぇ」


　もう一度駆真が可愛かわいらしい仕草で言ってやると、アステナは何か恐おそろしいものでも見たかのように顔を青ざめさせ、全身をぶるっと震ふるわせた。


「す、すいません……人違いでした……」


「誤解が解けてよかったですぅ。お探しの人が見つかるよう祈いのっていますね、お嬢様[image: ]」


「……ッ!!　あ、ありがとう……ございます……」


「はいっ！　どういたしまして！」


「……あ！　アリサさんが超ちようミニスカートでリンボーダンスを試みている！」


「何ッ!?」


「やっぱりカルマ様じゃないですかっ!!」


「──ッ、貴様、謀はかったな！」


　正体が見破られたというよりも、在紗のリンボーダンスが見られなかった方の怨うらみを込めるようにして、叫ぶ。


「そ、そんなことどうでもいいんです！　長らく先延ばしにされてきましたが、今度ばかりは本当に猶ゆう予よがないんですよ！　お願いします、勇者様！　どうか魔王を打ち倒たおし我わが祖国を救ってください……ッ！」


「うるさい。黙だまれ。転職したてなんだ。問題を起こさせるな」


「て、転職くらいレーベンシュアイツでもできますっ！　何がいいですか!?　戦士ですか、僧そう侶りよですか、それとも盗とう賊ぞくですか!?　どんな職業だって神しん殿でんの大司教様に頼たのめば……っ！」


「……そういう職業は求めていない。いいからとっとと失うせろ。私はあと二週間弱で九十万貯めねばならないんだ。邪じや魔まをするな」


「お、お金……ッ!?　お金のために私たちを見捨てるって言うんですか!?」


　アステナが鬼き気き迫せまる調子で、駆真の腕に組み付いてくる。


「……っ、この、離はなせ。危ないだろうが」


「いーえッ！　は、離しません……ッ！　たとえ殴なぐられたって絶対に離しませんっ！　レーベンシュアイツの民たみが、勇者様の降臨を待っているんですよ!?」


「知ったことか。いいから離──」


　と、駆真の腕に引っ付いていたアステナが、急に身体の重心を後ろに傾かたむけ、駆真を引っ張るようにする。


　体重の軽い駆真はされるがままにそちらにぐらりと傾いた。そして──


「ぅぉあっちゃぁぁぁッ!?」


　自分の名前入りオムライスを美味うまそうに食べていた三番テーブルの女性客の頭に、駆真の持っていたティーポットが逆さまに激げき突とつした。


「な……何しやがるッ!?」


　幸い火傷やけどなどはなかったようだが、頭から甘さほんのり胸キュンロイヤルみるくてぃを被かぶった女が、悲鳴じみた声を上げる。


「……っ、申し訳ございません、お嬢様。ただいまタオルをお持ちいたします。──ほら、貴様も謝あやまるんだアステナ。地に頭を擦こすりつけて許しを乞こうんだ」


「え……あ、は、はい、すいませ──て、ちっがぁーう！」


　アステナも悪いことをしたと思ったのか、それとも駆真に気け圧おされたのか、頭を下げかけたのだが、すぐに大声を出して両手をブンブンと振ふり回した。


「も、もう手段を選んでなんていられません……っ！　こうなったら力ずくでもレーベンシュアイツに来てもらいますからね……！」


「ふん、断ると言ったらどうする？」


「い、言うだけならばお好きにどう──ぞッ！」


　言うが早いか、アステナの指が空中に奇き妙みような文様を描えがき出す。


「──ッ！」


　駆真は顔を強こわばらせると、即そく座ざに床ゆかを蹴けり、後方へと離り脱だつした。


「〈封緘シール〉！」


　アステナの声が響ひびくと同時、今の今まで駆真がいた空間に光の帯が奔はしり、数秒間対象物を探さぐるように蠢うごめいたあと、虚こ空くうに溶とけて消えた。


「……貴様、本気か？」


　半眼を作り、睨にらみ付けるようにしながらアステナに声を投げる。


　蒼そう穹きゆう園えんには本来存在しない魔ま導どうの力──盟術。


　駆真も少々驚いていた。まさかあのアステナが、それをこんな場所で使用するとは！


「……言ったでしょう？　力ずくでも来てもらいますって。……いいですか？　レーベンシュアイツの脅きよう威いは魔王軍の侵しん略りやくだけじゃないんです。魔王が精せい霊れいを掌しよう握あくしたことによる全産業の停止状態……ッ！　それがどれだけ人々を苦しめているかわからないではないでしょう!?　だからお願いします、一刻も早く──」


「くどい」


　アステナの必死の懇こん願がんも、駆真の前には戯たわ言ごととなんら変わらない。一言でばっさりと切り捨てる。


「……仕方ありませんね」


　するとアステナは小さく腰こしを落とし、両手を身体の前でゆらりと動かし始めた。その軌き跡せきに、淡あわい光が生まれていく。


　緊きん張ちようのためか頰に汗あせを滲にじませながら、しかし表情は厳しく形作られている。なるほど、どうやら本当に祖国が危機的な状況にあるらしい。少なくとも駆真は、アステナのこんな顔は見たことがなかった。


「……ゆ、勇者様に無礼は働けないと自重していましたが、もう限界です……！」


「ほう……？」


　駆真もそれに対応するように、軽く重心を落とし、片足を引く。


　それを見てか、アステナがぴくりと表情を動かした。


「あ、あなたが如何いかに強かろうと、精霊に満ちあふれたこの世界で、レーベンシュアイツ宮きゆう廷てい盟術師アステナ・エリーウッドに敵かなうとお思いですか……ッ！」


　瞬しゆん間かん、アステナの指先から発されていた淡い光がそれぞれ絡からみつき、方ほう陣じんとなった。


「〈雷閃ライトニング〉！」


　声とともに、そこから電流が迸ほとばしる。


「……ッ！」


　駆真はすんでのところで床を蹴ると、横に転がるようにしてそれを避さけた。駆真の後方にいた三番テーブルの女性客が「あばばばばばばばば」と言って倒れ伏ふす。少し香こうばしい匂においが漂ただよった。


「お、お嬢様ぁーっ!?」


　先せん輩ぱいメイドが泡あわを食って駆かけ寄よる。駆真は小さく眉まゆをひそめると、そちらから視線をアステナに移した。


「貴様……！」


「出力は落としてありますので死にはしません！　少しの間気絶してもらうだけです！」


「……明らかに危険だろうがッ」


　うめくように言い──再び盟術師と相対する。


　実際、分の悪い勝負かもしれなかった。アステナの気弱な性格ゆえ考えもしなかったが──確かに今この世界でなら、アステナは駆真を遥はるかに凌りよう駕がする戦せん闘とう力の持ち主なのだ。少なくとも、駆真が天てん駆く機き関かんを装着していないこの状況ならば確実に。


　だが駆真とてここで負けるわけにはいかない。もしここで意識を失えば、次に目覚めるのはレーベンシュアイツだろう。そうなれば、在紗との旅行は夢と消えることになる。


「ちょ……ッ、あなたたち、やめなさい！　店の中で暴れ──」


　先輩メイドが慌あわてた様子で絶ぜつ叫きようする。


　それが、合図だった。


「〈雷閃ライトニイイイイイング〉ッ!!」


「小こ賢ざかしいッ！」


　アステナが四方八方に方陣を組み、店中に電でん撃げきを撒まき散ちらす。しかしながら駆真とてそう簡単にやられるつもりもなかった。軽かろやかにステップを踏ふむようにそれを避け、隙すきを窺うかがってアステナに走り寄る。


「──ッ」


　短く息を吐はきながら身体からだを沈しずませ、短いスカートの裾すそを気にすることさえなくアステナのあごを蹴り上げる。


　──否いな、甘かった。駆真の脚あしはアステナに触ふれる寸前で、見えない壁かべのようなものに弾はじかれた。恐らく何らかの防ぼう御ぎよ盟術を発動させていたのだろう。


「く──」


　天駆機関なしでは〈翔ソア〉駆く動どうでの力押しもできない。駆真は一いつ旦たん仕切り直すため後方に跳とんだ。


　無論、そうこうしている間にも店内は大混乱である。


　無差別に放たれた電撃によって数名の客とスタッフが気絶し、店の壁や備品が破は壊かいされ、さらにその様子に怯おびえた他の客たちが、恐きよう慌こう状態に陥おちいって出口に殺さつ到とうし始めたのである。店内には先輩メイドの「落ち着いてください！」という悲鳴を搔かき消さんばかりに怒ど声せいと悲鳴が満ち、まるで戦地か歳さい末まつバーゲンの会場のようになっていた。


　中には壁かべ際ぎわに寄って、駆真の翻ひるがえるスカートの内部を写真に収めていた剛ごう胆たんな客もいたのだが、すぐにアステナの電撃にやられてしまった。あの様子ではデジカメのデータも消えてしまっただろう。


「この……っ、すばしっこい！」


　アステナが右手を掲かかげる。その動作を読んで、駆真は回かい避ひのため左に跳んだ。


　だが──


「な……ッ」


　駆真は狼ろう狽ばいを喉のどから絞しぼり出した。駆真が足を付いたまさにその場所から光の帯が出現し、駆真の脚に絡からみついたのだ。


「く、〈封緘シール〉か……ッ！」


「今……っ！」


　唇くちびるの端はしに鬼気迫る笑みを浮うかべたアステナが、指を二本ピンと立て、駆真に向かって振り下ろす。


　瞬間、その場に淡く輝かがやく方陣が現れ、一ひと際きわ強力な雷が駆真に向かって放たれた。


「────ッ！」


　ばちッ、という音とともに視界が白一色に塗ぬりつぶされる。次いで辺りに舞まった煙けむりが、駆真の姿を一瞬覆おおい隠かくした。


「……や、やりましたッ！　これで……」


　アステナが、歓かん喜きに湧わいた声を上げる。


　だが、甘い。


「ふ────ッ」


　肺から息を絞り出しながら、床を這はうようにして、駆真はアステナに肉にく薄はくしていた。


「な……っ!?　あ、あの一いち撃げきをどう──」


　言いかけて、アステナが声を途と切ぎれさせる。


　彼女も気づいたのだろう。一瞬前まで駆真がいたところに、光の帯に拘こう束そくされたガーターベルトとニーストッキングだけが残されていることに。


「く……」


　アステナも慌てて応戦の様子を見せるが──遅おそい。


　駆真は裸足はだしのまま身体を捻ひねると、アステナの胴どうに回し蹴りを放った。


「けふ──ッ」


　やはり駆真の脚きやく蹴しゆうには重さが足りない。だが不意を突つかれた軟なん弱じやくな盟術師にはかなりの衝しよう撃げきだったのだろう、アステナが身体を折って苦しげに悶もだえる。


　駆真は一気に勝負を付けるため再び構えをとり──


「──な」


　何者かに顔を摑つかまれて、強制的に運動を停止させられた。


　一瞬アステナの盟術か何かかと思ったが、どうも違ちがうらしい。目の前のアステナも駆真と同じように、女のものと思おぼしき手にアイアンクローをかけられている。


　駆真は視線を動かし……二人の間に割って入った先輩メイドの姿を確認した。


「や・め・な・さ・い、って……」


　ぴくり。ぴくり。


　厚い化け粧しようの下から、血管と、ついでにしわが浮き出るのが見える。


「言ってるでしょぉぉぉぉぉッ!!」


　視界が反転し、意識が暗転する。


　どうやら先輩メイドに後頭部から床に叩たたきつけられたらしいのだが、駆真はちょうどその数秒間の記き憶おくを失っていた。





　　　　　　　◇





「……で、クビになったって？」


「ああ。というわけで三み谷や原はら、金を貸してくれ。最低九十万。できれば一千万」


「……おまえなァ。俺の懐ふところにそんな余よ裕ゆうがあると思ってんのか？」


　呆あきれ顔で言ったのは、駆真の元部下、三谷原雄ゆう一いちだった。鷹崎家リビングのソファにだらしなく腰こし掛かけ、ぼさぼさの髪かみをかきながら、やる気無さそうに吐と息いきしてくる。


「安心しろ。きちんと信しん頼らいできる業者を通してやるからな」


「……あ？」


「心臓に腎じん臓ぞう、骨こつ髄ずいに角かく膜まく……うむ、真っ黒の肺以外ならいい値段になるだろう」


「待て。俺をどこに売りつける気だ」


「冗じよう談だんだ」


　鼻から息を吐きながらそう言う。


　三谷原はやれやれと肩かたをすくめながら胸ポケットに手を持っていき……数秒の間逡しゆん巡じゆんしたあとに何もせず手を戻もどした。


　どうやら自然と煙草たばこに手が伸のびたらしい。が、駆真が鷹崎家屋内での禁きん煙えんを徹てつ底ていしていることを思い出したのだろう。騎き士し団内でも指折りのヘビースモーカーである彼だが、喫きつ煙えん場所だけはきちんと弁わきまえていた。


「……しっかし、二週間で九十万ねェ……こう言っちゃアレだが、まともな仕事じゃ稼かせげねェと思うぞ？」


　言いながら、三谷原がテーブルの上に散乱していた求人情報誌をぱらぱらと捲めくる。


「わかっている。だからこそおまえを呼んだ。おまえの限りなく黒に近いグレーな人脈を活いかして、実入りのいい仕事を紹しよう介かいしてくれ」


「ねェよそんなもん」


「ないのか？」


　さも意外といった調子で返すと、三谷原が半眼を作って嘆たん息そくしてきた。


「……おまえの中で俺がどう思われてるかよォーくわかったよ」


「そうか。てっきり人身売買か麻ま薬やくの密売にでも絡んでいると思ったのだがな」


「グレーどころか淀よどみきったどブラックだそりゃ」


「ならスリグループの元もと締じめを紹介してくれるだけでもいい」


「なんで俺がそんなのと知り合いしてなきゃならんのだ」


「……下校途と中ちゆうの小学生によくわからない手品道具や小動物を売りつける仕事くらいはしていたんだろう？」


「してねェよ」


　三谷原が頰ほおの筋肉をぴくつかせながら返してくる。駆真は深いため息を吐ついた。


「まったく期待はずれもいいところだ。この役立たず」


「え？　なんで俺罵ば倒とうされてんの？　清く正しく生きてんのに」


　三谷原がつまらないジョークを口走ってくるが、すっぱりと無視して言葉を続ける。


「……とにかく、だ。何か手はないか。どんな手段でも構わん」


「そう言われてもねェ……」


　三谷原が困ったように無ぶ精しよう髭ひげの生えたあごをさする。それはそうだ。そう簡単に儲もうけ話が出てくるのならば、彼とてとうに実じつ践せんしているだろう。


　駆真は例を挙げるように口を開いた。


「たとえばこういうのはどうだ」


「あ？」


「私が夜、繁はん華か街がいで男を捕つかまえる」


「……それで？」


「そのまま路地裏まで連れていく。そこでおまえが後ろから登場し、『おい兄ちゃん、何俺の女に手ェ出してくれてんだゴルァ』と男をボコボコにして金品を巻き上げる。これなら上手うまくやればかなり稼げるぞ」


「美人局つつもたせだそれ」


「ほう、そういう名前なのか」


　駆真が感心したように言うと、またも三谷原が肩を落とした。


「……普ふ通つうに犯罪行こう為いだぞ。とっ捕まるっての」


「バレなければ問題ない」


「おまえの場合一発で顔バレすると思うけどな」


「……そうなのか？」


　駆真が小首を傾かしげると、三谷原はやれやれとため息を吐いた。


「もーちょい自分が有名ってのを自覚した方がいいと思うぞ、おまえは」


「ふむ……なら目の部分に穴を空けた紙かみ袋ぶくろでも装着していよう。それなら私とわかるまい」


「オーケイ冷静に考えてみろ。おまえ、夜の繁華街で紙袋の覆ふく面めん被かぶった人間がいきなり話しかけてきたらどうする？」


「問答無用で蹴けり倒たおすな」


「……なら駄だ目めだろうが、それ」


「安心しろ。私を蹴り倒せる人間などそうはいない。返り討うちにしてくれる」


「そういう問題じゃねェっての。変装ならもっと……って、それも違う。犯罪前提で話進めんじゃねェよ」


「ふむ……」


　駆真は再びうなり込んだ。


「……ならば三谷原、おまえが消しよう費ひ者しや金きん融ゆうから金を借りてくるというのはどうだ？」


「なんで俺が」


「うちに借金取りが来てはまずいだろうが。在紗のナイーブな心に傷を付けるつもりかこの下げ司す」


「なんで取り立て屋が来んの前提なんだよ。最初っから返す気ねェだろそれ。……ていうかそもそも俺くらいじゃあ九十万も貸してもらえねェっての」


「大だい丈じよう夫ぶだ。複数社回ればいい」


「俺を多重債さい務む者しやに仕立て上げようとするな！」


「そんな状じよう況きように陥おちいれば、先方が信頼できる業者を紹介してくれるだろう。何、安心しろ。おまえの肺だって欲ほしい人はいるだろうさ」


「話が戻った！　いや悪化した！」


　三谷原は絶ぜつ叫きようじみた声を上げてから、うんざりとした顔を作った。


「……まあ冗談はさておいて、だ。普通に考えて、そんな期間で手に入る額じゃねェだろ。悪いこた言わねェ。旅行は次の機会にでも回すんだな」


「むう……」


　三谷原にそう言われて、不ふ機き嫌げんそうに唇を尖とがらせる。


　と、


「あん？」


　三谷原が、何かを見つけたように眉まゆを跳はね上げた。


「どうした」


「いや、それ。何だ？」


　彼が指さしたのは、求人情報誌の下した敷じきになっていた一枚の名めい刺しだった。


　駆真は「ああ」と答えてそれをひょいとつまみ上げる。


「騎士団を辞やめてすぐに、ナントカとかいう芸能プロダクションの人間が訪ねてきてな。名刺を置いていったんだ。栞しおりがわりに挟はさんでいた」


「……なるほどな。手の早いこった」


　三谷原は苦笑しながら肩をすくめた。


　駆真自身はよくわからないのだが、何でも先方の話によれば、駆真の姿し容ようは騎士などという生傷の絶えない職に就つかせておくには惜おしいほどに可か憐れんなのだという。


　それに実力的にも国中にその名を轟とどろかせていた騎士だ。芸能界転向となれば話題性も十分だろう、とのことだ。


　駆真はポンと手を打った。


「そうか。まるで興味がなかったので失念していたな。確かそこも、かなりの額の報ほう酬しゆうを提示していた」


「ほう、じゃあやってみりゃいいじゃねェか。モデルとかならなんとかなるだろ」


「いや、先方の話ではモデルではなく女優をやらないかとのことだった。もしやる気があるなら、いきなり主演をやらせてくれるそうだ」


　駆真が言うと、三谷原が意外そうに目を丸めた。


　それはそうだろう。何しろ、まともに演技を勉強したこともない素しろ人うとだ。いくら話題性があるからといって、そんな大抜ばつ擢てきはそうそうあることではない。


「はあ……そりゃ思い切ったな」


「タイトルは『堕おちた女騎き士し鷹崎○真・騎士制服の奥に隠かくされた痴ち態たい』だそうだ。魅み島しま中ちゆう尉いの二つ名のようなところが気になるが……」


「…………」


　三谷原はその名刺を駆真の手から奪うばい取ると、くしゃくしゃに丸めて床ゆかに捨てた。


「何をする」


「その会社はやめとけ」


「ゴミをポイ捨てしたと在紗に言いつけるぞ」


「…………」


　三谷原は無言で今し方放った紙の塊かたまりを拾い上げると、ゴミ箱に放り込んだ。


「何故なぜそれは駄目なんだ？　他に方法などあるまい」


「……おまえ、これがどういう会社かわかって言ってるか？」


「……？　どういうことだ」


「あのな……」


　三谷原は駆真の耳に顔を近づけると、ひそひそと声を発した。


「……ふむ」


　駆真はあごに手を当てると、表情を微み塵じんも変えぬままうなった。


「なるほど。それはあまり望ましくないな。在紗にも言えそうにない」


「おまえ、耳真っ赤だな」


　三谷原が半眼を作りながら言う。駆真は小さく咳せき払ばらいをした。


「気のせいだ」


「そうかねェ」


「眼球の質が悪いのだな。換かえることを勧すすめる」


「どうやってだよ」


「手伝ってやろう。幸いうちには先割れスプーンがある。一発でクリッ、だ」


「やめてくれ。なんかリアルに痛そうだ」


　三谷原が乾かわいた笑みを浮うかべながら、少しだけ身体からだを駆真から離はなす。


「……まあいい。それよりも──」


　言いかけて。


　駆真は手元に広がっていた求人情報誌の誌面を見返した。


「ん……？」


「どうしたよ」


「いや、これを見てくれ」


　駆真が示した箇か所しよを、三谷原が覗のぞき込む。


「雑務員急きゆう募ぼ。未経験者歓かん迎げい──基本給八十万、その他出来高により上乗せ……？」


「素す晴ばらしい……！　何故今までこれを見み逃のがしていたんだ！」


　駆真は拳こぶしをぐっと握にぎると、ソファから立ち上がってガッツポーズを取った。


　しかし三谷原は難しげな顔をすると、


「いや、でもこれ条件良すぎて胡う散さん臭くさくねェか？　しかも雑務員って、具体的に何やるかとか書いてねェじゃねえか。しかも出来高だァ？　雑務員のどんな仕事に出来高制組み込むんだよ」


　訝いぶかしげな声でそう言った。


「背に腹は代えられん。私は行くぞ。……面接の予約をしよう。連れん絡らく先さきはどこだ？」


「……書いてねェな」


「何？」


「だから、書いてねェ。面接を希望する人は、当日直接当社にお越こしください……だとさ。……おいおい、怪あやしいなんてもんじゃねェぞこれ。ホントに犯罪の片棒担かつがされるんじゃねェのか？」


　三谷原が渋しぶるように続ける。しかし駆真は首を振ふると、意志の堅かたさを表すかのように腕うでをがっしりと組んで見せた。


「構わん。もしそういった狙ねらいがあるのならその場で打ち倒せばいいまでだ」


　その様子に三谷原も折れたのか、もう何も言わなくなった。
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「……ここか」


　駆かる真まは手にした求人情報誌から視線を外し、目の前の建物を見上げた。


　物もの寂さびしい路地裏に聳そびえた、一見廃はい墟きよのような寂さびれた四階建てのビルである。普ふ段だんならその存在を気に留めすらしないだろう。──否いな、もっと正しく言うのなら、この通りに入ってくることすらあるまい。


「…………」


　さすがに不安になって、もう一度求人情報誌に記された地図と辺りを見比べるが──やはり間ま違ちがってはいないようだ。駆真は情報誌を鞄かばんの中に詰つめ込むと、意を決して足を踏ふみ出した。


　今の駆真は、ブラウスに灰色のジャケット、タイトスカートにストッキングという、典型的なリクルートスタイルに身を包んでいる。着慣れない服のため少々歩きづらいが、こればかりはどうしようもなかった。まだいまひとつ身体に馴な染じんでいない薄うす手でのジャケットの肩かたを回しながら、老ろう朽きゆう化したビルディングに入っていく。


　ガタガタと音を立て、パラパラと砂すな埃ぼこりを落としながら入り口の自動ドアが開き（失礼な話であるが、電気が通っていることに少し感動してしまった）、エントランスに入る。


　内装を確認するように首を回すと、すぐ目の前に受付台が確認できた。


「…………」


　そこには、一枚の紙が貼はられていた。


　汚きたない文字で『三階へどうぞ。来た人から面接を行いますので、廊ろう下かに並んで待っていてください』と書かれている。


「……何だ、これは」


　駆真は何かとてつもなく胡散臭いものを感じながらも、一応指示に従い、小さく首を回してエレベーターを探した。


　……が、壁かべ際ぎわに設しつらえられていたエレベーターの前には黄色いテープが幾いく重えにも貼られ、その上に『故障中』と書かれた紙が付けられていた。


　仕方なく側そばにあった階段に足を運び、上の階へと歩いていくのだが……この階段がまた、ボロい。足音の響ひびき方が『カッカッカッ』でも『コツコツコツ』でもなく『めり、みし、ばき』なのである。ちなみに最後の『ばき』は、駆真が足を付けた瞬しゆん間かんに段差が崩ほう落らくした音である。


「……ッ」


　常人と比べて体重が極きよく端たんに軽いはずの駆真でさえこの惨さん状じようである。如何いかにこのビルが老朽化しているかが知れた。


「一体何なんだ、この会社は……」


　小さな声でそう言う。実際、何をしている会社なのかすら未いまだにわからなかった。


　二階を越こえ三階に辿たどり着つこうとしているにも拘かかわらず、社員らしき人間を一人も確認できていないのである。それどころか、物音や話し声すら聞こえてこない。外観や内装だけでなく、真の意味で廃墟じみている建物だった。


　腐くさり落ちた段差を飛び越え、ようやく三階へと到とう達たつする。


　そこには『面接会場』と書かれた扉とびらと、スーツ姿の女性の姿が確認できた。


　恐おそらく就職希望者だろう。本来ならば職を奪い合うライバルなのだろうが、自分以外に人がいたことにほんの少し安あん堵ど感かんを覚えてしまう。


　駆真は崩落してしまいそうな足下に注意しながら廊下を歩くと、その後ろに並んだ。


　と、女性が、駆真の存在に気づいたのか、小さく手を挙げた。


「こんにちは。今日はよろしくね。……まあ、ライバルってことになっちゃうけどさ」


　面接を行っているであろう部屋に声が届かないように声量を落として言ってくる。


「いえ。こちらこそ」


「私は間はざま冴さえ子こ。あなたは？」


「鷹たか崎さき駆真です」


「……鷹崎？　どっかで聞いたことあるような……」


「気のせいでしょう」


「んー、まあいいか。鷹崎さんもやっぱりお給料目当て？」


「はい」


　駆真がうなずくと、冴子は腕を組んでうんうんと首を縦に振った。


「やっぱそうよねえ。……でもここ、何やってる会社なのか全然わかんないのよね。正直、こんなボロ会社にあんなお金払はらえるのかちょっと不安になってきちゃった」


　冴子がそう言うと同時、前方の扉からリクルートスーツを着た男性が二名出てきた。どうやら、二人一組の集団面接だったようだ。


「……？」


　駆真は首を捻ひねった。……何故か二人とも怪け訝げんそうというか、変なものでも見たかのような顔をしている。


　男たちは駆真と冴子をちらりと一いち瞥べつすると、少し駆かけ足気味に去っていってしまった。


「……またか」


　冴子が、唇くちびるを尖とがらせながら言う。


「また、とは？」


「いやね、さっきから面接終わった人たちが、みんな不思議そうな顔して出てくるのよ」


「……ふむ」


　あごに手を当ててうなる。と、それに合わせるようにして、扉の奥からくぐもったような声が響いてきた。


『──では次の方。二人一組で入ってきてください』


「おっと……」


　冴子が、緊きん張ちようしたように襟えり元もとを整え、扉をノックする。


「失礼します」


「失礼します」


　冴子に続き、駆真も部屋の中に入っていく。


　部屋の中は、廊下と変わらずボロボロだった。壁かべにはいくつも穴が空き、奥に見える扉もベニヤ板で補強されている。それに随ずい分ぶんと風の通りがいい。窓まど枠わくに窓ガラスがはまり込んでいなかったのである。


　しかし、そんな内装などまるで気にはならなかった。


　すぐに、部屋の奥に座った四人の面接官の姿が確認できたからだ。


「……っ？」


　思わず、眉まゆをひそめる。隣となりの冴子も同じような表情を構築していることだろう。


　何しろ四人の面接官が全員、頭からすっぽりとフードをかぶり、肩から下にはマントを装着して、全身を覆おおい隠かくしていたのだから。


　しかも皆みなよほど個性的なヘアスタイルをしているのか、何故かフードの部分が不自然に膨ふくらんでいた。


「はい、じゃあそこに座ってください」


　比ひ較かく的てきほっそりしたシルエットの面接官が、部屋の中央付近に並んだ椅い子すを指さす。


　その際、マントの端はしから、異常なまでに血けつ色しよくの悪い手と、やたら長い爪つめが見えた。


「…………」


「…………」


　冴子と駆真は、お互たがい一瞬だけ目を合わせてから、ほぼ同時に椅子に座った。


「……では面接を始めたいと思います。二人とも、お名前は？」


「あ、間冴子です」


「鷹崎駆真です」


「ふむふむ」


　細身の面接官が小さくうなずく。そういえば、履り歴れき書の提出すら求められていなかった。


「じゃあ質問だ。二人とも……」


　と、沈ちん黙もくを保っていた面接官の一人──一番右側に座った大おお柄がらな男が声を上げた。


　駆真は微かすかに拳こぶしに力を入れた。


　──大だい丈じよう夫ぶ。面接で訊きかれやすい基本的な質問事じ項こうは頭に入っているし、それに対する回答もバッチリである。まあ、パターン的に考えて、名前の次に訊かれる可能性が高いのは、志望動機──


「今まで殺したことのある、一番大きな生き物はなんだ？」


『……は？』


　駆真と冴子の声が見事にハモる。……今この男は何と言った？


　大柄な面接官はあごをさする仕草を見せた。


「……どうした？」


「え、ええと……殺したことのある、生き物……ですか」


　冴子が訊くと、面接官は当然のようにうなずいた。


「ああ、事故でやむを得なく、とか、日ひ頃ごろ食べてる肉は私が殺しているも同然、みたいな詭き弁べんは無しだぞ。自分の意志で殺してやろうと思って殺したものだけだ」


「……は、はあ」


　冴子の顔が混乱と汗あせに染まる。


　実際、駆真としても予想外の質問だった。一体この質問で何を見ようというのだろうか。


　未だ頭の上に疑ぎ問もん符ふが乗ったままの冴子が、苦笑しながら口を開く。


「……んん、わ、私は……ゴキブリが一番大きい……と思います」


「ふん、あの黒い虫か。──そちらは？」


　面接官が首を駆真に向けてくる。駆真はふむとうなってから答えた。


「そうですね……今までで一番となると、ティアマット級空獣エアかと」


「……はあ!?」


　驚おどろきの声は、隣に座った冴子のものだった。


「ほおう、で？　そいつはどれくらい大きいんだ？」


「確か、全長三百メートルを超こえていたはずです」


　駆真が言うと、四人の面接官が急に色めき立つように身体からだを前に傾かたむけた。数秒の間面接官同士で顔を見合わせるような仕草を見せ、二、三言葉を交かわし合う。


「……なるほど。これは期待できそうだ」


　大柄な面接官が満足げにうなずく。と、次に左端の小こ柄がらな面接官が口を開いた。


「では次だよ。お二方、何か特技は持ってるかな？」


　冴子がほうと胸を撫なで下おろすのがわかる。ようやく普ふ通つうの質問がきたと思っているのだろう。


「はい、私は以前ＩＴ関係の会社に勤めていたので、一通りのビジネスソフトはほぼ完かん璧ぺきに扱あつかえます。また機器の接続、パソコンのトラブル解消なども、よほど特異なケースでない限りこなせる自信があります」


　すらすらと答える冴子に、しかし面接官は小さく首を捻った。


「何を言っているんだい、君は」


「は……？」


　冴子が間の抜ぬけた顔で返す。


「特技っていったら、真しん空くう斬ざんとか双そう煉れん撃げきとか邪じや空くう砕さい獄ごく烈れつ滅めつ殺さつとかそういうのだろう？」


「え、いや……何ですかそれ」


「……もういいよ。で、隣の君は何かあるのかい？」


　面接官が興味なさげに冴子から視線を外し、駆真に向く。


　特技。想定内の質問だ。駆真は自信満々にこう答えた。


「キックです」


「へえ……？」


　面接官が面おも白しろがるように顔を上げる。その際、フードで隠れていた口元が微かに覗のぞいた。


「なるほどね、それはどれくらいの威い力りよくなの？」


「一いち概がいには言えませんが、先ほどお話ししましたティアマット級空獣エアのとどめを刺さしたのはキックです。天てん駆く機き関かんで上空に飛び上がり、その加速を利用して相手に必殺の一いち撃げきを叩たたき込みます。これの直ちよく撃げきを食らって無事な生物はまずいないでしょう」


　駆真の答えに、再び面接官たちがざわめく。隣からは冴子が、面接官たちと話が通じ合っている駆真を、何か遠い存在でも見るかのような眼まな差ざしで見つめてきていた。


「……で、名前は？」


「名前、ですか」


「そう。その必殺キックの名前。いくら強くても、名前がなければ特技にならないだろ？」


　どういう理り屈くつかわからないが、面接官がさも当然と言いたげな調子で言ってくる。


　駆真は「ああ」と手を打った。そういえば昔、三谷原たちが勝手に呼び名を付けていた気がする。


「天てん鎚つい・〈空うつほ分わかち〉と」


「ほう……！」


　その名を告げた瞬しゆん間かん、妙みように面接官たちのテンションが上がった気がした。


　また面接官同士でひそひそと話を始めたのだが、声が大きくなっていて、内容が丸聞こえである。


「いいねいいね、変わった名前だけど、かなり強そうだ」


「ああ、三百メートルの怪かい物ぶつを倒たおしたってのもポイント高いぞ」


「まあ落ち着いてください。いくら優ゆう秀しゆうでも、次の質問をしてみないことにはなんとも」


「そうね。じゃあ私がいくわ」


　次の面接官が、ゆらりと頭を上げる。


「じゃあお二人さん。次の質問だけれど……」


　声質からして女と思おぼしき、今まであまり喋しやべっていなかった面接官が声を上げる。


　そして、


「白はく髪はつの女の子って、どう思うかしら」


　今まで以上に意味不明な質問を投げかけてきた。


「は……白髪、ですか……」


　冴子が目を点にして訊たずねると、面接官は「ええ」と首しゆ肯こうして見せた。


　随分とピンポイントな指定に、冴子が曖あい昧まいな表情を作る。


「ええと……、別にどうって言われましても……」


　冴子がそう答えた瞬間、面接官は彼女への興味を完全になくしてしまったようだった。


　しかし──駆真は違ちがう。


　面接官に話を振ふられるより先に、口が勝手に動いていた。


「白髪の少女──素す晴ばらしいですね。まさにこの世の天使と呼ぶに相応ふさわしい。世界でもっとも尊い存在です。肌はだも抜けるように白いとなおいい」


「そう！」


　面接官がバンと机を叩いた。


「わかっているじゃないの。そうよ、それなのよ。全身真っ白な少女！」


「あなたもなかなかいい趣しゆ味みをしていますね」


　それに応じるように、駆真も深々とうなずいた。


「そう、それでいて小柄で、華きや奢しやで──」


「ええ、ほんのりと桜色に色づいた頰ほおと唇くちびるに飾かざられた可か憐れんな面──」


「そしてその中央を飾る──」


「赤い赤い瞳ひとみがまた最高です」


　駆真と面接官は同時に空を仰あおぐように上を向いた。


　ちなみに隣に座っていた冴子は、「可憐な面──」の辺りで、自分の理解できない世界を垣かい間ま見みてしまったような顔を作ってそそくさと部屋から逃にげ去さっていた。


「合格よ！　文句の付けようがないわ！　皆、異存ないわね!?」


　女の面接官が叫さけぶと、他の三人も応とうなずいた。


「おめでとうございます。あなたは今このときをもって、当社に採用となりました」


　最初に声をかけてきた細身の面接官が、すっくと立ち上がりながら言う。それに続くようにして、残りの面接官も椅子から腰こしを浮うかす。フードとマントの集団。改めて見てみても、どこかの邪じや教きよう集団のサバトにしか見えなかった。


「採用──ですか」


　喜びというよりは呆あつ気けにとられた感で、駆真が聞き返す。それはそうだ。さすがに数個質問に答えただけで即そく日じつ採用になるとは思ってもみなかった。


　だが数秒おいて、期日内に旅行代が稼かせげる可能性ができたことを脳が認識し──駆真は少しだけ興奮気味に、拳を強く握にぎりしめた。


「よし……っ、在紗、お姉ちゃんやったよ……！」


　面接官たちには聞こえない程度の小さな声でそう呟つぶやく。
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「できれば、すぐにでも仕事に入っていただきたいのですが、可能でしょうか？」　


「──っ、はい、よろしくお願いします」


　いきなり声をかけられ、少し肩かたを揺ゆらす。


　確かに少々急すぎる気もしないではないが、一刻も早くお金を用意したい駆真としては好都合である。むしろ、あまりにも都合良く転がっていく今の状じよう況きようが不ふ審しんでさえあった。


　と、細身の面接官が駆真の方に歩み寄ってきたかと思うと、血色の悪い手を覗かせ、部屋の奥にある、ベニヤ板で補強された扉とびらを指し示した。


「それでは、こちらへ。制服を支給しますので、お着き替がえをお願いします。──それが終わったら、ま──いえ、当社の社長に会っていただきますので」


「わかりました」


　駆真は小さく首肯すると、面接官に促うながされるままに部屋の奥の扉に手をかけた。


　蝶ちよう番つがいが傷いたんでいるのだろう、ミシミシという音とともに扉が開かれる。そして駆真はそのまま足を踏ふみ出し──


「────ッ!?」


　全身を通り抜ける奇き妙みような感覚に眉まゆをひそめた。


「何だ……？」


　訝いぶかしげな声を発し、自分の全身を見回す。特に変わったところはないようだが……何だろうか、今一瞬、どこかで感じたことのあるような違い和わ感かんが身体を這はい回ったような気がしたのである。


「どうかしましたか？」


　駆真のあとから入ってきたのだろう、細身の面接官が不思議そうに首を傾かしげている。


「……いえ、なんでもありませ──」


　言いかけて、駆真は再び表情を硬かたくした。


　隣となりの部屋は今にも崩くずれ落ちそうなほどボロボロだったのに、扉を隔へだてたこちら側は、やたらと立派な内装になっていたのである。


　高級そうな石材の床ゆかや壁かべで構成された、先ほどまでと同じ建物内とは思えないほど広々とした空間である。少し照明が薄うす暗ぐらいのも、この空間のミステリアスな雰ふん囲い気きを演出するためと自然に解かい釈しやくしてしまう。そう──まるで会社というよりも、お城と表現した方が適当なほどだった。


「……隣の部屋と随ずい分ぶん違うのですね」


「ああ、それですか。社長の趣味なんです。──さ、こっちですよ」


「……そうですか」


　別に気にしても仕方がない。駆真は気持ちを切り替かえて、面接官の背中を追って薄暗い道を歩いていった。


「では、こちらが更こう衣い室になります。ここで待っていますので、お着替えが終わりましたら声をかけてください」


　歩き始めてすぐに、面接官が足を止めて壁沿いの扉を指さした。駆真は「わかりました」と短く答えると、軽く会え釈しやくしながら扉をくぐっていった。


　その制服とやらが、彼らのようなマントとフードでないことを祈いのりながら。





　　　　　　　◇





「……暑……」


　アステナは細く息を吐はくと、首元に手を回して厚ぼったいマントを脱ぬぎ、壁から出っ張っている突とつ起きに掛かけた。


　由ゆい緒しよある宮きゆう廷てい盟術師の外がい套とうも、夏場になると少々蒸し暑い。しかもこの蒼そう穹きゆう園えんという異世界の国は、レーベンシュアイツと微び妙みように気候が異なるらしい。湿しつ気けの多い夏季がこんなにもつらいものとは考えもしなかった。


「……あー」


　軽く伸のびをする。自分が今いる空間の内装がざっと視界の中に入った。


　人一人が横になったらそれだけで一いつ杯ぱいになってしまいそうな狭せまい部屋──否いな、部屋といっていいのかすら怪あやしい空間である。何しろここは、鷹崎家からほど近い路地裏に、アステナが廃はい材ざいや段ボールを持ち込んで屋根と壁を付けただけの家なのだから。


「つ──」


　アステナは首に手をやった。少し、痛みが走った気がする。


　……原因はわかりきっている。先日駆真と交戦したときに、謎なぞの乱入者によって床に頭を叩きつけられた痛みがまだ残っているらしい。一応、回復盟術はかけておいたのだが。


　その痛みとともに、幾いく度ど目とも知れない無力感がまた顔を出してくる。


「結局、またカルマ様に逃げられてしまいました……」


　はぁ、と大きくため息。


　アステナが勇者である駆真を追って蒼穹園に来てから早三か月が経たとうとしていた。無論、何一つ事態は進展していない。


　空気中に存在する幻げん素そ──精せい霊れいは、レーベンシュアイツの主要なエネルギー源なのである。今、そのほとんどを魔ま王おうに掌しよう握あくされているのだ。事態は一刻を争っていた。


　否──レーベンシュアイツだけでなく、アステナの精神も限界に達しようとしている。


　それはそうだ。故郷の命運を背負った重圧に、勇者が言うことを聞いてくれないこの状況。それに──年とし頃ごろの娘むすめが長期間このようなところで生活しなければならないという、強きよう烈れつなストレス。


　実際、自分の身体からだに予備の精霊を纏まとわせてレーベンシュアイツに一時帰き還かん、その後身体に纏わせていた精霊を使用して蒼穹園に戻もどってくるということも、やろうと思えばできなくはない。


　だが、万が一アステナがレーベンシュアイツで魔王軍にやられてしまったら、もう勇者に助けを求める人間はいなくなってしまうのである。慎しん重ちようを期して、アステナは蒼穹園でのホームレス生活を続けていた。


　と──近くの公園から、正午を報しらせる仕し掛かけ時計の音が聞こえてくる。


「あ……もうそんな時間か」


　アステナの『家』には時計などないため、彼女が時間を知る術すべは限られている。


　中でも確実に昼時を知ることができる公園の仕掛け時計は、アステナにとって大事な合図の一つだった。


　憂ゆう鬱うつそうなため息を一つこぼしてから、手の平に精霊を集め、指で地面に文様を描えがいていく。


　するとそこからぼんやりと、黄金の冠かんむりと立派な髭ひげが印象的な初老の男の顔が浮かび上がってきた。彼女の祖国、レーベンシュアイツの王である。


　精霊が魔王に掌握されたレーベンシュアイツからは、通信のチャンネルを開くことすら困難である。そのため、定期的にアステナ側から通信を繫つないでいるのだった。


　アステナはその場に跪ひざまずき、頭こうべを垂れた。


「──偉い大だいなる王よ。定時連れん絡らくを致いたします。宮廷盟術師アステナ・エリーウッドが言葉を発することをお許しください」


『許す。面おもてを上げろ』


　定形の挨あい拶さつを交かわし、アステナは顔を上げた。


『で──どうだ、アステナよ。勇者殿どのは説得できそうか？』


「い、いえ、その……」


　アステナがしどろもどろになっていると、王が落らく胆たんしたようにため息を吐ついた。


『そうか……まだレーベンシュアイツに来てはくださらんか……』


「も、申し訳ありません……ッ！　わ、私の力が及およばないばかりに……」


『いや、そなたはよくやっておる。……だが、さすがにもう時間がないようだ。先日も伝えたが、何やら魔王軍に怪しい動きがあるらしい。──司祭の見立てでは……王都に総攻こう撃げきを仕掛ける準備をしているのではないか──と』


「な、何ですって……っ!?」


　アステナは戦せん慄りつに全身を震ふるわせた。


『もはや一刻の猶ゆう予よもない。少しでも早く勇者殿を連れてくるのだ』


「は──はいッ！」


　アステナが力強く答えると同時に、映像は虚こ空くうに搔かき消えた。


「ま、まさかそんなところまで事態が進んでいただなんて……ッ」


　アステナは顔を青ざめさせると、頭を抱かかえてうなった。


　魔王を倒たおせるのは勇者である駆真のみ。しかし、その駆真がまったく取り合ってくれないのである。


　嗚呼ああ、一体どうすれば──


「……っ」


　瞬しゆん間かん、アステナの脳のう裏りに、一つの光景が過よぎった。


　十日ほど前の話だ。アステナは蒼穹園で知り合った少女に、ひょんなことから盟術を教えることになってしまった。


　そしてその少女が〈召喚サモン〉の盟術に失敗し、なんと魔王ルーン・ロヴァルツをこちらの世界に呼び出してしまったのである。


　そう──まさにそのときだ。


　アステナは初めて、あの魔王が跪いているところを目もく撃げきしたのだ。


「あ──」


　脳幹に電気が走るかのような衝しよう撃げき。何故なぜ、今まで気が付かなかったのだろうか。


　この世界には、駆真以外にも魔王に対たい抗こうできる人間が、もう一人いたではないか──！


　アステナは今し方壁かべに掛けたマントを手に取ると、バッと翻ひるがえすようにしてそれを身に纏った。……その際手を壁にぶつけた。ちょっと痛かった。





　　　　　　　◇





「……これは」


　駆真は更衣室の姿見に映った自分の装よそおいを見て、辟へき易えきするような声を出した。


　胸部や腰こしなどを、不思議な素材でできた鎧よろいのようなパーツが申し訳程度に覆おおっている。腕うでには長手て袋ぶくろ。足にはサイハイソックス。二の腕辺りに付いたアーマーからはマントが伸のびていた。


　しかもそれらのカラーリングはすべてダークカラー。特とく撮さつ物に出てくる悪の女幹部か、百ひやつ歩ぽ譲ゆずってＳＭクラブの女王様にしか見えなかった。


「これが制服……だと？　一体どんな仕事をするというのだ」


　これでは面接官たちのマントとフードの方が幾いく分ぶんかマシであった。駆真は何やら腑ふに落おちないものを感じつつも、「着替え終わりました」と言ってから扉を開けた。


「おお、似合っているではありませんか」


「……そうですか」


「はい、ではこれを」


　と、面接官はマントの中から一冊の本を取り出すと、駆真に手て渡わたしてきた。


「これは？」


「業務マニュアルのようなものです。まあ、一いつ般ぱん業務のものなので、今すぐ必要というわけでもありません。手が空いたときにでも読んでおいてください。──では、社長室に行きましょうか」


　言って、面接官が歩き出す。駆真は慣れない服に動きづらさを感じながらも、とりあえずその背を追った。


　途と中ちゆう、手渡された業務マニュアルとやらをパラパラと捲めくってみる。


　中には、村の殲せん滅めつの仕方だとか、砦とりでの襲しゆう撃げきの仕方といった物ぶつ騒そうな案件が書かれていた。


「……何だ、これは」


　と、道中、会社の従業員と思おぼしき二人組とすれ違ちがう。彼らは面接官に軽く一礼をすると、そのまま廊ろう下かの奥へと歩いていった。


「…………」


　そんな何でもない光景を、駆真は目を見開いて凝ぎよう視ししていた。


　すれ違った男二人の格好が、これまた奇き抜ばつだったのだ。


　紫むらさき色いろの派手な甲かつ冑ちゆうに身を包んだ男と、巨きよ大だいなトライデントを携たずさえた、悪あく魔まのような風ふう貌ぼうの男である。二人とも、頭部に立派な角のようなものが生えていた。


「な……」


　駆真はしばしの間二人の消えた方向を見つめてから、額を押さえるようにして少し遅おくれてしまった歩調を整えた。


「……ああ、もしかして──」


　駆真は自分に言い聞かせるように独り言を呟つぶやいた。


　──きっとここはあれだ、テーマパークのようなアトラクション施し設せつなのだ。そうだ、そうに違いない。先ほどすれ違った男たちは、お化け屋や敷しきの脅おどかし役か、舞ぶ台たいのキャストか何かなのだろう。そう思えば、駆真の格好にも説明が付く。


　……と、駆真が、脅かし役ならまだしも、もし舞台に上げられることになったらどうすべきかと考えていると、今度はローブを着た一団（無論、皆みな頭に角つのがあり、それは恐おそろしい顔をしていた）が、巨大な水すい晶しよう球を囲んで何やら怪しげな呪じゆ文もんを唱えている場所を通った。


　水晶の中には村のようなものが映し出されている。と、その怪しげな一団が手を上に上げると、その村に火の玉が降り注ぎ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずと化した。


　一団が、それはもう楽しそうに、悪魔のような笑い声を発する。


「…………」


　最近のアトラクション施設は凄すごい。


　あんなに高性能な、それこそ魔法のような投とう影えい機があるなんて。駆真は自分を納得させるようにわざと大きくうなずいた。


　さらに廊下を歩いていくと、今度は食堂のようなエリアに出た。


　怪かい物ぶつのような顔（特とく殊しゆメイクである。間ま違ちがいない。多分）をした巨きよ漢かんたちが円えん卓たくに寄り集まり、競い合うようにして、何かの動物の肉を生のまま貪むさぼり食っていた。テーブルの上や周りには鮮せん血けつが溢あふれ、地獄のような様相を呈ていしている。


「…………」


　ワイルドだ。


　きっと大変な激務なのだろう。常つね日ひ頃ごろから生肉を食べて体力づくりをしておかねばならないに違いない。


　だが仕方あるまい。あの高給だ。駆真は気を引き締しめるように拳こぶしを握にぎった。どんなつらい仕事であろうとも、在紗との旅行のためなら、駆真は耐たえられる自信がある。


　と、そこで面接官の足が止まった。


「──さあ、着きましたよ。中へお入りください」


「どうも」


　どこかで見たことのあるような意い匠しようの施ほどこされた大きな扉とびらの前で、面接官が足を止める。


　駆真はその指示に従い、扉を押し開けて中に入っていった。


「…………」


　──扉の向こうには、さらに広々とした空間が広がっていた。


　だが……やはりおかしい。奇き妙みような既き視し感かんが頭を過ぎる。


　と──駆真が部屋の最奥、玉座のようになっている場所に目を向けた瞬間、


「な……ッ」


　その違い和わ感かんの正体が、わかった。


「よく来たな、異界の者よ。歓かん迎げいするぞ」


　玉座に座った長身の男が、尊大な態度で話しかけてくる。


　浅黒い肌はだに、白目黒目の色が逆転した眼。頭部を飾かざるはねじくれ曲がった角。一度見たなら決して忘れられない強きよう烈れつな外見を持つ、その男が。


「さて、早さつ速そくだがおまえに命ず──」


　男が言葉を切る。どうやら、彼も駆真に気づいたらしい。


「貴様──勇者!?」


「魔ま王おう……ッ！　何故貴様がこんなところにいる……っ！」


　そう。異界の国レーベンシュアイツを絶賛侵しん略りやく中の魔王、ルーン・ロヴァルツが、そこにいたのである。


　そのとき駆真は思い出した。ボロボロのビルからこの城に入ったときの妙な感覚。あれは、アステナによって空間を移動させられたときのそれにそっくりであったのだ。


　と、いうことは、ここは──


「レーベンシュアイツ……ッ!?」


「何を当たり前のことを言っているのだ、勇者よ」


「く──どういうつもりだ！」


「……こちらが聞きたい。私は新任の魔王軍・異世界支部長を迎むかえ入れるために待っていたのだ。そこに何故貴様が来る」


「異世界支部長……？　ッ、あの求人広告、まさか……」


　駆真が忌いま々いましげに眉まゆをひそめると、魔王は尊大な調子を崩くずすことなくうなずいた。


「なるほどな……まさか勇者が採用されるとは思わなんだ」


「どういうことだ。説明しろ」


　目をナイフのように尖とがらせ、威い嚇かくするように言う。だが魔王はさして狼狽うろたえた様子も見せずに言葉を続けた。


「ふん、何のことはない。異界から有能な人材をスカウトし、魔力の一いつ端たんを与あたえて我わが眷けん属ぞくにしようというだけの話だ」


「何だと……？」


「部下にそちらの世界のシステムを覚えさせるのには苦労したぞ。だが……よりによって連れてきたのが貴様とはな」


　駆真は拳を握り利きき足を後ろに下げながらも、その場から動こうとはしなかった。


　まだ、魔王の意図が読み切れていないのである。


　あの求人広告が魔王の手によるものだということはわかった。しかし、一体彼は何のためにそんな面めん倒どうなことを──


「まさか……貴様、蒼そう穹きゆう園えんに攻せめてくる気か……っ」


　戦せん慄りつした調子で駆真が口を開く。


　しかし魔王はその発想をくだらぬものと断ずるように鼻を鳴らした。


「ふん、そんなものに興味はない」


「ならば貴様、何故……」


「知れたこと。──アリサの行ゆく方えを探すためだ！」


　高らかに魔王が宣言する。


　その、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい動機に、しかし駆真は今までで一番の衝撃を覚えた。


「何……？」


「忘れもせん。十日前の夜──突とつ然ぜんの召しよう喚かん盟術で異世界に飛ばされた私の前に天使が舞まい降おりたのだ……！　私の后きさきになる資格があるのは彼女しかいない！　いるはずがない！　──しかし、だ。強制的にレーベンシュアイツに送そう還かんされてしまった私に、アリサの居場所を知る術すべはなかった」


　魔王は玉座から立ち上がると、バッと両手を開いて闇やみ色の外がい套とうを翻した。


「だからこそ異世界に詳くわしい人間を我が眷属にし、アリサを捜そう索さくさせることを画策したのだ！　全すべては──そう、アリサともう一度会うために！」


　どこかうっとりとした表情で、魔王が叫さけぶ。


「──ッ、なるほどな。ようやく面接の質問の意味が知れた」


「ふ、それはそうだろう。最低限の戦せん闘とう能力を持ちながら、アリサを尊び行動することができる者──ふふん、こう言ってみると、貴様が採用されたのもあながち的外れではなかったか。だが……」


　魔王は言葉を切ると、目を尖らせて駆真を睨ねめ付けてきた。


「所しよ詮せん貴様は私の恋こい路じを妨さまたげる邪じや魔ま者ものよ。ここで消えてもらうぞ、勇者よ……ッ！」


「──っ！」


　魔王の言葉が終わると同時に、彼の指先から一条の光線が発射される。予備動作が必要なアステナの盟術とは違い、その素す早ばやさは目にも止まらなかった。


　咄とつ嗟さに床ゆかを蹴けるが、天てん駆く機き関かん無しでは避さけきれない。左足に熱いものが触ふれたような感覚が通り抜ぬけ──一瞬あとに、脳のう髄ずいを焦こがす激痛が襲おそいかかってきた。


「く──ァ……っ！」


　顔をしかめ、その場にうずくまる。


「……どうした、勇者よ。随ずい分ぶんと動きが鈍にぶいな」


「……っ」


　言いながら近づいてくる魔王に、鋭するどい視線で返しながら、どうにか片足で立ち上がる。──が、所詮強がりだった。左足を潰つぶされた状態で、この男に敵かなうはずがない。


「ほう、立つか。さすがは勇者よ」


　魔王が、駆真の目前にまで迫せまる。


「だが──終しまいだ」


　トン、と、魔王の指が駆真の額に当てられた。


　そして彼の指先に、光が収束する。額が熱い。まだ光線を放たれていないというのに、頭ず蓋がいを通して脳を焼かれているかのようだった。


　──と。


「ん……？」


　魔王の不ふ審しんげな声が、駆真の鼓こ膜まくを震ふるわせた。


　よくよく見ると──光っているのは、彼の指先だけではなかった。


　駆真の方に掲かかげた腕うでに亀き裂れつが入るように、光がのたくっている。


「な──っ、まさか……ッ」


　狼ろう狽ばいに満ちた魔王の声。彼は慌あわてて腕を引くと、それをもう一方の腕で抱だくようにして後ずさった。


「…………？」


「く……千年前の身体からだに無理をさせすぎたか……早く新しい器うつわを探さねば……」


　魔王が顔中に冷ひや汗あせを浮うかべながら、焦あせったようにうめく。


　が──彼は何かを思いついたかのような仕草を見せたあと、すぐにその表情を笑みに変えると、再び駆真の方に視線を向けてきた。


「ふ──ふふ。そうだ、ここにあるではないか。──強く、美しく、若い身体が……ッ！」


　そして何やら叫ぶと──魔王はいきなり、両手で駆真の頭を摑つかんできた。


「く……何をする……っ！」


「ふ、大人しくしていればすぐに済む。──何、ただ永えい劫ごうに眠ねむっていてもらうだけだ」


　魔王の手から逃のがれようともがくが、駆真の頭部は万力のような力で押さえつけられ、ビクともしなかった。


　そして──魔王が鬼き気き迫る笑みを浮かべたかと思うと。


「────────────────」


　次の瞬しゆん間かん、音もなく魔王の身体が崩れ去った。


「な──に……？」


　まるで石せつ膏こう像を砕くだいたかのように、粉々に。


　ルーン・ロヴァルツだったものは、薄うす暗ぐらい床に落ちて、消えた。


「…………ッ」


　頭部の拘こう束そくが解かれ、駆真は重力に従って再び膝ひざを突つく。


「一体、何が……」


　と、言いかけたところで。


「──っ、ふッ!?」


　強烈な頭痛が、駆真を襲った。


　まるで今までの人生で体感した痛みを、全て頭の中に詰つめ込まれたかのような、滅め茶ちや苦く茶ちやな痛みである。脳が隆りゆう起きし、頭蓋を打ち破って外界に漏もれ出ていくといっても過言ではない感覚。一瞬二瞬と意識がちらつき、段々と気が遠くなっていく。


「あ──がッ、く……んンっ……」


　そんな中、意識の遠い部分で、何者かの声が聞こえる気がした。


『────ふ、は、は、は、は、は』


「き──さ、ま……ッ、ぅンっ……ま、お、う……っ!?」


　そう、その声は今し方、面と向かって話をしていた魔王のものであった。


『言っていなかったか。私の本体は負の想念の集合体。生物の身体を渡わたり歩き、永劫の時を生きる精神生命体よ』


「な──ん、──、──、……っ」


『ふ、もうまともに喋しやべることもままなるまい。──貴様の身体、もらい受けるぞ。まあ、せいぜい抵てい抗こうするがよい。苦しむ時間が増えるだけだがな』


「──ッ、──、──!!」


　最早頭の中に響ひびく声さえも痛みに変へん換かんされていた。──否いな、正しく言うのなら、駆真の感覚器を通して得られるもの全てが異常な刺し激げきとなり、駆真の痛覚を蹂じゆう躙りんしていた。


『精神生命体である私に精神力で敵う人間などいない。……私に打ち勝つとすれば──そうだな、私の意識のもっとも多くを占しめるファクター──邪じや悪あくさや残ざん忍にんさにて私を上回らねばならん。ふ──有り得ないことだ。悲しいな、人間』


　頭の中で、ガンガンと声が響き続ける。だが──


「…………っ、ぁ──？」


　少しだけ、痛みが薄うすれてきた気がした。


『……何？』


　魔王の、怪け訝げんそうな声が響く。


『ふ……ず、随分と頑がん張ばるな、勇者よ。だがそろそろ辛つらくなってきたのではないか？』


「…………」


　もはや、頭痛は完全に消えていた。いや、それどころか、左足に走っていた激痛もなくなっている。見やると、骨まで見えていたであろう傷が、綺き麗れいに完治していた。


『ふ、はは……！　つ、強がりはやめたらどうだ勇者！　辛いだろー、苦しいだろー！　ほら、そろそろ眠りに……』


「……うるさい」


　駆真がぴしゃりというと、魔王の声は黙だまってしまった。


　頭を軽く振ふりながら、むくりと起きあがる。


「……？」


　と、何か頭部に違い和わ感かんを感じる。触さわってみると、そこに魔王と同じようなねじくれ曲がった角が生えているのが確認できた。


「何だ……これは」


　駆真が困こん惑わくしていると、先ほど駆真が入ってきた扉とびらが開け放たれ、フードを被かぶった細身の面接官が部屋に入り込んできた。
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「いかがなされましたか、社長──いえ、魔王様……」


「…………」


　駆真が、無言でそちらに視線をやる。すると。


「──！」


　面接官は急に畏かしこまって床に膝を突き、深々と頭を垂れて見せた。


「まさか──代だい替がわりを召めされましたか……！　魔王様！」


「な……に……？」


「まさかあの先代様との戦いに勝ち、力を得られるとは──お見それいたしました。今このときより魔王軍はあなたの指揮下となります。何なりとお申し付けください！」


　そう言う面接官を、駆真はただ呆ぼう然ぜんと見ているしかできなかった。





　そう、この瞬間こそ。


　のちのレーベンシュアイツ史にその名を残す、魔王カルマ誕生の瞬間であった。
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「──はぁ!?　私がですか!?」


　鳶とび一いち槙まき奈なは不服そうな調子を隠かくすことすら忘れ、力一いつ杯ぱい眉まゆ根ねを寄せながら叫んでいた。


　ツーサイドアップに括くくられた茶色の髪かみは小刻みに震え、気の強そうな目は不満と、あとは少しの困惑に染まっている。


「ん、お願い。どうにかして駆かる真まを引っ張ってきてちょうだい」


　槙奈の目の前に座りながらそう言ったのは、穏おだやかな表情をした少女だった。


　首にくるりと巻かれた三つ編みを片手でいじくりながら、笑みの形に固定された目を槙奈に向けてくる。


　──蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団団長・草くさ薙なぎ音ね音おん元げん帥すい。


　本来ならば反論すら許されないはずの相手に、しかし槙奈は納得いかないといった様子で唇くちびるを尖とがらせる。


「な、なんで私なんですか……？」


「だってしょうがないじゃない。今手が空いてる騎士の中で駆真とまともにやり合えるのなんて、槙奈くらいしかいないんだもの」


「手が空いてるって……私も一応特務小隊員なんですけど……」


　そう、蒼穹園に迫り来る空獣エアの〈城しろ〉の攻こう略りやく戦のために組織された草薙特務小隊。槙奈はその一員として、十日前から騎士団本部庁舎内の特別官舎で他の小隊員たちと生活を共にしながら、特別な訓練メニューをこなしていたのである。


　そんな槙奈に、特務小隊入りを嫌きらって騎士団を辞やめた駆真をわざわざ説得に行けというのだ。駆真にコンプレックスを持っている槙奈としては、文句の一つも出ようものだった。


　しかし音音はその柔やわらかな表情を微み塵じんも崩くずさないまま声を発する。


「大だい丈じよう夫ぶよう。槙奈はとっても優ゆう秀しゆうだもの。作戦ルートももう覚えちゃってるし。むしろ他の小隊員に追いつかせる時間をあげてちょうだい？」


「ぬ……」


　槙奈は小さく顔を下に向ける。ほんの少し頰ほおが赤くなっているのが自覚できた。それはそうだ。騎士団最強の女にそう言われて、悪い気がするはずもない。


「だから、ね？　お願い」


　両手をポンと合わせ、可愛かわいらしい仕草でお願いをしてくる。


　槙奈ははぁとため息を吐つきながら敬礼をした。


「……了りよう解かいしました」


「ありがとうね、槙奈」


　何か上手うまく乗せられた気がしないでもないが──そもそも彼女の命令を断ることなどできるはずもない。


　槙奈は「失礼します」ともう一度敬礼してから、音音の執しつ務む室をあとにした。


「……くッ」


　音音から自分の姿が見えなくなったことを確認してから、思い切り顔を歪ゆがめる。


「なんで私があんな奴やつのお迎むかえに行かなきゃなんないのよ……ッ！」


　苛いら立だちに任せて壁かべを殴なぐろうと腕うでを振り上げ──ここでは音音の部屋に音が響いてしまうと考えて、少し離はなれたところに移動してから、弱めの力で拳こぶしを壁に叩たたきつけた。


　当たり前だが、まったく気は晴れない。


「ぐぬぬ……」


　確かに音音の言っていることもわからなくはないのだ。


　いけ好かない奴ではあるが、鷹たか崎さき駆真の実力は槙奈が一番よく知っている。甲かつ冑ちゆう型天てん駆く機き関かんを用いた、目にも止まらぬ舞ぶ空くう。そしてそれを以もつて繰くり出される鮮あざやかなまでの技わざの数々。飛空速度と空中での近接格かく闘とう能力は、騎士団でもトップクラスだろう。


　彼女が本気で抵抗してきた場合、まともに太刀たち打ちできる騎士は、今の本部には片手といるまい。槙奈にこの話がきたことも道理である。


　──だが。だが、だ。


「自分から騎士団を辞めたあいつをわざわざ連れてこいって──それ、私じゃ力不足って言いたいわけ……ッ!?」


　歯をぎりぎりと鳴らしながら、大おお股またで騎士団本部の廊ろう下かを歩いていく。よほど恐おそろしい顔をしていたのか、すれ違ちがった騎士たちが、怯おびえるような声を発して道を譲ゆずってきた。


「…………」


　荒あれる心を抑おさえるように胸に手を当て、大きく深呼吸をする。あんな女のせいで苛いらついて、自分の評判を落としてしまうのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいだろう。


　呼吸を整えてから、歩みを再開する。


「……ふう。ったく──厄やつ介かいな仕事ね……。一応天駆機関で行った方がいいか……時間がもったいないし、それにあいつがマジで抵抗してきた場合は、無理矢理にでも引っ張ってこないといけないし……」


　槙奈は廊下に足音を響かせながら腕を組み、面めん倒どうくさそうに舌打ちをした。


　まずは格納庫に行って天駆機関と空装を取ってこなければならないだろう。槙奈は進行方向を格納庫に定め──


　ぎゅむ。


「え？」


　足下に生まれた異様な感かん触しよくに眉まゆをひそめた。何か……柔らかいものを踏ふんだ気がする。


　恐る恐る目線を下に向けてみると、そこに、髪を引っ詰めにした若い男が仰あお向むけに倒たおれ込んでいることがわかった。


「……松まつ永なが君」


　半眼を作ってそれを見下ろす。その男は新人騎士・松永衛えい二じであった。まるで何日も断食しているかのようなゲッソリとした顔に虚うつろな瞳ひとみ。とてもまともな状態とは思えない。


「おお……鳶一ぃ……」


　老人のようにしわがれた声で、衛二が槙奈の名を呼んでくる。


「駆真さんが……駆真さんがいなくなっちまったよぅ……」


「…………」


　槙奈は無言で、衛二の鳩尾みぞおちを踵かかとで踏みつけた。


「ぐぎゃッ!?」


　身体からだを綺き麗れいなくの字型にし、衛二が腹部を押さえてのたうち回る。槙奈は冷めた目でその様子を見下ろした。


　駆真が騎士団を辞めてからもうずっとこの調子なのである。さすがに最初は何事かと驚おどろいたが、今はもう、ただ鬱うつ陶とうしいだけだった。


「な……何すんだよ鳶一ぃ……」


「うっさい。廊下に寝ねてる方が悪いんでしょ」


「だからって傷心の俺にこんな酷ひどい仕打ちをしなくても……」


「……自分で傷心とか言わないでくれる？　気持ち悪いんだけど。ホラ、早く立って退どきなさいよ。でないと松永衛二が廊下に寝そべって女性騎士のスカートの中身覗のぞこうとしてましたって言いふらすわよ」


「み……見てねえよ！」


「ふん。女の発言力ってのをわかってないわね。私が悲鳴の一つでも上げれば、あんた一いつ瞬しゆんで性犯罪者よ。毎年何人の罪もないサラリーマンが痴ち漢かん冤えん罪ざいで捕つかまってると思ってるの」


　槙奈の言葉に衛二が顔を青ざめさせる。だが彼にもプライドがあったらしい。口をへの字に結び腕うで組ぐみしたまま、起きあがろうとしない。


「ふ、ふん！　そんな脅おどしに屈くつするもんか！　駆真さんを失った俺の悲しみは山よりも高く海よりも深いんだ！　だ、第一駆真さん以外のパンツになんざ興味ねえよ！」


「へえ……ホントに？」


「たりめーだ！　もし見ても、眉一つ動かさない自信があるね！」


「……ふうん」


　槙奈は半眼のままそう言うと、おもむろに足を上げ、衛二の顔を跨またいで通った。


「…………ッ！」


　衛二の顔が、真っ赤に染まる。


「噓うそじゃん」


　槙奈は短く言うと衛二の側頭部に蹴けりを入れ、格納庫へと歩いていった。





　　　　　　　◇





「…………」


　分厚い医学書のページを繰り、その内容にざっと目を通してから、またページを捲めくる。


　それが、夏休みに入ってからの在あり紗さの日課だった。駆真がいるときや、美み須す々ずの家に行くとき以外は、ほとんどの時間をその作業に費やしていると言っても過言ではない。


「これも……違う」


　落らく胆たん気味に本を閉じ、ため息を一つ。


　以前から様々な書物を調べているのだが、未いまだ在紗の求める情報には行き着いたことがなかったのである。


　鷹崎家リビングのテーブルには、在紗が図書館から借りてきた本が、ちょうど十冊広がっていた。


　内容は様々だ。医学書がもっとも多く、あとは鳥類の図ず鑑かんや、天使の登場する神学系の本。それに──空獣エアに関連する書物などがあった。


　本当はもっと気になる本もあったのだが、図書館の貸出冊数が十冊までなので、そればかりはどうにもならない。


　もっとも、仮に貸出冊数の上限をなくしてもらえたところで、在紗が一人で家に運んでこられる本の量には限界があったし……何より、数が多すぎると駆真に不ふ審しんに思われてしまいそうだったので、貸出冊数の制限は、上手く未練を断ち切ってくれるシステムと言えないこともなかった。


「……ふう」


　今日は朝から駆真が面接に出ていたので、在紗はずっと本に向きっぱなしだった。さすがに少し疲つかれを感じて、ソファに背を投げ出し、身を沈しずめる。


「やっぱり……沈しず音ねちゃんのお家を探した方がいいのかな……」


　ぼんやりと天てん井じようを眺ながめながら、呟つぶやく。


　草薙沈音。


　在紗の元クラスメートであり、真の蒼穹園騎士団団長。


　そして──在紗と同じ秘密も持つ少女でもある。


「…………」


　在紗は目を閉じた。


　忘れもしない。今からおよそ二か月前の在紗の誕生日。


　その日を境に、在紗の背中から、羽のような器官が顔を出し始めたのである。


　自分の身体に何が起きているのか──それを自分なりに調べていた在紗であったが、結局有力な情報はまるで摑つかめないまま、途と方ほうに暮れていた。


　そんな中、初めて在紗の身体のことを知る少女、沈音が現れたのだ。


「沈音ちゃん……」


　今は沈音のくれた薬によって症しよう状じようを抑えられているが──結局、自分や沈音が何者なのかはわからずじまいだった。


　それを告げる前に、沈音は転校してしまったのだ。


　それ以降もずっと在紗は、自分が何者であるのか、自分の身体に何が起こっているのかを調べ続けているのだが、事態に進展はまったくない。


「…………」


　無言で、むくりと身体を起こす。少し、のどが渇かわいた。


　のたのたという気け怠だるそうな足取りでキッチンまで歩いていき、麦茶をコップに注ぐ。


　──と、そのとき。


「──ッ、ぁ……？」


　突とつ然ぜん、在紗の背に、くすぐったいような、むず痒がゆいような感覚が生まれた。


「……こ、れ──」


　その感覚には覚えがあった。背に羽が生えた、まさにそのときの違い和わ感かんである。


「ぅ、ぁ、ぁ……ッ」


　少し前ぜん傾けい姿勢になってシンクに手を付き、身体を支える。


　そして震ふるえる手でポケットからプラスチック製のピルケースを取り出すと、中に入っていたカプセル剤ざいを一錠じよう、麦茶と一いつ緒しよにのどの奥に流し込んだ。


　すると段々と、そのむず痒さが収まっていく。


「……はぁっ、はぁっ……」


　在紗は身体を起こすと、改めて手にしていたピルケースを見つめた。


　本当は寝る前に服用しろと言われていたのだが、咄とつ嗟さに飲んでしまった。……まあ、症状が収まったのだからよしとしておこう。


　と。


「ぉオ？　ドゥーしたんデスかァ、姪めい御ごサン」


「──ひっ──」


　何の前まえ触ぶれもなく背後から肩かたを摑まれ、在紗は全身をビクッと震わせた。


　その拍ひよう子しに手からピルケースがこぼれてしまう。


「あ──」


　声を出したときにはもう遅おそい。


　口の開いたピルケースからカプセル剤がシンクにこぼれ落ち、次々と排はい水すい口こうに吸い込まれていってしまった。


「……ッ、あ、あああ」


　慌あわててピルケースを拾う在紗。しかし、中に残っていたのはたったの一錠だった。


「姪御サン？」


　途方に暮れながら、声のする方に振ふり向く。


　一体いつの間に家に入ってきたのだろうか。そこには、普ふ通つうに生活していればまずお目にかからないような、奇き抜ばつな姿し容ようをした少女が、首を傾かしげるようにして立っていた。


　縫ぬい傷だらけの顔に、オレンジとシルバーという配色の、やたらとカラフルな髪かみ。三か月前、駆真が古代遺い跡せきから目覚めさせた魔ま人じん・ウタである。


「ウタさん……」


「はいハイ、ウタでぇスヨオ？」


　言いながら、ウタは後頭部から先せん端たんに眼球のようなものが付いたケーブルをするすると伸のばし、在紗の顔を見つめるように蠢うごめかした。


「オンやァ？　何かお困リでスカあ？　可愛かわいいオ顔が曇くもり空ですヨオ？」


「え、と……これ……」


　在紗は、たどたどしく言いながら手にしたピルケースを示した。


「お薬を落としちゃって……」


「うオ!?　まサかワタクシのせいデスか!?　こ、これは申し訳ナイ……」


「いえ……ちゃんとケースを閉めてなかった私も悪いんです」


　困こん惑わくしながらも、言う。と、ウタは心底すまなさそうに幾いく度ども謝あやまったあと、バッと両手を広げ、顔を上げた。


「そうダ！　ワタクシが新しイのを買っテきまショウ！　オ薬のお名前は何ですカア？」


「な、名前……ですか。んと……ちょっと、わからないです」


「おオ？　そうナンですカア。ンんー、困りマシた……」


　在紗が困ったように眉まゆを八の字にし、ウタが難しげな表情をして腕組みする。


　と──そんな鷹崎家に、またも新たな闖ちん入にゆう者が現れた。


「し、失礼しまーす……」


　そう言ってリビングの大きな窓から室内に侵しん入にゆうしてきたのは、夏場だというのに暑そうなマントを羽織ったアステナだった。


「あ……アステナさん」


「オお！　これハいいトコロに！」


　在紗とウタが声をかけると、アステナは怯おびえるように肩を震わせ、首を左右に振ってあたりの様子を窺うかがった。


「あ、あの……カルマ様は……」


「あ……すいません。ねえさまは今、いないんです」


　在紗が言うと、何故かアステナは胸むねを撫なで下おろすように吐と息いきした。


「？　ねえさまに用事じゃないんですか……？」


「え!?　あ、いや……え、ええ、まあ……」


　アステナは曖あい昧まいに返事をして、額に汗あせを滲にじませながら苦笑した。よほど暑いのだろう。


　と、ウタがくるりと頭を在紗に向け、


「姪御サン、ちょットこれ借りテモいいデスカア？」


　そう言って、在紗の持っていたピルケースを指さしてくる。


「え……あ、はい。いいですけど……」


　在紗がうなずくと、ウタは簡単に謝辞を述べてピルケースを摑み、アステナの方へと跳はねていった。


「金きん髪ぱつサン金髪サン。姪御サンの大事なオ薬がなくナってシマったんですヨオ。金髪サンの不思議パワーで、このオ薬増やセマせんカア？」


　ウタがピルケースから、最後のカプセル剤を取り出し、アステナに示してみせる。


「え……？」


　アステナは急な要望に驚おどろきながらも、ふむとうなってから首を横に振った。


「申し訳ありませんが、ちょっと難しいです……。一応、複製盟術などで擬ぎ似じ的に物質を投とう影えいすることはできますが……薬のように複雑な組成を持つものは、形はそっくりにできても効果までは……」


「ヌぬう……ソウなんデスカア……」


　ウタが残念そうに肩を落とす。アステナの人じん智ちを超こえた力に少し期待してしまっていた在紗も、悪いとは思いつつも、少し落胆したような表情を作ってしまった。


　そんな二人の様子を見てか、アステナが困ったように頰ほおをかいた。


「んん……ちょっと、そのお薬を見せてもらえますかね。一応薬学も少し齧かじっているので、何かわかるかもしれません」


「ホントですカア！」


　ウタが表情をパッと明るくする。


「い、いや、あんまり期待しないでくださいね？　薬学っていっても基き礎そくらいですし、そもそもこっちの世界とは違ちがう体系のものですし……」


　言いながらアステナがリビングに上がり込んでくる。


　在紗も、淡あわい希望を胸にそちらへ歩み寄った。


「えと──何か紙みたいなものってありますかね？」


「あ……はい。これでいいですか？」


　在紗がティッシュペーパーを手て渡わたすと、アステナはそれをテーブルの上に広げ、その上にカプセルの中身を出していった。


　そして小さな声で二、三言何かを呟いたかと思うと、指先に淡い光を溜ため、空中に方ほう陣じんを描えがいていった。


「──〈解析アナリシス〉」


　言葉とともに、方陣がアステナの右目の前に固定される。


　彼女はその方陣を通してティッシュペーパーの上に広げられた乳白色の粉末をじっと見つめた。


　そして三十秒ほど経たったころだろうか、アステナが小さく眉をひそめた。


「……む、これは……」


「どうかしたんですか……？」


　不安そうに在紗が訊たずねると、アステナは不思議そうな顔をして首を捻ひねった。


「いえ、一応成分の組成はわかりました。でも──」


「で、でも……？」


　アステナはもう一度確かめるように薬を覗のぞき込んでから、在紗に視線を向けてきた。


「アリサさん、これをどこで手に入れたんですか？」


「え……友達から、もらったんです、けど……」


「友達……ですか。これがどんなお薬かは知っているんですよね？」


「…………ッ」


　問われて、在紗は息を詰つまらせた。


　その様子から何かを察したのだろうか、アステナはあまり深くは訊きかずに先を進めた。


「これは普通のお薬じゃありませんね。呪じゆ薬やくに近いです」


「呪薬……？」


「ええ。私の国にも似たようなものがあります。代表的なのは……瘦やせ薬とかですかね」


「うエ？　姪御サン、ダイエットですカア？」


　ウタが驚いたように問うてくる。在紗は曖昧に苦笑してお茶を濁にごした。


「まあ、その場しのぎです。本当に瘦せるわけではなく、一時的に身体からだを理想の状態に整える──まあ、一種の擬ぎ態たい薬ですね」


「…………」


　在紗が無言でいると、アステナが右目の方陣を搔かき消し、小さくうなずいた。


「……ふむ、これくらいなら私でもなんとかなりそうですね。完かん璧ぺきに同じとはいきませんが、ほぼ同一の効果を持つものが作れるはずです」


「ほ……本当ですか？」


「ええ、仕上げが少し特とく殊しゆですが、材料自体はそんなに珍めずらしく……」


　と、何故かアステナはそこで言葉を切った。


　否いな、それだけでなく、身体の動きさえ一いつ瞬しゆん停止した。


「……？　アステナさん？」


　在紗が怪け訝げんそうに首を傾げると、アステナは何かを思いついたような表情を刹せつ那なの間だけ作り、わざとらしく咳せき払ばらいをした。


「そ、そうですね……作れはしますが、材料がとっても、とーっても珍しいものですね！」


「え……そうなんですか？」


「それはもう！　このお薬に絶対必要な、ルオン草という薬草があるんですが、それはレーベンシュアイツでも特定の地方にしか生えていないんですよ！」


「レーベンシュアイツ……ですか」


「ええ、私の故郷──異世界の国です」


「え……でも、これをくれたのは、蒼そう穹きゆう園えんの友達なんですけど……」


「い、いやいやいやいや、そりゃあですね、こちらの世界にも似た成分を持つ草はあるんでしょうけど、私はそれがどんなものか知りませんからねえ……！　そうなると、私の国のもので代用するしかないと思うわけですよ！」


　何故か必死に身み振ぶり手て振ぶりを交えて説明をするアステナ。


　在紗は困惑した様子で眉を歪ゆがめた。


「え、えと……それじゃあ、なんとかしてその薬草、手に入りませんか？」


　と、在紗が訊いた瞬間、アステナは待ってましたといわんばかりの笑みを浮うかべた。ただし、何故かその額は汗に濡ぬれていた。やっぱり暑いのだろうか。


「ええとですね、実は今、野生のルオン草はほぼ壊かい滅めつ状態なんですよ」


「え……っ、どうしてですか？」


「魔ま王おうです！　魔王がその不思議な効能に惚ほれ込んで、独ひとり占じめしてしまったんですよ！　だからルオン草を手に入れるためには、魔王を倒たおすしかないんです！」


「魔王……ですか」


　アステナは深々とうなずくと、ビシッと在紗に指を突つき付けてきた。


「そう！　どうですか、アリサさん。あなた、勇者として我わが国に来てみませんか!?」


「え……ッ？」


　在紗は目を見開いた。


　アステナが駆真のことを『勇者』と呼んでいるのは何度も聞いたことがあった。無論、魔王を倒してくれ、レーベンシュアイツを救ってくれ、というのもそれと同じくらい耳にしている。……全すべて、駆真は突っぱねていたが。


　駆真が『勇者』である、というのは、突とつ拍ぴよう子しもないことながらわからないでもないのだ。蒼穹園騎き士し団の若きエース……だったのだから。少なくとも十日前までは。


　だが、何故なぜその役が在紗に回ってくるのかは、皆かい目もく見当がつかなかった。


「む、無理ですよ……そんな……」


「問題ありません！　アリサさんならやれます！」


「でも私、戦ったことなんてないし……」


「大だい丈じよう夫ぶ！　雑魚ざことの戦せん闘とうなんて仲間に任せればいいんです！　ええと……ウタさん！」


「はいハイ？」


「あなたも付いてきてはもらえませんか!?　アリサさんを守るために！」


「エエエえ？」


　いきなり話を振られたウタが、驚いたように口をあんぐりと開ける。


「でもワタクシはマぁスターの……」


「あーあ、カルマ様の大好きなアリサさんを守れば、カルマ様も喜ぶのになあ」


　アステナが棒読みでそう言った瞬間、ウタの耳がピクリと動いた。


「む、ムムう……それもソウですカネエ……」


「そうですとも！　もう感謝のしっぱなしですよ！　よくやってくれたなウタ……おまえこそ最高の魔人だ……」


　駆真の真似まねのつもりだろうか、アステナが少し声を低くして、芝しば居いがかった調子で言う。その滑こつ稽けいな様子に在紗は苦笑するしかなかったが、どうやらウタは違うようだった。興奮気味に鼻を鳴らし、両手をブンブンと振り回している。


「行キマしょう！　ゼヒ行きマシょう！」


「よし！」


　アステナがグッとガッツポーズを取る。普ふ段だんあまり見られない光景だ。


「ど、どうでしょうアリサさん。ウタさんの戦闘能力があれば、魔族たちなんて敵じゃありませんよ！」


　確かにその通りかもしれない。在紗も何度かウタの戦いを目まの当たりにしているが、その力は圧巻の一言である。その魔族とやらがどの程度の敵なのかはわからないが、ウタが負ける光景などまず思い浮かばない。


　それに実際、選せん択たく肢しはないのかもしれなかった。沈音の行ゆく方えがわからない以上、また薬をもらうことはできない。しかし薬がなければ、いつまた症しよう状じようが再発するかわからないのだ。ここはアステナに従うしか方法はあるまい。


　しかし……


「でも……当分帰ってこれないんですよね？　ねえさまが心配しちゃいます……」


　そう、問題はそこだった。


　駆真のことだ。在紗がいないとわかれば半はん狂きよう乱らんになってしまうだろう。


　かといって事情を説明するのはもっと駄だ目めだ。それをすると、薬の件も説明せねばならなくなってしまう。


　アステナもそこは理解しているのか、しばらくうなったのち、拳こぶしを握にぎって口を開いた。


「で、ではこうしましょう。……確か今、アリサさんは学校お休みでしたよね？」


「あ……はい、夏休みです」


「なら、夕方には必ずこちらの世界にお送りする、ということでいかがでしょうか。そして次の日の朝、また冒ぼう険けんを再開する、というのは……」


「……うーん……」


　在紗は唇くちびるを嚙かむと、肩かたをすぼめてうなるように悩なやんだ。


　何を思ったのかアステナが在紗の手を取り、深々と頭を下げてきた。


「お願いします……ッ！　ルオン草の入手はもちろんですが、あなたがいなければレーベンシュアイツは滅ほろんでしまうんです……！　どうか、どうか、お願いします……！」


「え……えと……」


　アステナの必死な──それこそ、本当に命を賭としているかのような──迫はく力りよくに、少したじろいでしまう。


　在紗は、戸と惑まどいながらも首を縦に倒した。


「じゃあ……私でよければ……」


「……!!　あ、ありがとうございます……！」


　アステナが、感極まった様子で目に涙なみだを溜め、在紗に抱だきついてきた。








「えーと……？　確かこの辺よね……」


　胸部と手足に装着するタイプのエルザ式天てん駆く機き関かんに身を包み、手に空装〈デウス・イクス〉を握りながら蒼穹園中央都の空を飛んでいた槙奈は、住宅街に入ったことを確認してからゆっくりと高度を下げていった。


　目を四方にやり、目的地を探す。と──住宅街の一角に、二階建ての一戸建て住宅が確認できた。


　別段珍しくもないその家が目に付いた理由は一つだった。その家の庭に、三人の少女の姿があったからだ。


　見るからに暑そうなマントを羽織った金きん髪ぱつの少女に、珍ちん奇きな容よう貌ぼうの小こ柄がらな少女。そして、頭頂から爪つま先さきまでを真っ白の絵の具で塗ぬり固かためたかのような少女。槙奈でなくとも思わず見返してしまうであろう個性的な一団だった。


「あの白い子って確か──鷹崎の姪めいよね。あ、それにアステナもいるじゃない。あのあとどこ行ったのかと思えば……ったく、他の盟術も教えてくれるって約束だったのに」


　少し唇を尖とがらせ、不満を漏もらす。


　槙奈は少し前、ひょんなことから異世界の盟術師アステナと出会い、とある条件と引き替かえに盟術の指南を受けていたことがあった。しかしその途と中ちゆうで、アステナがいなくなってしまったのである。……まあ、槙奈がアステナの出した条件をクリアできなかったというのもあるのだが。


　頰ほおをかいてから身を翻ひるがえして天駆機関の背にある噴ふん射しや口を上方に向け、一瞬だけ〈翔ソア〉。軽く推力を付けて鷹崎家と思おぼしき家の庭に向かっていく。


　高度を下げていくと、三人の少女たちの様子が詳くわしく見えてきた。


　在紗と、見知らぬエキセントリックな女の子が見守る中、アステナが一いつ生しよう懸けん命めい庭先の地面に光の帯で大きな方ほう陣じんを描えがいている。


「……？　何かの盟術かしら。〈召喚サモン〉の方陣に似てる気もするけど……」


　もう大きな声でも出せば届くであろう距きよ離りになっても、地上の三人は槙奈の存在に気づいていないようだった。槙奈は徐じよ々じよに速度を緩ゆるめながら噴射口の向きを変えて彼女らの背面に降り立ち──


「え……？」


　予想外の事態に、間の抜ぬけた声を出した。


　地面に足を付いた瞬間、視界が白い光に埋うめ尽つくされ、次いで、まるで水中に潜もぐるかのような不思議な感覚が全身を通り抜けたのである。


「な──何よ、これ……ッ」


　恐おそらくはアステナの盟術の効果であろう。しかしそれが推測できてなお、今自分の身に何が起こっているのかが、まったくわからなかった。


「……ッ」


　いつの間にかきつく閉じていた瞼まぶたを、ゆっくりと開いていく。


　もう視界には、あの目ま映ばゆい光は存在していなかった。未いまだ白い影かげがちらつく目をこすりながら、どうにか辺りの様子を見取る。


「っ……はあ？　ど、どこよココ……！」


　槙奈は驚きよう愕がくに目を見開き、叫さけんだ。


　周囲の景色が、一瞬前とはまったく違ちがうものになっていたのである。


　手入れの行き届いた庭が、何故か赤絨じゆう毯たんの敷しかれた石製の床ゆかに変わっていた。


　抜けるような青空が、豪ごう奢しやなシャンデリアの設しつらえられた天てん井じように変わっていた。


　庭を囲んでいたブロック塀べいが、仰ぎよう々ぎようしい旗が垂らされた壁へき面めんに変わっていた。


　しかも槙奈の周りには、アステナのような格好をした人々が何人もおり、皆みな希望に満みち溢あふれた顔をしてこちらを見つめてきていたのである。正直、意味がわからない。


「ちょっと──！」


　叫び、槙奈と同じくそこに出現していた少女の一人──アステナに詰つめ寄っていく。


「え……あ、ま、マキナさん!?　どうしてここに!?」


「それはこっちの台詞せりふよ！　あんたの仕し業わざでしょ!?　一体どこよここは！」


　胸むなぐらを摑つかみ上げる勢いで顔を近づける槙奈を怖こわがるように身を縮めながらも、アステナは存外はっきりとした声で言ってきた。


「こ、ここはレーベンシュアイツの王城です」


「レーベン……って、それ、前言ってたあんたの故郷？　異世界にあるとかっていう……」


「はい！」


　どこか嬉うれしそうに、アステナが首しゆ肯こうする。


　槙奈は眉まゆをひそめながらも再度辺りを見回した。正直、盟術という人じん智ちを超こえた力は信じていても、異世界の存在は半信半疑だったところがある。しかし、これは──


「──よく来てくれた、新たなる勇者とその仲間よ」


　と、槙奈があれこれ考えを巡めぐらせていると、背後から低い男の声が聞こえてきた。








　アステナと、何故か在紗たちと一いつ緒しよに空間移動をしてしまったらしい少女──槙奈が何やら言い合っていた後ろから聞こえた声に、在紗は小さく顔を上げた。


　本や映像でしか見たことのないようなお城。その最奥に一段高くなっている部分があり、玉座が設えられている。そしてそこに、どう見ても王様にしか見えないくらい王様らしい王様が、威い厳げんたっぷりに腰こし掛かけていた。


「えと……はい」


　在紗がぺこりと頭を下げると、王様が少し意外そうな顔をした。


「アステナよ、この娘むすめが新たな勇者殿どのか？」


「は、はい！」


　アステナがバッと王様の方を向き、自信満々といった様子でうなずく。


「こちらの方こそ先代勇者の姪めい御ご様、手を触ふれずしてあの魔ま王おうを跪ひざまずかせた勇者、タカサキ・アリサさんです！」


　アステナの言葉に、周囲に居並んでいた人々が『おおッ……』と大おお仰ぎように驚おどろく。


「ふむ……そうか。外見で判断するのは勇者殿に失礼であったな。おまえがそこまで言うのならば間ま違ちがいはあるまい。──勇者殿」


「え──は、はい……！」


　急に視線を向けられ、在紗は緊きん張ちようしたように返事をした。


　王様が玉座を立ち、ゆっくりと在紗の方に歩いてくる。すると、先ほどよりも大きなざわめきがあたりを包み込んだ。


　王様が、在紗の手を取り、両手でがっしりと握あく手しゆを交かわす。


「そなたは我わがレーベンシュアイツ最後の希望。どうか憎にくき魔王を打ち倒たおし、この国に平和を取り戻もどしていただきたい」


「え……あ、あの……」


　何やら妙みように仰々しいというか、大事になってしまった気がする。在紗は額に汗あせを滲にじませながら、小さな声で「は、はあ……」と言った。


　王様は深くうなずくと、周囲に並んだ人々に向かって大きく口を開く。


「勇者殿の門かど出でだ！　皆の者、準備を！」


　その声に従い、幾いく人にんもの従者が慌あわただしく動き始めた。





　そう、この瞬しゆん間かんこそ。


　のちのレーベンシュアイツ史にその名を残す、勇者アリサ誕生の瞬間であった。





　　　　　　　◇





「…………」


　駆真は無言で、椅い子すに座っていた。


　椅子といっても粗そ末まつなパイプ椅子や、自宅リビングにあるようなソファではない。無む駄だに細やかでグロテスクな意い匠しようが施ほどこされた、やたらと背もたれの部分が長い玉座である。しかも金がかかっていそうな割に、クッションなどはなく座り心ごこ地ちは最悪だった。


　そして駆真の眼下には、謁えつ見けん室いっぱいに居並んだ、人外のモノたちの姿があった。


　否いな、正しく言えば皆、辛かろうじて人間らしいシルエットを保ってはいるのだ。


　しかし頭部から角が生えていたり、臀でん部ぶから尻尾しつぽが生えていたり、あるいは身体中に目玉があったりと、各おの々おの個性的な外見をしている。


　それらが皆一様に跪き、一言も喋しやべらず人形のように駆真の前にいるのである。駆真はまるで夢を見ているような気分になって（もちろん、最悪の悪夢だ）、軽く頰をつねってみた。痛かった。


「魔王様」


　と、皆が沈ちん黙もくしている中、駆真の座る玉座に近づいてくる影が一つ、あった。ローブのようなものを纏まとった少女である。肌はだが青い色をしており、側頭部から左右に向かって角が伸のびていた。それと何故か、老人のように腰こしを折り、杖つえを突つきながら歩いてくる。


「ほほ、魔王様がついに代だい替がわりと聞いて飛んできましたぞ」


「……なんだ、貴様は。魔王魔王と呼ぶな。私には鷹崎駆真という名がある」


「ほほ、それは失礼いたしました、カルマ様。わたくしは魔王軍参さん謀ぼうを務めております、バルバラ・ダイオンという婆ばあでございます」


　駆真とさほど変わらぬ外見年ねん齢れいで婆、などというのにも違い和わ感かんを覚えたが、駆真が何か言うより早く、バルバラとやらが言葉を続ける。


「千年の昔より魔王様に仕えてきましたが……ついにこのときが来ましたか。なかなか寂さびしいものでございます。……いや、しかし潮時だったのかもしれませぬ。最近の先代は様子がおかしゅうございました……」


「……様子？」


「ええ。十日ばかり前に異世界に強制召喚を受けてから部屋に籠こもりきるようになりまして。何をしているのかと覗のぞいてみましたら、年とし端はもいかぬおなごの像を作って愛めでたり、秘密のポエムをしたためたりしておりましての……」


「…………」


　色々と気になることはあったが、駆真はバルバラから視線を切った。


　駆真が激しい頭痛に苛さいなまれ、頭に角が生えてからおよそ一時間。その間に、駆真は何が起こったのかを簡単に整理していた。


　先ほどの面接官が色々と話していたことから察するに──どうやら、ロヴァルツは駆真の身体からだを乗っ取ろうとし、逆に駆真に取り込まれてしまったらしい。


　そして駆真には魔王の力が備わり、魔王の眷けん属ぞくである魔族が、無条件で傅かしずくという今の状じよう況きようになっていたのだった。


「…………」


　何か腑ふに落ちないものを感じて、駆真は顔をしかめた。


　確かロヴァルツは、自分よりも邪じや悪あくな人間がいない限り負けることはない、というようなことを言っていた気がする。その言葉が真実だとするなら、駆真は魔王よりも邪悪で残ざん忍にんな女ということになるのだろうか──


『──否、それは違う』


「な……ッ！」


　突とつ然ぜん頭の中に響ひびいた声に、駆真は驚いて声を発した。


「どうかいたしましたかの、カルマ様」


　バルバラが不思議そうに言ってくるのを無視して、脳内からの声に耳を傾かたむける。


「貴様……魔王だな。まだ意識が残っていたか」


『そのようだ。しかし──よもや貴様に力を奪うばわれるとはな』


「知ったことか。……それよりも、一体何が違うというんだ」


　駆真が問うと、ロヴァルツは声しか聞こえないにも拘かかわらず、うなずくような間を空けてから続けてきた。


『私が古き器うつわを捨て、新たな器に乗り移ろうとするとき、必ずその身体に先住している意識との戦いとなる。──その際、私よりも精神力が勝まさっていれば、逆に私が取り込まれてしまうという事態が起こるわけだ。私の意識のもっとも多くを占しめる、邪悪さで勝ればな』


「……それが納得いかないと言っているんだ。いくら何でも──」


『話は最後まで聞くがいい。私としても予想外だったのだ。よもや、在紗の存在が私の中でここまで大きくなっていようとは……』


　在紗の名前を出され、駆真の眉がぴくりと動いた。


「どういうことだ」


『単純な話よ。在紗への想いが、元持ち合わせていた邪悪さを上回ってしまっていたのだ。そして勇者よ、口くち惜おしいことに、どうやら貴様は、私よりも在紗を愛しているらしい』


「…………」


　駆真は無意識のうちに口をモゴモゴさせていた。邪よこしまなる力の権化・魔王。その邪悪さに勝る在紗への恋こい心ごころ。──そしてそれを超えるほどに在紗を愛していると言われたのだ。相手がどんなに苛いらつく奴やつであろうと、嬉しいものは嬉しかった。


　だが……それとこれとは別問題だ。


「……それで、どうやったら分ぶん離りできるんだ」


『さあな』


「何……？」


　あっさりと答えた魔王に、訝いぶかしげな声を送る。


『悪いが、このような事態は初めて──どころか、想定したことすらなかった。私にも皆かい目もく見当がつかん』


「何だと……それでは、私はずっと貴様を頭の中に飼ったままだというのか」


『ふん、私とていつまでもこのままでいる気は──』


　魔王の声が途と切ぎれる。駆真は目線を少し上にやった。特に意味はないのだろうが、何となく上方から声が聞こえてくるような感覚だったのだ。


「どうした」


『──く、厄やつ介かいな』


「何？」


『貴様に魔力を奪われた影えい響きようか、どうにも長時間意識を保っているのが困──』


　再び魔王の声が聞こえなくなる。幾いく度どか呼びかけてみるが、今度はもう返事がなかった。


「…………」


　駆真はしばらく考え込むようにうなったあと、すっくと立ち上がった。無論、蒼そう穹きゆう園えんへ帰るために。


　それはそうだ。就職話は噓うそ……というわけでもなかったが、結局はご破算になってしまったのだ。


　駆真は額に手を当てた。──状況を理解するまでに時間を要してしまったが、よくよく考えてみれば何だこの馬ば鹿かげた話は。勇者の次は魔王だと？　阿あ呆ほらしいにもほどがある。


　こんなことをしている場合ではないのだ。駆真には猶ゆう予よがない。すぐに蒼穹園に帰って新たな仕事を探さねばならなかった。


「カルマ様、どちらへ？」


「帰る」


「……は？」


「帰ると言った。すぐにでも仕事を探して、金を稼かせがねばならないんだ。当然だろう」


「な……っ、魔王様は我らの魔力の要かなめ……！　あなた様がいなくなられては……！」


　バルバラが足に組み付いてくる。駆真は鬱うつ陶とうしげに眉まゆを歪ゆがめた。


「離はなせ。何が魔王だ。金が稼げるわけでもなし、そんな称しよう号ごうに意味は……」


　そこで、駆真はあることに気が付いた。


「カルマ様？」


　駆真はバルバラにちらりと目をやると、またも椅子に座り直した。


「バルバラといったか。訊きくが、魔王はレーベンシュアイツを侵しん略りやくしているんだな？」


「はい、左様でございます」


「具体的にどれくらいだ」


　バルバラは深く礼をすると、ゆっくりと片手を上げた。


　すると駆真の座った玉座の前に光が集まり、空中に一枚の画像を映し出した。──地図だ。海を示す青の上に、いくつもの島々が緑色で描えがかれている。だがそれらの一部、主に北側の部分が、紫むらさき色いろに着色されていた。


「この島の北ほく端たんにあるのがここ、魔王城でございます。そしてその周囲に広がる紫色のエリアが、我ら魔王軍が勢力を握にぎる場所でございます」


「……全体の二割と言ったところか。ふん、随ずい分ぶんと暴れているようだな」


「ほほ、これはこれは」


　バルバラが嬉うれしそうに笑ってみせる。駆真は構わず質問を続けた。


「それで、税収は？」


「税収、でございますか？」


「そうだ」


　駆真がうなずきながら言うと、バルバラが苦笑した。


「いえ、先代はそういったことはしておりませんでしたが……」


「何だと？　なら何のためにここまで国土を侵略したんだ？」


「は……それは、人間たちに恐きよう怖ふと絶望を与あたえるためでございます」


「くだらん」


　駆真は目を伏ふせ、バルバラの言葉を一いつ蹴しゆうした。


「恐怖？　絶望？　そんなものが何の役に立つ。ナンセンスだ」


「いえ……負の想念の集合体である先代には、力の源だったのでございますが……」


「知ったことか。……ああ、そうだ。さっきの業務マニュアルとやらを見せてみろ」


　駆真が言うと、跪ひざまずいていた魔ま族ぞくの中からフードを被かぶったままの面接官が現れ、本を手て渡わたしてまたもとの場所に戻もどっていった。


「……ふん」


　適当にそれを流し読みし、鼻から息を吐はく。


　良くない。下級魔族の主な業務として書かれている村や町の殲せん滅めつ。これが特に良くない。


「貴様ら、定期的に街を襲おそっているのか。しかもわざわざ、既すでに制圧してある場所まで」


「はい。それも人間たちを絶望させるためでございます」


「非効率だ」


「はあ……さ、左様でございますか」


「ちゃんと金は奪っているんだろうな」


「いえ、先代はあまりそういったものには……。命令もただ、人間を殺せとだけ……」


「ちッ、使えん奴め」


「……申し訳ございません」


　バルバラは少し困こん惑わくしたように頰ほおに汗あせを滲にじませた。


　駆真は再び玉座から立ち上がると、足下にひれ伏す夥おびただしい数の異形たちに向かって声を張り上げた。


「聞け！　魔族ども！　これから一いつ切さい、人間を殺すことを禁ずる！」


　駆真が言った瞬しゆん間かん、部屋中にざわめきが満みち溢あふれた。仕方あるまい。今まで是ぜとしてやってきた行動を、いきなり否定されたのだから。


「……ふざけてもらっちゃ困りますぜ、魔王ちゃんよ」


　と、居並んだ魔族たちの中から、身の丈たけ三メートルはあろうかという巨きよ体たいの魔族がゆらりと立ち上がった。頭部から三本の角が、そして肩かた口ぐちから四本の腕うでが生えている。


「代だい替がわりだかなんだか知らねえが、人間を殺すなだ？　そんなこと──」


「黙だまれ」


　駆真がぴしゃりと言い、その魔族に鋭するどい視線を送ると、駆真の角の先せん端たんと視線を結んだあたりから光線が迸ほとばしり、魔族の全身を焦こがし尽つくした。


「ぎ──っ!?」


「……ッ」


　巨体が、その場にばたりと倒たおれ込む。その瞬間、ざわついていた周囲の魔族たちが、水を打ったように静まり返った。


　しかしその出来事に一番驚おどろいていたのは駆真である。


「……なんだ、今のは」


　視界の隅すみに見える角の先端を睨ねめるようにしながら、呟つぶやく。


　アステナのような所作や呪じゆ文もんを用いずに、盟術のような効果が現れたのだ。それは驚きもするだろう。これが、魔王の力というやつなのだろうか。


　しかし駆真は驚きよう愕がくを唾だ液えきと一いつ緒しよに飲み下し、周りの魔族たちに動どう揺ようを悟さとられないよう言葉を続けた。


「──いいか、人間は貴重な労働力であり生産力だ。生かさず殺さず、ひたすらに働かせて金と物資を徴ちよう収しゆうしろ。恐怖だの絶望だのといった抽ちゆう象しよう的てきなものはどうでもいい。殺すな。脅おどせ。使え。そして奪うばえ」


「か、カルマ様……お言葉ですが……」


　隣となりから異を唱えるように声を発してきたのはやはりバルバラだった。駆真が鬱陶しげに鋭い視線を送ると、微かすかに怯おびえたように身体からだを萎い縮しゆくさせる。


「なんだ」


「カルマ様が精せい霊れいを掌しよう握あくしておられるため、レーベンシュアイツの産業はほぼ停止状態でございます。税の徴収と仰おつしやられましても、そう大したことは──」


　駆真は「ああ」と呟いた。そういえばアステナがそんなことを言っていた気がする。


「ふむ……ならばこうしよう。人間側の企き業ぎように、その精霊とやらを融ゆう資しする」


「ゆ、融資でございますか……？」


「そうだ。生産活動に必要な精霊を貸し与え、それによって得た利益を私に還かん元げんさせる。──ああ、しかしこの国の通貨はいらんな。貴金属や宝石類がいい。そうだな、鉱山や彫ちよう金きん業者に優先的に精霊を融資しよう」


　駆真は腕うで組ぐみして首しゆ肯こうする。


　そう──これが駆真の思おも惑わくだった。


　魔王の地位と力を利用して金品をかき集め、それらを持って蒼穹園に帰き還かんする。


　疲ひ弊へいしたレーベンシュアイツにどの程度の富が残っているのかはわからないが、仮にも一つの国である。駆真たちの旅行代くらいはたやすくまかなえるだろう。


　それどころか、上手うまくすれば一生働かずに在紗といられるくらいのお金が集まるかもしれない。駆真はまさに魔王のような邪じや悪あくな笑みを浮うかべた。


　しかもそれが異世界での出来事である、というのがまた素す晴ばらしい。


　ここで駆真がどんなことをしようと、その情報は蒼穹園には漏もれないのである。


　つまりは在紗に悪評がまとわりつくこともない。まこと理想的な『職場』といえた。


「し、しかし魔王様！　少量とはいえ精霊を手放しては、盟術師どもに反はん撃げきの機会を与えることにもなりかねません！」


「何か文句があるのか？」


　駆真がギロリと睨にらむと、バルバラはそれきり口をつぐんだ。


　確かに彼女の言うことももっともだ。当然融資は民間企業に限るつもりではあるが、こちらは人類の仇きゆう敵てき・魔王軍なのである。裏を通じてアステナのような盟術師に精霊が横流しされることも十分考えられた。


　しかし──駆真としてはそれでも一向に構わないのである。


　如何いかに上手く立ち回ったとしても、レーベンシュアイツ側が反撃に転じられるほどの精霊を蓄たくわえるのは当分先になるだろう。駆真はそれまでに金を貯ため、蒼そう穹きゆう園えんへ逃とう亡ぼうすればよいのだ。


　レーベンシュアイツの人間たちに肩かた入いれするつもりはないが、そもそも人間ですらない魔族どもの味方をしてやる理由はもっとない。そういう点でも、後あと腐くされない稼ぎ方である。


　駆真は足を一歩踏ふみ出すと、高らかに宣言するように口を開いた。


「魔王軍を改革する。私に従え。──貴様らに、支配の仕方を教えてやる」





　　　　　　　◇





「……で？　私たち──っていうか鷹崎の姪めいっ子に、魔王を倒させようって？」


　槙奈が半眼を作ってアステナを睨める。その視線にはどこか、不正を働いた同どう僚りようを糾きゆう弾だんする厳しさのようなものがあった。


「──ッ、そ、そうです。何か悪いですか。もう私にはアリサさんしかいないんです！」


　アステナが肩をいからせながら叫さけぶ。……が、何故かその肩はぷるぷると震ふるえていた。


「いえ……えと、私がアステナさんにお願いしたこともあるので……」


　在紗は苦笑しながら少し歩く速度を速め、槙奈とアステナの間に入るようにして、やんわりと槙奈の鋭い視線を遮さえぎった。


「…………」


　槙奈が一瞬、見慣れないものを見るかのような目で在紗を眺ながめてくる。


　だがそれも無理はない。在紗は今、王城で用意された服に着き替がえていたのである。


　肌はだ触ざわりのいい青い服の上に、革かわと金属を組み合わせたようなとても軽い鎧よろいを纏まとい、それらを肩から広がったマントで覆おおっている。見るからに『勇者』といった格好だ。


「ふうん……ま、あんたが納得してるならいいけど。──それよりアステナ。さっきの約束、絶対忘れないでよね」


「わ、わかってますよ。基き礎そ盟術に、系統別の応用法。ちゃんと教えます」


　アステナが言うと、槙奈は満足げにうなずいた。


　事故同然にレーベンシュアイツに来てしまった槙奈が、在紗たちに同行している理由がそれだった。蒼穹園に任務を残してきているとかで随分迷ったようだが、「こっちで盟術覚えた方が役に立つし！」と、言い訳じみた理由を叫び、勇者一行に加わったのである。


「でも──すごくのどかですね。魔王に襲われてるなんて噓うそみたい」


　在紗は辺りの景色を見回しながら、そんなことを呟いた。


　在紗を初めとする四人は今、王城からほど近い林道を歩いていた。石で舗ほ装そうされた道の脇わきを背の高い木々が埋うめ、柔やわらかな木こ漏もれ日びをこぼしている。


「ええ、お城の周りにはまだ魔族たちが侵しん攻こうしてきていませんから。──まあ、それでも油断はできません。魔王はその気になれば、遠く離はなれた魔王城からこの城に砲ほう撃げきをしてくることだって可能なんです」


「ふアー、すごい人もいルものデスねエ」





[image: ]


　深刻そうな面おも持もちでいったアステナに、ウタが脳天気な調子で返す。


　ちなみにウタは今、王城で渡わたされた大きな荷物を背中に背負っていた。小こ柄がらな体格のため、うしろから見ると荷物に足が生えているように見える。


「……気になってたんだけどさ、その子……ええと、ウタ。ウタが背負ってるでっかいの。それ、一体何なワケ？」


　槙奈が前を歩いていたウタの背を指さして言う。


「ああ、これですか？　ウタさん、ちょっと荷物下ろしてもらえますか？」


「はいハイ」


　アステナの声に応こたえ、ウタが地面に荷物を下ろす。そしてアステナが紐ひもで縛しばられていた荷に袋ぶくろの口を開け、その中身を在紗たちに示した。


「──っ、これ……」


「お金……ですか？」


　槙奈と在紗が、目を丸くする。


　その中には、尋じん常じようではない数の紙し幣へいが詰つめ込まれていたのである。


「……何これ。いくらあんのよ」


「ええと……確か三億ベルくらいかと」


「……いや、通貨単位はわかんないけどさ。この国ってそんなインフレしてるわけ？」


「いやいや、そんなことないですよ？　これだけあれば一生遊んで暮らせます」


　事も無げにアステナが首を振ふる。槙奈はさらに驚いたように嘆たん息そくした。


「随ずい分ぶん太っ腹ね。普ふ通つう勇者が最初にもらえる額なんて微び々びたるもんなんじゃないの？」


「え？　魔王に挑いどもうという勇者様に最大限のサポートをするのは当然じゃないですか」


「いや……うん、それはそうなんだろうけど……」


　何か腑ふに落ちないといった顔をして、槙奈が頭をかく。その気持ちは何となく在紗にもわかった。


「モウいいですカア？」


「あ、はい。ありがとうございます」


　ウタが軽々と荷袋を背負い、一行は歩みを再開した。


　蒼穹園中央都ではあまりお目にかかれない自然豊かな林道。危機に瀕ひんしているこの国の人々には少し悪いが、とても気持ちのいい道である。用事が終わったら一度駆真と来てみたい、なんて思いながら、在紗は石いし畳だたみに靴くつ音おとを響ひびかせていった。


　と、ほどなくして、道の先に大きな建造物が見えてくる。


　木々に囲われた、荘そう厳ごんな神しん殿でんである。中央に四角い本館、左右に尖せん塔とうのようなものがあり、そのいずれもが美しい白の石で形作られていた。


「ここが、アステナさんが言ってた神殿ですか？」


「はい！」


　在紗が問うと、アステナが腰こしに手を当て、自じ慢まんげに答えた。


　そう、在紗たち勇者一行がまず目指していたのが、王城からほど近いこの神殿だったのである。


　なんでもここは神殿でありながら、レーベンシュアイツの職業安定所も兼かねているらしく、定職に就ついていない人々に職を斡あつ旋せんしている施し設せつなのだという。


「アリサさんは勇者、私は盟術師で決定なんですけど……ウタさんとマキナさんの職業がまだ決まっていませんからね。ここで大司教様に適職を診しん断だんしていただくんです」


　アステナの言うように、ウタと槙奈は在紗と異なり、まだそのままの格好をしていた。


「……それがよくわかんないのよねえ。魔ま王おう倒たおしに行くのにそんなの必要なの？　職業なんてどうでもいいじゃない」


「必要ですよ。ちゃんとここで職業証明書を発行してもらわないと、街の武器屋さんや防具屋さんで買い物ができませんし」


「げ。そんなシステムあんの？　めんどくさー」


「当然です。どこの誰だれともわからない旅人に、危険な武器を売るわけにはいきませんからね。私たちは王様の紹しよう介かいがあるから適職を診断してもらうだけで済みますが、本当は長い期間ここで職業訓練を受けてからじゃないと、ちゃんとした職業には就けないんですよ？」


　面めん倒どうそうな槙奈の言葉に、アステナが子供を諭さとすような調子で返す。日ひ頃ごろから弱々しい印象のあったアステナだが、何故なぜだろうか、レーベンシュアイツに来てからは、妙みように元気というか、自信が滲にじみ出ている気がする。


「さ、行きましょう行きましょう」


　アステナに先導されながら階段を上り、神殿の中へと入る。


　十分な採光のある、異様に天てん井じようの高い空間である。それら内装も外がい壁へきと同じような滑なめらかな石材で構成されており、外からの陽光で白く神秘的に輝かがやいていた。


　だが司祭と思おぼしき白いローブを纏まとった人たちと、近きん郊こうから職業を求めてやってきたのであろう若者（たまになかなかいい年をした人もいた）が何人もおり、神殿という割には賑にぎやかな雰ふん囲い気きが漂ただよってもいた。


「じゃあ、ちょっと待っててください」


　アステナが近くにいた司祭に王からの紹介状を手て渡わたし、大司教に取り次ぎを頼たのむ。


　数分後、戻もどってきた司祭に伴ともなわれ、一行は奥へと歩いていった。


　神殿の最奥には金の縁ふち取どりが施ほどこされた純白のローブを身に纏った、人の良さそうな老人が立っている。彼が神殿の大司教だろう。


「ほっほっほ、よく参られましたな、勇者殿どの」


「あ……はい」


「ふむ──それで、どちらの方の適職を見ればよろしいのですかな？」


　長い髭ひげをわしわしとかきながら、大司教が目を細める。


「ええと……じゃあまず、ウタさん」


「はいハイ？」


　アステナがウタに荷袋を下ろさせてからその手を引き、大司教の前に立たせる。


「この方をお願いします」


「よかろう」


　言うと大司教は目を細め、じぃ──っとウタを見つめ始めた。


「んン？　何ですカア？」


「しっ。ウタさん、動かないでください」


「わ、わかリマした……」


　アステナに言われ、緊きん張ちようしたように背筋をピンと伸のばすウタ。


「──うむ」


　大司教がニッと微ほほ笑えみ、小さくうなずく。


「このお嬢じようさんの適職は──戦士じゃな」


「戦士……デスかア？」


「うむ」


　と、大司教がパチンと指を鳴らすと、どこからともなく何人もの修道女が走ってきた。


「う、ウああア!?」


　数名の修道女がウタの周りに展開し、手にしていたシーツのように大きな布を広げて、ウタを取り囲む。どうやらその中にも何名かの修道女が入り込んでいるらしく、時折ウタの「な、何するンですカア！」という声が聞こえてきた。


「あ、あの……」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、アリサさん。見ててください」


　在紗が心配そうに一歩踏み出すのを、アステナが止める。


　その言葉に合わせるようにして、ウタの周りに展開していた修道女たちが一いつ斉せいに布を纏め、走り去っていった。


　そしてその跡あと地ちには、豪ごう奢しやな全身鎧を身に纏ったウタが、驚おどろきの表情のまま立っていた。足下には、先ほどまでウタの着ていた黒衣が綺き麗れいに畳たたまれて置かれている。


「あ……ウタさん、その格好──」


　在紗の言葉に反応したように、ウタが自分の身を包む鎧をペタペタと触さわる。


「おオ！　こレハ！」


「ま、サービスじゃな。──さて、お次は誰かのう」


　大司教が優やさしそうな笑みを浮うかべながら在紗たち一行を見回してくる。


　槙奈が、アステナに紹介されるより早く一歩前に出た。


「私よ」


「ほう。では、こちらに来なさい」


　大司教の言葉に従い、手にしていた槍やり型の空装をアステナに預けてから、槙奈がさらに前に進み出る。


「……ふうむ」


　そして大司教が、先ほどと同じように目を細め、槙奈を見つめ始めた。


　……否いな、少し違ちがう。何故だろうか、大司教は先ほどよりも長く、念入りに彼女の全身を凝ぎよう視ししている。


「……まだなわけ？」


　さすがに焦じれたのか、槙奈が眉まゆをひそめながら声を発する。


「ん……おお、すまぬすまぬ。もう大丈夫じゃ」


　髭をいじりながら大司教が言い、姿勢を戻す。


「それで？　私の適職は何だったの？　やっぱり戦士？」


「いや、違うのう」


「え……？　まさか盟術師とか？」


　槙奈が少し嬉うれしそうに言う。しかし大司教はまたも首を横に振った。


「じゃあ何よ」


　大司教は難しげにううむとうなったあと、口を開いた。


「うむ。お嬢さんの適職は……遊び人じゃな」


「────はぁ？」


　間の抜ぬけた声を出し、肩かたを盛大にこけさせる槙奈。


　実際在紗の反応も似たようなものだった。勇者、盟術師、戦士はまだなんとなくわかるが、何故現役の騎き士しである槙奈が、そんな戦せん闘とう力のなさそうな職業なのだろうか。ふと見ると、アステナさえも意外そうな顔をしていた。


「な、何よそれッ！　そんな職業あるわけないでしょ!?」


「いや、それ以外には考えられんのう」


　槙奈の言葉になど聞く耳持たず、大司教が先ほどのように指を鳴らす。


「ちょ──ッ」


　槙奈の声は、すぐさま響いてきた修道女たちの足音によって搔かき消された。


「わっ……この、やめてよ、どこ触ってんの……ッ！」


　ウタのときと同じように展開された簡易更こう衣い室の布が、時折ベコベコとうねる。どうやら中で槙奈が暴れているらしかった。


　しかし五分ほど経たった頃ころだろうか、修道女たちが一いつ斉せいに帰り支じ度たくをし、その場から去っていく。


「ううう……ッ」


　そこに、やたら悔くやしそうな顔でへたり込んだ槙奈だけを残して。


「ま、槙奈さん……？」


　在紗は半ば呆ぼう然ぜんと槙奈の姿を眺ながめた。
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　何しろ今の槙奈の格好は、丸い尻尾しつぽ付きの黒いレオタードに網あみタイツ、蝶ちようネクタイにカフス、そして頭にウサギの耳を模したカチューシャという、可愛かわいらしいバニーガールスタイルであったのだから。


　無論、その足下には彼女の纏っていた天てん駆く機き関かんと騎士制服が、綺き麗れいに並べられていた。


「何してくれんのよこの……っ！」


　槙奈が怒ど気きを隠かくすことすらせずに立ち上がり、大司教に摑つかみかかろうとする。


「あ、ありがとうございました大司教様！　それではこれで！　先を急ぎますので！」


　と、慌あわててアステナが槙奈を羽は交がい締じめにし、ざりざりと音を立てて神殿の入り口へと引っ張っていった。


「ちょ……、離はなしなさいよアステナ！　あのクソジジィ、いっぺんぶん殴なぐってやる！　何よ遊び人って！　職業でもなんでもないじゃない！」


「お、落ち着いてください！　職業なんてどうでもいいって言ってたじゃないですか！」


「あんたが職業によって買える武器や防具が違うって言ってたんじゃないの！　遊び人が買える防具って一体何よ!?」


「え、ええと……確か聖なるセクシーランジェリーとか、破は邪じやのボンテージスーツとか、バカには見えない水着とか……」


「ぶッ殺ぉぉぉすッ！」


　さらに声を荒あららげる槙奈。さすがにアステナだけでは押さえられなかったのか、ウタが途と中ちゆう参戦して彼女を引っ張っていった。


「……あの、ええと……どうも、ありがとうございました」


　在紗は戸と惑まどいがちに一礼すると、その場に残されていた槙奈の服と天駆機関を担かついで、よたよたと三人の後を追っていった。








「──大司教様。何故あの方を遊び人にしたのですか？」


　勇者一行が去ったあとで、司祭が大司教に話しかけた。


「筋肉の付き方からして、多くの戦場をくぐってきたことが推測されます。きっといい戦士や闘とう士しになったでしょうに」


　司祭の言葉に、大司教は唇くちびるの端はしを上げた。


「そうかもしれん。……だが」


　大司教は少女たちが去っていった方向を優しげな瞳ひとみでじっと見つめながら口を開いた。


「素す晴ばらしいバニーガール姿だったとは思わんかね」


「…………！」


　司祭は驚きよう愕がくしたように目を見開いた。


「……お見それいたしました、大司教様。──とてもいい太ふと股ももでした」


　二人は慈じ愛あいに満みち溢あふれた顔をしながら、魔ま王おうに挑いどむ勇者一行を見送った。





　　　　　　　◇





「……ったく、なんで私がこんな……」


　バニーガール姿の上にエルザ式天駆機関を纏うという滑こつ稽けいな格好をしながら、槙奈が未いまだ納得いかないといった様子で唇を尖とがらせる。


「まあまあ……似合ってますよ、マキナさん」


「全っ然嬉しくないんだけど」


　なだめるように言うアステナに、槙奈が半眼を送る。アステナはまたも誤ご魔ま化かすように笑ってから、品物の選定に戻った。


　職業診しん断だんを終えた在紗たちは、神しん殿でんからさらに北に行ったところにある街で買い物をしていた。


　雑貨屋と思しき店内の商品棚だなには、薬草やロープ、カンテラなど、冒ぼう険けんの必ひつ需じゆ品ひんがまばらに並べられている。随ずい分ぶん品しな揃ぞろえが悪い店とも思ったが、アステナの話によれば今のレーベンシュアイツではどこも似たようなものなのだという。


　深刻な精霊エネルギー不足である。天てん井じよう付近の壁かべに見慣れぬ照明器具が付いているのだが、今それに明かりは灯ともっておらず、隣となりに掛かけられたアナログなカンテラが店内を照らしていた。


「ん……まあこんなものですかね。──ウタさん、お願いします」


「はいハイ」


　アステナが、買い足した道具類を新たな荷に袋ぶくろに詰つめ、ウタに手て渡わたす。ウタはそれを器用に、今背負っている荷物の上にくくりつけた。


　全身鎧よろいと巨きよ大だいな荷物を帯びているにも拘かかわらず、ウタの足取りは軽い。恐おそらく今百メートル走をしたところで、まず在紗に勝ちの目はないだろう。


「もう……いいんですか？」


「ええ。まあ完かん璧ぺきとはいきませんけどね」


　在紗の問いにアステナが首しゆ肯こうする。


　店主の挨あい拶さつを背に聞きながら、一行は雑貨屋を出た。陽光とともに、街の景観が目に入ってくる。


　綺麗な石材で滑なめらかに舗ほ装そうされた道路が縦横に走り、それに沿うように、これまた石造りの家屋や店てん舗ぽが建ち並んでいる。見た目こそレトロであるが、それを造り出すために高度な技術が要求されるであろうことは想像に難かたくない。


　そして当然のことであるが、行き交かう人々の装よそおいは、皆みなアステナのように時代を一つ間ま違ちがえたかのような服だ。在紗は一いつ瞬しゆん、何かの撮さつ影えいのセットに迷い込んだかのような錯さつ覚かくさえ覚えた。


「それで……アステナさん。魔王のお城にはどれくらいで着くんですか？」


「むむ、そうですね……精霊機関が作動しない今の現状だと、鉄道も使えませんからね。魔王城に向かう前に寄らなければならないところもありますし、今のペースで進むとなると、どんなに早くても一週間から二週間はかかってしまうかと」


「二週間──ですか」


　在紗は少し難しげな顔をした。そんなにかかると、駆真との旅行と期間が被かぶってしまう。


　とはいえ、薬無しで遠出するのも不安だった。やはり少しでも早く魔王城に着かなければなるまい。


　アステナは在紗の表情を不満と受け取ったのか、慌てるように手を振ふってきた。


「で、でもかなり早い方なんですよ？　千年前魔王を封ふう印いんした勇者様は、魔王城に辿たどり着つくのに半年かかったと言いますから」


「え……なんでそんなに違うんですか？」


　在紗が意外そうな顔で訊きくと、アステナは腕うで組ぐみしながら返してきた。


「レーベンシュアイツは、本島と小さな島々から成っている国なんです。私たちのお城と魔王城は、それぞれ本島に位置しているんですが、千年前の勇者様はレーベンシュアイツの諸島を全すべて回って仲間やアイテムを集めてから魔王城に向かったそうですから」


「それは……大変ですね」


「はい。私たちはその辺を全部すっ飛ばしていますから。伝承通りでないとはいえ仲間も揃っていますし、最大の関門であった魔王城の周りの隠いん者じやの樹海も、カルマ様のおかげで空からなら抜けられることがわかりましたし」


　言ってアステナはちらりと後方──不ふ機き嫌げんそうに眉を歪ゆがめながら歩く槙奈を一いち瞥べつした。どうやら槙奈の天駆機関を頼たよりにしているらしい。


「でも──それでも一つだけ、魔王城に向かう前に手に入れておかねばならないものがあるんです」


「手に入れておかねばならないもの……ですか」


　首を傾かしげながら問う。するとアステナは組んでいた腕うでを解き、微かすかに顔を上げるようにして、空に視線を放りながら唇を動かした。


「──はい。千年前、勇者様が魔王を打ち倒たおすときに使ったとされる伝説の聖せい剣けん・ヴェクサシオン。魔王を確実に倒すために、それを取りに行かねばなりません」


「聖剣……」


　まるでゲームのような単語の羅ら列れつに、思わず苦笑してしまうが、アステナは至し極ごく真ま面じ目めのようだった。


　ふと、雑貨屋を出てから街の通りに沿うようにして歩いていたアステナが顔を上げた。


「……何、急に止まらないでよね」


「あ、すいませんマキナさん。……ちょっと思い出したことがありまして。せっかくだから、もう少し道具を揃えてから行きましょうか」


「……？　他に店がアルんでスカア？」


　ウタが鎧をがしゃりと言わせながら首を傾げる。しかしアステナは「いいえ」と首を振り、すぐ近くの小さな民家と思おぼしき家の扉とびらを、ノックもなしに開け放った。


「ア、アステナさん……？」


　在紗を初めとしたパーティメンバーが顔を驚おどろきに染める。が、アステナは在紗たちの驚きの方が意外であるといった表情をしながら、手招きをしてきた。


『…………』


　在紗と槙奈、ウタは互たがいに顔を見合わせてから、恐る恐るアステナのあとに続いた。


　民家の中では──


「な、何ですかあなたたちは……！　憲兵を呼びますよ……っ！」


　つぎはぎだらけの服を着た女性が、息むす子こと思しき少年を庇かばうようにしながら、アステナに鋭するどい視線を送ってきている。


　しかしアステナは何らうろたえることなく懐ふところを探さぐると、一枚の紙を取り出した。


「そ……それは!?」


「そう、王室認定、特別捜そう索さく許可証です。王と勇者の名のもとに、物資を有効利用させていただきます」


　言うと、アステナはおもむろに、側そばにあったタンスを開け、中を漁あさり始めた。


「ほら、皆みなさんも。何かいい道具があったら持っていってください」


「ちょ、ちょっとアステナ！　あんたここ人ん家ちでしょ！」


「はい、そうですよ？」


「そうですよって……」


　頰ほおにひとすじ汗あせを垂らす槙奈には構わず、アステナが家や捜さがしを続けていく。


「あ、発見。これは守護の腕うで輪わですね。精霊が枯こ渇かつしている今の状じよう況きようにはありが──」


「やめろぉーっ！」


　と、アステナの足に、この家の子供が飛びついてきた。


「わわっ……な、何ですかこの子……」


「それは……それは父さんの……っ！」


「駄だ目めよ！　大人しくなさい！」


　今度は母親が、息子の身体からだに手を回し、アステナから引き剝はがそうとする。


「でも母さん！　あれは父さんが遺のこしてくれた最後の……っ」


「仕方ないのよ……っ！　これも全部魔王を倒すためなの……！　勇者様に使っていただくのは、とても名めい誉よなことなのよ……！」


　母親は、目に涙なみだを溜ためながらそう言った。


「でも、でも……っ！」


　息子が困こん惑わくした様子で表情を歪める。その隙すきに、アステナは足を引いてその場を逃のがれた。


「ふう……びっくりしました。じゃ、行きましょうか」


　アステナが息を吐はき、手にしていた腕輪を懐にしまおうとする。


　在紗はすんでのところでその手を摑つかみ、止めさせた。


「……？　どうかしたんですか、アリサさん？」


　次いで、不思議そうに言うアステナの頭部に、槙奈の拳こぶしが振り下ろされる。


「あたッ!?　な、何するんですかぁ……」


「うるさいっ！　そんなモン使えるかっ！」


　槙奈がアステナを怒ど鳴なりつける。在紗はアステナの手から腕輪を奪うばうと、母の手の中でもがく少年に手渡してやった。


「え……」


「大事に、してください。お父さんの形見なんですよね？」


「う、うん……」


　在紗はぺこりと一礼すると、先ほどの神殿のときとは逆に、ずるずるとアステナを引きずって家を出ていく槙奈のあとを追った。


「……ったく、何考えてんのよ。あんなのただの泥どろ棒ぼうじゃない」


　民家を出てしばらく歩いたところで、槙奈がアステナの頭を小こ突づきながら言う。


「ど、泥棒だなんて人聞きの悪い！　王様が正式に署名した許可証ですよ!?　魔ま王おうを倒すために国民の支し援えんを募つのるのは当然じゃないですか！」


「いや、そーかもしんないけど！」


　槙奈はひとしきり叫さけんだあと、はぁとため息を吐ついた。


「あー……なんかもうＲＰＧで民家のタンス勝手に調べらんなくなったわ……」


　と──そのとき。


「きゃああああああああああああああああッ！」


　女のものと思しき悲鳴が、一行の鼓こ膜まくを震ふるわせた。


　次いで、ドン、と大きな音を立てて、在紗たちの目の前の建造物が爆ばく発はつする。


「──ッ!?」


　目を見開く。爆発事故とか、そういった類のものでないことは明白だった。在紗の目は、建物に飛来する火の玉を目もく撃げきしていたのである。


「──ッ」


　それに一番敏びん感かんに反応したのは槙奈だった。即そく座ざに腰こしを落とし、油断なく辺りを見回す。


「あ……っ！」


　在紗は街の入り口の方を指さした。


　そこには──


「な、何ですか、あれ……」


　在紗は思わず眉まゆをひそめた。


　異形の軍勢が、森をかき分けるようにして街ににじり寄ってきていたのである。


　異形、と一口にいっても、その容よう貌ぼうは個性に溢あふれていた。頭部から角が生えている者や、足が馬のようになっている者、シルエットこそ人間だが、肌はだの表面を細い幾いく本ほんもの触しよく手しゆが埋うめている者など、映画の特とく殊しゆメイクでしか見たことのないような生物群が、ゆっくりと侵しん攻こうしてきていた。


「おハア、変わっタ人たちデスねエ」


　後頭部から目玉付きのケーブルを伸のばし、彼らのことを言えないくらい変わった容貌のウタがつぶやく。


　と、それに合わせるようにして、街の中心部の方から、カンカンカン、とけたたましく鐘かねを打ち鳴らす音が響ひびいてきた。


　次いで、街の至るところから人々の悲鳴と、異形の群れから逃にげ出す夥おびただしい数の足音が聞こえてくる。


　と、在紗は突とつ然ぜん槙奈にマントを引っ張られて、道の脇わきに寄せられた。


　何かと思ったが──なるほど、その理由はすぐにわかった。在紗たちの立っていた通りに、避ひ難なんする人の波が押し寄せたのである。


「魔王軍……ッ、まさかもうこんなところまで……！」


　アステナが、忌いま々いましげに異形の軍勢を睨にらみ付ける。


「放ってはおけません。──協力していただけますか？」


　そして懇こん願がんするように在紗、槙奈、ウタに頭を下げてきた。


　三人は先ほどのように顔を見合わせたあと、


「もちろんです」


「はッ、協力してください？　倒してくださいの間ま違ちがいでしょ」


「アハは。とにかくやっつケレバいいんデスヨねエ？」


「あ、ありがとうございます……っ！」


　勇者一行は誰だれからともなくうなずき合うと、街の入り口へ走っていった。


　もう魔族たちの一部は、街に侵しん入にゆうしてきていた。思うがままに建物を壊こわし、耳みみ障ざわりな高笑いを上げる。


　警報を聞いて飛び出してきたと思しき憲兵の姿も何人か確認できたのだが、すぐに手にしていた剣を折られ、皆みなそこら中に吹ふき飛ばされていた。


　彼らが不ふ甲が斐いないわけではない。単純に、生物としての能力が違い過ぎている。精せい霊れいを魔王に掌しよう握あくされた人間たちが、魔ま性しようの力を扱あつかう魔族に敵かなうはずはないのだ。


　魔族たちもそれをわかっているのだろう、余よ裕ゆうたっぷりに、ともすれば人間たちの抵てい抗こうをあざ笑うかのように、ゆっくりゆっくりと街を破は壊かいしていく。


　だが──


「とエやぁァァァっ！」


　間の抜ぬけたかけ声とともに繰くり出されたウタの拳こぶし付きケーブルが、民家の壁かべを砕くだいていた魔族の脇わき腹ばらにヒットし、その身体を遥はるか遠くまで吹き飛ばす。


「はぁッ！」


　そして、突とつ如じよとして上空に現れたバニーガールが、戦せん斧ふのような武器を振ふり下ろし、外がい殻かくのような鱗うろこを持った魔族の首を空に飛ばした。


「──ッ、何者だっ！」


　そこで魔族たちもようやく気づいたのだろう。


　街を守るように居並んだ、四人の人間の存在に。


「ふ、ふん！　邪じや悪あくなる魔の者たちよ、恐おそれ戦おののくがいいっ！　貴様らを討うち滅ほろぼすために、異界より勇者様が降臨なされたのだっ！」


　アステナが、どこか芝しば居いがかった調子で高らかに叫んだ。


「な、何ィ!?　勇者だと!?」


　魔族たちのリーダーと思しき、鹿しかのような角の生えた巨きよ漢かんが、狼ろう狽ばいを露あらわにしながら目を鋭くする。


　アステナは声を張るためにか大きく深呼吸をしてから、再び口を開いた。


「その目に刻め……この方こそ勇者様だっ！」


「な──っ」


「……えと」


　やたら派手な紹しよう介かいをされて少し恐きよう縮しゆくしながら、在紗が小さくお辞じ儀ぎをする。


「どうも……こんにちは」


「あ、これはご丁てい寧ねいに……」


　魔族が、つられたように頭を下げる。


「……って、何をさせるッ！　そいつが勇者だと？　はっ、ただのガキじゃねえかっ！　てめえら、やっちまえ！」


『おおッ！』


　リーダーの命令に呼応するように周囲の魔族たちが叫び、一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。


　しかし。


「フふ、やらせマセんヨオー」


「はっ、愚ぐ直ちよくな進しん撃げきね。空獣エアだってもう少し賢かしこいわよ？」


　横合いから幾本もの『手』が迫せまり、上空から覇は槍そう〈デウス・イクス〉の斬撃が襲う。


　在紗とアステナに迫ろうとしていた魔族たちは、一いつ瞬しゆんのうちに屠ほふられ、その身体を地に横たえた。


「な……っ、何者だ、てめえらっ……！」


「オお？　ワタクシは勇者サンのお供で、エーと、戦士サンですヨオ」


「私は……」


　ウタに続くように口を開いた槙奈だったが、言葉の途と中ちゆうで肩かたをふるふると震わせると、いきなり魔族に斬きりかかっていった。


「てぇありゃぁぁぁぁぁッ！」


「う、うわぁっ!?」


　魔族のリーダーが奇き襲しゆうを受け、盛大に血を吹き出しながらその巨きよ体たいを仰あお向むけに倒たおす。


「おオ！　ヤル気満点デすネエ遊び人サン！」


「その呼び方止やめてくれる!?」


　ウタと槙奈は声を交わし合うと、残った魔族たちを狩かるべく地を、空を蹴けった。


　リーダーを失った魔族たちの動どう揺ようは凄すさまじかった。否いな、それ以前に人間にここまでの抵抗ができるとは思っていなかったのだろう。狼狽うろたえた様子で構えを取ろうとしたところを、ウタの拳や槙奈の槍やりに襲われる。


「す、すごいですね……」


　二人の戦いを見ながら、在紗は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


「え、ええ……ウタさんは知ってましたけど……マキナさんもこんなに強かったんですね」


　意外そうに目を見開きながら、アステナが首しゆ肯こうする。


「私、全然役に立ってないけど、いいんですか……？」


「も、もちろんですよ！　アリサさんは対魔王用の秘密兵器なんですから、ドッカと構えててください！」


「はあ……そうですか」


　と、在紗が頰ほおをかきながら言うのと同時に、


　辺りにピィィィィィィィ、と、甲かん高だかい笛の音が鳴り響いた。


　それに反応するように、魔族たちがバッと振り返る。


「──魔王城から伝令！　街の侵しん略りやくは中止！　退たい却きやく！　退却だ！」


　魔族の軍勢のうしろの方から、そんな叫び声が聞こえてくる。魔族たちは意味がわからないといった顔をしながらも、その指示に従って退却していった。


「い、命拾いしたなっ！」


　などと、ウタと槙奈に捨て台詞ぜりふを残して。


「……？」


　在紗は首を捻ねじり、アステナの方を見やる。が、彼女もよくわからないでいるようだった。


「魔ま王おうが、街の侵略を中止した……？」


　眉の間一いつ杯ぱいにしわを刻み、あごに手を当ててむむうとうなる。


「何、一体どうしたってのよ」


「ンんー、ナンか歯ごたエのナイ人たちデシタねえ」


　槙奈とウタが在紗たちのもとに戻もどってくる。


　と、今度は街の方から、ぱちぱちという音が響いてきた。


「……っ？」


　その音に弾はじかれるようにうしろを向くと、街の人たちがわらわらと顔を出し、一行に向かって拍はく手しゆをしているのがわかった。


　その中から、白い髭ひげを蓄たくわえた老人が進み出てくる。


「た、助かりました。なんとお礼を言っていいか……！」


「いえ、そんな……」


　在紗は苦笑しながら手を振った。実際、在紗は大して役に立っていない。


　しかし老人の気は収まらないようだった。興奮した様子で拳こぶしを握にぎり、子供のように目を輝かがやかせてくる。


「そうだ！　感謝の意を込めて街をあげて宴うたげを開きましょう！　今日は是ぜ非ひ我わが街に泊とまっていってください！」


「え、ええと……」


　在紗はすまなさそうに苦笑した。


「すいません……お気持ちはありがたいんですが、先を急ぎますので……」


「むむう、それは残念だ……ですが仕方ありますまい。やはり、魔王を討とう伐ばつしに行くのですか……？」


「あ、はい……。あとはルオン草っていう薬草を……」


　在紗が言うと、老人は眉まゆを跳はね上げた。


「……ルオン草？　あのルオン草ですか？　それならうちの畑にも……」


「──っ！」


　老人が何か言いかけたところで、アステナが在紗の腕うでを摑つかんできた。


「さ、さあ！　準備は整いましたし、早く行きましょう！」


「え──あ、はい」


　在紗は老人に軽く頭を下げ、アステナに引っ張られるようにして街の外に歩いていった。
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「……勇者だと？」


　魔ま王おう軍幹部たちを集め、今後の魔王軍の方針を詳くわしく指示していた駆かる真まは、バルバラによって伝えられた情報に小さく眉を歪ゆがめた。


「は……ただ今入った情報にございます。レーベンシュアイツ宮きゆう廷てい盟術師が、異界より新たな勇者とその仲間を連れて戻った、と……」


「ふん」


　駆真は鬱うつ陶とうしげに鼻を鳴らした。


　宮廷盟術師というのは恐らくアステナのことだろう。駆真が頑かたくなに魔王討とう伐ばつを拒こばむものだから、別の人間を勇者に仕立て上げたらしい。


「既すでに神しん殿でんにて職業を定め、準備を万全に整えて旅を始めたそうでございます。人数は四人。勇者、盟術師、戦士、遊び人とのことで」


「……遊び人？」


　駆真は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔を作ったが、すぐに興味なさげに首を振った。


「いかがなさいますか、カルマ様」


「放っておけ。アステナの話に乗せられるような奴やつらだ。まともな人間ではないだろう」


「しかし……油断は禁物でございますぞ。千年前、先代も同じことを言って結局、勇者に封ふう印いんされてしまったのですから。芽は若いうちに摘つんでおくべきと存じますが」


　バルバラが食い下がってくる。駆真は鬱陶しげに舌打ちをした。


　と、それに合わせるようにして、


「──カルマ様」


　駆真の後方から、新たな声が響ひびいてきた。


　見やると、そこにはマントとフードで身体からだを覆おおい隠かくした魔族が四人、並んで立っていた。駆真をレーベンシュアイツに連れてきた面接官たちである。


「なんだ」


「勇者討伐──この魔王軍四天王にお任せいただけませんでしょうか」


「そうか、なら行け」


「ふふ、渋しぶられるのはわかりますが、勇者たちがまだ力を付けていない今こそチャンスなので……て、え？」


　一歩前に出ていたフードの男が、意外そうな声を出す。


「ええと……行っていいんですか？」


「構わん。勝手に処理しろ」


「……でも、私たち四天王ですよ？　超ちよう強いですよ？」


「何か問題があるのか」


「いや、いきなり四天王が出ていいのかな、と。勇者たち全然経験不足でしょうし……」


「力を付けていない今がチャンスと言ったのは貴様だろう」


「そ、それはそうなんですが……」


「行くのか行かないのか、はっきりしろ」


「い……行ってきます」


　何やら威い勢せいをなくして、四天王とやらは下がっていった。


「よし、これで勇者側の対応は問題ないな」


「じゅ、十分過ぎるかと……」


　バルバラが何故か声を微び妙みように震ふるわせながら言ってくる。対処しろと言っていたのは自分であろうに、不思議な女である。


　駆真は目の前に投とう影えいされていた地図に視線を戻すと、あごに手を当てて侵略計画を再度練っていった。


　侵略、といっても今すぐ領地を広げるような真似まねはしない。


　まずは既に魔王軍の勢力下にある街などをきちんと統治させることが先決だ。


　魔王軍はもう国土の二割近くを実質支配しているのである。そこから上手うまく金品を徴ちよう収しゆうするだけでも、簡単に目標額には達するだろう。


　駆真はさらに細かく指示を出そうと地図を指さし──


「……っ！」


　突とつ然ぜん、顔をバッと上げた。


「カルマ様……？　いかがなされましたか」


　バルバラの声になど反応せず、慌あわてて露ろ出しゆつ度どの高いアーマードレスの腰こし元もとを探さぐる。


　駆真は上手い具合にポケット状になっていた鎧よろい部分に、携けい帯たい電でん話わを忍しのばせていたのだが、それが、急に振しん動どうし始めたのだ。


　異世界であるレーベンシュアイツに着信が入るはずはない。それにこのリズムは──


「アラーム……っ」


　言いながら携帯電話を開き、時刻を確認する。午後五時四十五分。駆真は顔面を蒼そう白はくにして立ち上がった。


「バルバラ……！　あとは任せた！　先ほど指示したとおりに動け！」


「カルマ様!?　どこに行かれるのですか！」


「明日あすには戻る！」


　駆真はそうとだけ残して、魔王城の中を駆かけていった。


　そして恐おそろしい速さで城内を抜ぬけ、例のボロビルに繫つながる扉とびらまで辿たどり着ついた。


「よし……」


　言って扉を開け、中に入る。だが……数時間前のような妙みような感覚はしなかった。


「何……？」


　眉まゆ根ねを寄せる。そこは蒼そう穹きゆう園えんのビルディングではなく、今まで通ってきた城内の内装と何ら変わらぬ一室だった。


「どういうことだ……ッ！」


　忌いま々いましげに叫さけぶ。


　と──それに起こされたかのように、頭の中に魔王の声が響いてきた。


『──何を叫んでいる』


「……ッ、魔王か。ちょうどいい。この扉は蒼穹園に繫がっているのではないのか」


『貴様がこちらに来た扉か。ふん、異界との道を常に繫いでおく必要はあるまい』


「私はすぐに蒼穹園に帰らねばならん。教えろ。どうやれば戻れる」


『ふん、そんなこと貴様に教えてやる筋合いは──』


「すぐに帰って在あり紗さの夕食を作らなければならない」


『仕方ないな、任せろ』


　魔王は急に素す直なおになってそう言った。


『といってもそう難しいことはない。ただ頭の中で転移したい場所を思い描えがき、力を発動させればいいだけの話だ』


「だから、それのやり方を訊きいている」


　駆真が不ふ機き嫌げんそうに問うと、魔王は鼻を鳴らすようにしながら返してきた。


『安心しろ。私と貴様の意識は、一部が共有された状態だ。貴様は既に、学ぶことすら必要なく、魔ま性しようの力の用い方を知っている』


「…………」


　怪け訝げんそうな顔を作りながらも、駆真は目を閉じ、自分の家を思い浮うかべた。


　すると、先刻のように不思議な感覚が身体を通り抜け──


「……っ！」


　目を開いたときには、駆真は鷹たか崎さき家のリビングに立っていた。


「ここは──私の家……」


『どうだ、容易たやすかったろう。……ふむ、なるほど。ここがアリサの──』


「ご苦労だった。眠ねむっていろ」


『な……貴様──』


　駆真が言うと、魔王の声がそれきりまったく聞こえなくなった。


　先ほどの空間転移の応用で、魔王よ眠れ、と念じただけだったのだが、どうやら上手くいったらしい。なるほど、反則的なまでに利便性の高い能力だ。


　とはいえその感動に浸ひたっている時間はない。家の中に人の気配がないところから見て、在紗はどこかに遊びに行っているようだったが、すぐに門限である。急いで夕食の支し度たくをせねばならなかった。


「さて……と」


　昨日買い物をしておいてよかった。駆真はエプロンを手に取り……身体を硬こう直ちよくさせた。


「……あ」


　格好が、そのままだったのである。


「…………」


　駆真は慣れない調子でコスチュームを脱ぬぐと、脱だつ衣い所に駆け込んでカゴに放り、近くに畳たたんであったスウェットパンツとＴシャツを着用した。


「……と、あとはこれか」


　脱衣所の姿見を眺ながめながら、難しげな顔を作る。


　格好はどうにかなったが、駆真の頭からはまだ、魔王の角が生えたままだったのだ。


「これもどうにかなるものなのか……？」


　角に手を当てて目を閉じると、駆真は先ほどのように心の中で角よ消えろと念じてみた。


　──数秒後、手の平にあったゴツゴツした感かん触しよくが消え失うせる。


「よし」


　成功である。駆真は姿見の前でくるりと一回転し、完全に人間の外観を取り戻もどしたことを確認してからキッチンへ歩いていった。





　　　　　　　◇





「……！」


　懐ふところに入れた携帯電話が震えるのを感じ、在紗はハッと顔を上げた。異世界に来る前に設定しておいたアラームが作動したのだろう。


　気づけば、もう日が傾かたむき始めている。鷹崎家の門限は、夏場は六時冬場は五時である。そろそろ帰らねば駆真が心配してしまうだろう。


「あの、アステナさん。私今日はそろそろ戻らないと──」


　在紗が言うと、アステナは手をポンと打って首しゆ肯こうした。


「あー……もうそんな時間ですか。……むむう、仕方ありませんね」


　アステナは少し名残なごり惜おしそうに苦笑したあと、後方を歩く二人に顔を向けた。


「マキナさん、ウタさん。今日はここまでです。近くの街に空間転移のポイントを設定しておきますので、明日またそこから再開しましょう」


「？　あんた、こっちの世界では盟術使えないんじゃなかったっけ？」


　槙まき奈ながバニーの耳を弄もてあそびながら不思議そうに言う。


「ええ。基本的にはそうなんですが、一応向こうの世界からこちらに来るとき、身体に少しだけ精せい霊れいを纏まとわせてくることができるんです。その分を使えば、空間転移一回くらいならなんとかなります」


「へえ。じゃあ私たちも帰れるわけ？」


「はい。何回か往復することになりますが、可能です。私としてはこちらに宿しゆく泊はくしていただく方が楽なんですが、こちらの世界では、夜マキナさんに盟術を教えられませんから」


　言って、アステナが笑う。


「んー……じゃ、帰りましょうか。ま、明日も鷹崎連れ戻しに行ってきますって言って抜け出してくるわ」


　いつの間にか駆真がダシにされている。在紗は頰ほおをかきながら苦笑した。
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「ただいま」


　門限の六時ピッタリに玄げん関かんが開く音がし、在紗の可愛かわいらしい声こわ音ねが響ひびいてくる。


　駆真は夕食の準備をする手を止め、慌てて玄関に向かった。


「お帰り、在紗」


「ん……ただいま、ねえさま」


　在紗はコクンと首を前に倒たおすと、手を洗うためにか、そのまま洗面所に向かっていった。


「……やば」


　その背を見送りながら、額に吹ふき出ていた汗あせを手で拭ぬぐう。


　まだ夕食の準備を始めたばかりなのである。これは急いで料理をせねば……


　と、駆真は洗面所に入る在紗を見て首を捻ひねった。


　在紗はお気に入りの白いワンピースを着ていたのだが……その背中のファスナーが、最後まで上がりきっていなかったのである。まるで、今慌てて着き替がえてきたかのように。


「ま、気のせいか……」


　小さく呟つぶやいてキッチンに戻り、調理を再開する。


　今日はあまり手間がかけられないため、お手軽にルゥを使ったカレーライスである。……とはいえそれでも、まだ野菜すら切り終えていないのだったが。


　手洗いうがいを終えた在紗がリビングに入ってくる。駆真はジャガイモを切るスピードをさらにアップさせた。


「ちょ、ちょっと待っててね在紗。すぐ作っちゃうから……！」


「ん……うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。焦あせらないで」


　在紗が優やさしげに微ほほ笑えみ、ソファに腰こし掛かける。


　その慈じ母ぼの如ごとき懐の深さに、感かん涙るいを禁じ得ないほど心動かされた駆真であるが、今はとにかく一刻も早くカレーを完成させねばならなかった。鮮あざやかに野菜を切り終え、鍋なべで炒いため始める。


「そういえば……今日はどこに行ってきたの、在紗」


「え──っ!?」


　調理中、駆真が何とはなしに発した質問に、在紗が素すっ頓とん狂きような声を出した。


「……？　在紗？」


「ん……っ、ううん、なんでもない。今日はね、ええと……友達とお外で遊んできたの」


「へえ、美み須す々ずちゃん？」


「ううん、今日は……違ちがう友達、なんだけど……」


　在紗が額に汗を滲にじませながら苦笑する。


「そ、それよりねえさま、今日の面接はどうだったの？」


「──ッ！」


　と、在紗から発された質問に、今度は駆真が息を詰つまらせた。


「ねえさま……？」


「い、いや……うん、一応採用になったよ！」


「本当？　おめでとう。どんなお仕事だったの？」


「え？　ええっと……その、こ、コンサルティング系の仕事かな……？　なんか入社したばっかなのに仕事の仕方教えることになっちゃって……」


　どうにか調理の手を休めないようにしながら、乾かわいた笑みを浮かべ、質問に答えていく。


「大変だね。大丈夫？　ねえさま」


「うん、もちろん。かなりお給料のいいところだから、頑がん張ばって旅行までにお金貯ためるよ！」


「……そ、そうだね。行けるといいね……」


「そういえば在紗は、友達とどこに行ってきたの？」


「ん……うん、ちょっと遠くの方に。四人で。すごい自然がいっぱいだったよ」


「へえ、どこだろうなあ」


　会話を交かわしながら、鍋に水を入れて具材を煮に込こんでいく。


　と、そのとき、お風ふ呂ろの方から自動湯ゆ沸わかし器きのブザーが聞こえてきた。在紗がこれ幸いと顔を上げる。


「ねえさま、まだかかるようだったら、先にお風呂入ってきていい？」


「うん、もちろんだよ」


　笑顔で応じる駆真。在紗はパタパタと廊ろう下かを渡わたり、お風呂場へと向かっていった。


　だが、数分後。


「ね、ねえさま……」


　在紗が戦せん慄りつしたような顔で、廊下から顔を覗のぞかせた。


「どうしたの？」


「これ……」


　言って、在紗が手にしていたものを駆真の前に示す。


　──やたら露ろ出しゆつ度どの高い、ボンテージのようなコスチュームを。


「……ッ！」
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　駆真は思わず息を詰まらせた。手にしていたおたまが床ゆかに落ち、けたたましい金属音を響かせる。


　迂う闊かつだった。駆真は脱衣所にあれを置きっぱなしにしていたのだ。


「ねえさま……新しいお仕事って……」


「──！」


　泡あわを食って在紗の元に跳とび、魔王のコスチュームをかすめ取って身体からだの後ろに隠かくす。


「あ、あのね、在紗。これは──」


「……お願い。旅行は、もういいから……ね？　そういうのはやめよ……？」


「ち、ちちちち違うの在紗！」


　慌あわてて弁解するも、いい言い訳が思い浮うかばない。


　駆真のそんな様子に、在紗は悲しげな表情を作った。


「確かに……二週間で九十万苑えんも貯めるのは大変だけど……私、やだよう。私のためにねえさまがそういうお店で働くの、やだよう……」


「ッ──!!　誤解よ在紗！　私そんなところで働いてないよ！」


「……じゃあ、それは何？」


「こ、これは……とりあえずお仕事とはまったく関係ないのッ！」


　勢いに任せて駆真が叫さけぶと、在紗はさらに怪け訝げんそうな顔を作ってきた。


「……趣しゆ味み？」


「……ッ！」


　なんだか、墓穴を掘ほってしまった気がする。


　──結局、今の仕事に就つく前に日ひ雇やといでやっていたヒーローショーの悪役コスチューム、という線で落ち着くまでに、一時間をかけてしまった。


　軽く焦こげ付いたカレーの味が、なんだか少し涙なみだを誘さそった。





　　　　　　　◇





　草くさ薙なぎ沈しず音ねはいつものように、草薙邸ていの薄うす暗ぐらい自室でキーボードを叩たたきながら、いくつものディスプレイに絶え間なく視線を送っていた。


「…………」


　騎き士し団の作戦行動の要よう項こう、蒼そう穹きゆう園えん領空内の空獣エア群の動向、近きん隣りん国の情勢、あとはまあ、草薙家が所有する株の動きなどをついでに確認しながら、頭の中で情報を処理していく。


　ふと左端はしのディスプレイに目をやると、黒い画面に自分の顔が映って見えた。長い前まえ髪がみ。不健康そうな生白い肌はだ。濃こい隈くまに飾かざられた陰いん鬱うつそうな双そう眸ぼう。……同年代の在紗と対極を成すような、暗く野暮ったい容よう貌ぼうだった。


「……む」


　また隈が濃くなった気がする。沈音は目の回りを指でなぞるようにしてから小さくため息を吐ついた。


　と、それに合わせるようにして、コンコンというノックの音が沈音の耳に入る。


「……誰だれ？」


『オトです』


「入りなさい」


　沈音が言うと同時に扉とびらが開かれ、眩まぶしいくらいの廊下の光が部屋の中に侵しん入にゆうしてきた。


　そしてそれと一いつ緒しよに、略式礼服の胸むな元もとに騎士団最上位の階級章を付けた少女が、首に巻いた三つ編みをいじくりながら入ってくる。


「あ。お嬢じよう様さま……またこんなにお部屋を暗くして。目が悪くなってしまいますよ？」


「うるさいわね。こっちの方が作業がはかどるのよ」


「しかし」


「黙だまりなさい。いつから私に説教できるようになったのこの木偶でく」


　沈音の従者──オトは、やれやれといった調子で嘆たん息そくした。


　一いつ般ぱん的に草薙音ね音おん元げん帥すいと呼こ称しようされているこの少女は実際のところ、影かげ武む者しやでしかない。


　蒼穹園最高の頭脳を持つ草薙沈音と、蒼穹園最強の力を持つ魔ま人じん・オト。


　蒼穹園騎士団団長である『草薙音音』は、彼女ら二人から成り立っているのである。


「……で、特務小隊の方はどう？」


　沈音は首だけをオトの方に向け、問うた。常に笑顔を張り付けているイメージしかないオトが、さらにその笑みを濃くし、嬉うれしそうに手の平をポンと合わせる。


「ええ、仕上がりは上々です。今すぐにだって〈城〉に突とつ撃げきできますよ」


「そう。それは何よりね」


「あ、ただ……駆真は戻もどってこないままですね。一応今槙奈に説得を頼たのんでいるんですけど、連れん絡らくはありません」


　オトが腕うでを組み、少し残念そうな顔を作る。


　二か月前の蒼穹園武会のときの映像とオトの評価から、沈音が選定した草薙特務小隊。鷹崎駆真はその中でもオトの一番のお気に入りという話だった。……の、だ、が。何故か作戦直前になって急に騎士団を辞やめてしまったのである。


「駆真さん……ね」


　沈音は少し目を細め、先月見まみえた鷹崎駆真の顔を思い出した。


　沈音と同じ身体を持つ少女、鷹崎在紗の叔お母ば。


　在紗に無む償しようの愛を注ぐ、沈音にとっては眩しくて直視できないような存在であった。


「ま……いないものは仕方ないわ。確かに彼女の戦力は惜おしいけれど、彼女がいないからといって作戦が遂すい行こうできないとは言わせないわよ」


「それはご心配なく。草薙の名に泥どろを塗ぬるような真似まねはしませんよ」


「そう」


　オトが力強く首しゆ肯こうするのに、無関心な調子で返す。


　沈音の対応が淡たん泊ぱくすぎるのが不満だったのか、オトがいじけるように唇くちびるを尖とがらせ、これ見よがしに人差し指同士をつんつんと胸の前で突つき合わせる。


　が、沈音が半眼を作って睨ねめ付けると、慌ててその仕草を止め、わざとらしく笑った。


「それで、お嬢様。今日の用件はそれだけですか？」


「何よ。文句があるの？」


「いえ、滅めつ相そうもない。……でも、それくらいなら通信で済んだかなあと」


　オトが頰ほおをかく。文句がないとしておきながら、きっちりと言っている辺り、なかなか図太い神経をしていた。


　沈音は、少し顔をうつむかせて片手を口元に持っていった。


「……オトの顔が見たかったの。迷めい惑わくだった……？」


「……ッ!!」


　オトがあからさまな驚おどろきの表情を構築して、一歩後ろに後ずさる。


　しかし数瞬後、感極まったように目に涙を溜ため、両手をバッと広げて飛びかかってきた。


「お、お嬢様ぁ────っ！」


「冗じよう談だんよ」


　沈音は左手をグーの形にすると、そのまま前に突き出した。


「へぶしッ！」


　拳こぶしが、ちょうどダイブしてきたオトの顔面に吸い込まれるようにヒットする。


「ひ、酷ひどいです、お嬢様……」


「あなたに頼みたいことがあるの。──これを見てちょうだい」


　オトの声になど耳を貸さず、沈音はディスプレイの一つに一枚の画像を表示させた。蒼穹園中央都の繁はん華か街がいを、俯ふ瞰かんで撮うつしたものである。


「これは……？」


　鼻を押さえながらオトが首を傾かしげる。沈音はマウスを操作し、画像を拡大させた。


　写真の中央付近で、涼すずしげな格好をした女性が、歩きながら生クリームたっぷりのクレープを頰ほお張ばっている。


「あ、美味おいしそうですね。わかりました、今すぐ買って──」


「そっちじゃないわこのピーマン頭」


「ピーマン？」


「スカスカってことよ」


　沈音は呆あきれるように言って、画面をさらに女の顔に寄せた。


「……！」


　そこでようやくオトも察したのだろう、小さく眉まゆを跳はね上げる。


「……頼まれてくれるかしら？」


「もちろん、よろこんで」


　沈音の頼たよれる従者は、またも力強く首肯した。





　　　　　　　◇





「さ、着きましたよ。ここです」


　言ってアステナが、目の前に広がる仰ぎよう々ぎようしい祭さい壇だんのようなものを見上げる。


　レーベンシュアイツ王城を出発してから三日。


　道中ちらほらと姿を現す魔族たちを順調に倒たおしながら（在紗とアステナはほとんど何もしていないが）、勇者一行は、伝説の聖せい剣けんが封ふう印いんされているという祭壇に辿たどり着ついた。


「はー……お城に神しん殿でんにと見てきたけど、ここはまたすごいわねー……」


　ウサ耳カチューシャの位置を直しながら、槙奈が感かん嘆たんの息を吐く。


　長い長い階段の頂上に、巨きよ大だいな幾いく本ほんもの柱と、それに支えられた屋根で囲われた広大な空間があり、その中央に、精せい緻ちな彫ちよう刻こくの施ほどこされた台形の祭壇が設しつらえられていた。


　そして遠目にだが、その祭壇に何かが刺ささっているのが確認できる。


「あれが……聖剣？」


　在紗が独り言のように呟つぶやくのに、アステナが首肯で返す。


「はい。千年前、勇者様が魔ま王おうを倒したときに使用したと言われる伝説の聖剣ヴェクサシオン──。勇者の資格を持つ者だけが引き抜ぬくことができるとされています」


　アステナが微かすかに興奮した様子で拳を握にぎる。……が、在紗はその言葉にぴくりと頰を動かした。


「えと……ここまで来ておいて何なんですけど、それって私で大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」


　在紗が問うと、アステナはグッと親指を立てた。


「信じています！」


　……大丈夫、とは言わなかった。


「そ、そうですか……」


　汗あせをひとすじ垂らしながら苦笑する。どうやら、剣を手に入れられる確証もなしにここを訪れたらしい。


　在紗の思考を察したのだろう、アステナが焦あせったように手を振ふりながら弁解を開始する。


「だ、だって仕方ないじゃないですかぁ……魔王を倒す可能性が少しでも高まるかもしれないんですよ？　試ためしてみて損はないですって！」


「まあ、そうかもしれませんけど……」


　在紗は困ったような顔を構築して言った。


　アステナの気持ちもわからなくはないが、もしこれで剣が抜けなかった場合、あまり時間のない在紗にとっては手痛いタイムロスになってしまうのだ。


「まあマア。とニカく試しテみまショウヨオ」


「そうですね……」


　ウタに背中を押されながら、仰々しい柱と屋根に囲われた祭壇に近づいていく。


　徐じよ々じよに、祭壇に突き刺さった剣の細部が見て取れるようになってきた。と──


「……え？」


　在紗はポカンと口を開け、その場で足を止めた。後方で槙奈も、同じような反応をしている。


　それも仕方あるまい。何しろその伝説の聖剣ヴェクサシオンとやらが、どう見ても調理用の出で刃ば包ぼう丁ちようにしか見えなかったのだから。


「どうかしましたか？」


「え……えと、これが、聖剣なんですか？」


「はい、そうですが……何か？」


「い、いえ……」


　在紗は頰に汗を垂らしながらも、その剣に視線を戻した。


　白銀の刃はにこぼれは一いつ切さいなく、柄つかにも塵ちり一つ積もっていない。まるで誰かが毎日手入れをしているか、何者も近づけない不思議な力が働いているとしか思えなかった。


　だが……その形はあくまでも出刃包丁なのである。


　やたら豪ごう華かな祭壇に、刃は渡わたり二十センチもないような包丁がちょこんと突き立っている光景は、妙みようにシュールだった。


「……随ずい分ぶん庶しよ民みん的な聖剣ね。ていうかリーチ短っ」


　槙奈が渋しぶい顔を作りながら言う。レーベンシュアイツでは珍めずらしい形状なのかもしれないが、蒼そう穹きゆう園えん出身の在紗や槙奈にとっては、あまり戦せん闘とう用とは思えないデザインである。


「イヤア、でも綺き麗れいなモノでス」


「でしょう!?　そりゃあそうですよ、レーベンシュアイツに伝わる伝説の聖剣ですもの！」


　ウタが剣を眺ながめながら言うのに、アステナが嬉しそうに手をブンブンと回す。


「えと、じゃあ……抜いてみます」


「はい！　お願いします、アリサさん！」


　そして在紗がゆっくりと剣の柄に手を伸のばした。


　──その瞬しゆん間かん。


「待て」


　一行の後方から、そんな野太い声が聞こえてきた。


「……え？」


　不思議そうに眉を上げながら振り向く。


　呼び声を発したと思おぼしき人物にはすぐに見当が付いた。今し方在紗たちが通ってきた場所に、全身をマントとフードで覆おおい隠かくした大きな男が立っている。


「えと、何でしょうか……」


　在紗が訊きくと、男はフードの隙すき間まから微かに覗のぞく口元を、不敵な笑みの形にした。


「そいつを手に入れられると何かと困るのでな。──ここで消えてもらうぞ」


　その言葉に、ウタと槙奈が腰こしを落とし、構えを取る。


　そんな中、アステナがハッとした表情を作ってから、ふるふると身を震ふるわせ始めた。


「アステナさん……？」


「あ、あああれはまさか……ッ！」


　震えすぎて焦しよう点てんの定まらない指でフードの男を指さす。


「魔王軍四天王──ッ!?」


「ほおう？　俺のことを知ってる奴やつがいるとはな」


　男が再びニヤリと笑い、纏まとっているマントに手を掛かける。


「そう。俺は魔王軍四天王が一人、獅し吼こう将軍ティ──」


　言ってマントを一気に取り去ろうとし……


「とぇヤア！」


「はぁッ！」


「──げふっ!?」


　ウタと槙奈の挟きよう撃げきを受け、うつ伏ぶせに倒れ伏した。


「ナァんだ、全然弱いジャないデスカア」


「つかなんでこんな動きづらそうな服で出てくんのよ。わざわざ脱ぬぐときに隙すき作るようなもんじゃない」


　ウタと、人のことは言えない格好をした槙奈が、ため息混じりに男を見下ろす。


「ぐ……き、貴様ら……っ、せめてマントを脱いでから──」


「あ、マダ意識がアルみたいデスねえ」


「ホントだ。てやっ」


「ぐわ……ッ！」


　だむだむぐしゃぐしゃざくざくどびゅし。


　二人は容よう赦しやなく男の背を脇わき腹ばらを足を手を頭を、蹴けり踏ふみ殴なぐり刺し斬きった。


　それきり、男がピクリとも動かなくなる。


「……うわあ」


　何故かアステナが、マント姿のまま果てた男に、哀あわれみのような視線を向けた。


「よし、完かん了りよう。──さ、早く抜いちゃいなさいよ」


「は──はい」


　槙奈に言われて、在紗は再び剣の柄に手をかけようとした。


　が。


「ふ──ふふふふふ」


　またも響ひびいてきた何者かの声によって。その動作を中断させられる。


「だ……誰だれですかッ！」


　アステナが焦ったように眉まゆ根ねを寄せ、視線を辺りに放った。


「あ！　アレ見てクダサイ！」


　ウタが眼球付きのケーブルを蠢うごめかしながら、祭壇のさらに奥──切り立った崖がけの方を指さして叫さけぶ。


　そこには体格や雰ふん囲い気きこそ違ちがえど、先ほどの男と同じようなフードとマントを被かぶった魔族が三人、並ぶようにして立っていた。


「ふふ、まさか彼がやられるとは……さすが勇者一行。なかなかやるようですね」


「ええ。──でも、それくらいでいい気にならないことね」


「そう、彼など僕たち四天王の中でも最弱の存在に過ぎないんだからね」


　言って、再び在紗たちを見下ろしながら笑う。


　が、魔族たちは途と中ちゆうでその高笑いを止めたかと思うと、少し顔を俯うつむかせた。


「……まあ、さすがにマントを取って正体を現す前にやられたのは計算外でしたが……」


「……ていうか、名前も途中よね。『ティ』よ『ティ』。いくらなんでも酷ひどすぎない？」


「……そうだよねえ。──いいかい君たち！　さっき君たちが倒した男の名前は獅吼将軍ティドゥス・アルバータだ！　覚えて──」　


　と、三人目が言いかけたところで、魔族たちの言葉が止まる。


　理由は至し極ごく単純だった。崖の上で喋しやべっていた三人の足元に、いつの間にかウタの鎧よろいの隙間から伸びたケーブルが這はい、その足をがっしりと摑つかんでいたのである。


「え、と──」


「これは……」


「どういう……」


　三人が苦笑しながら顔を見合わせる。


　それに合わせて。


「どっセェェェェェい！」


　ウタが力一いつ杯ぱい身を反らし、大きなマグロでも釣つり上げるかのような調子で、背から生えたケーブルを手た繰ぐった。


『──────ッ!?』


　魔族三人が声にならない悲鳴を上げつつ、数十メートルはあろうかという崖をざりざりと引きずられてくる。


「ぐぁはっ！」「ひぃっ……」「うおッ──」


　そして思い思いの苦く悶もんを漏もらし、崖にマントとフードを剝はぎ取られながら、三人の魔族は在紗たちのいる祭さい壇だんに無理矢理到とう着ちやくさせられた。


「な──何をするんですかッ！　非常識にもほどがありますよ!?」


　黒い法衣のようなもの（土つち埃ぼこりで盛せい大だいに汚よごれ、あちこちすり切れていたが）を纏まとった眼鏡めがねの男が、額から生えた角や長い耳を痛そうにさすりながら叫んでくる。


「何っテ……アナタたチ敵サンなんですヨネエ？　ジャあサッサと倒たおしチャおうと……」


　ウタが不安そうな顔をしながら「いけマセンでしタか？」と首を傾かしげてくる。在紗は苦笑しながら唇くちびるを動かした。


「ええと……多分間ま違ちがってはいないと思いますけど……」


「デスよネエ。そうデスよネエ」


「否いなッ！」


　嬉うれしそうに首しゆ肯こうするウタに、背や肘ひじ、膝ひざに鋭するどい骨のようなものが生えた女が叫んでくる。


「あなたたち今ティドゥスを倒したでしょ！　あとの四天王はそれぞれ、マウリェル砦とりで、惑まどいの湖、隠いん者じやの樹海で戦う予定だったんだから！」


「あ、そこ全部通りませんよ……？」


「え……ッ!?」


　アステナが申し訳なさそうに言うと、女がこの世の終わりのような顔をして凍こおり付いた。


「な、なんで……？　千年前、勇者が旅したルートじゃない！」


「なんでと言われましても……」


「マウリェル砦に行かないと、北部地域への通行証がもらえないじゃないの！」


「あなた方が封ふう印いんされたあとに制度改革が行われまして……非常時の場合、主要な通行証の類は近きん隣りんの役所で作成できることになったんです」


「惑いの湖を通らないと、導みちびきの磁石が安置されてる古城に辿たどり着つけないでしょ！」


「いえ……そもそも導の磁石自体必要ないので……」


「なんでよ!?　あれがないと隠者の樹海を抜ぬけられないじゃない！」


「は、はあ──空を飛んでしまえば抜けられるんで、別にいいかなあと……」


「そ、空……？　はっ、やっぱりハッタリじゃない。魔ま王おう様に精せい霊れいを掌しよう握あくされたあなたたち人間に空なんて──」


　女が言いかけたところで、槙奈が天てん駆く機き関かんを〈浮フロート〉駆く動どうさせ、その場にふよふよと浮ういて見せた。


『────ッ!?』


　魔族たちが目を見合わせる。


　そして男が動どう揺ようを隠すように咳せき払ばらいをしてから、レンズが割れた眼鏡をクイと上げる。


「ふ──なるほど。意外ですね。まさか魔王様を裏切る魔族がいようとは──」


「誰が魔族よ、誰が」


　槙奈が地に足を付け、半眼で返す。


「……違うんですか？」


「違うわよ」


「でもその耳」


　槙奈がウサ耳カチューシャを外して見せる。


「…………」


　眼鏡の男と眼帯の女は、互たがいの角がぶつかり合いそうな距きよ離りまで顔を近づけ、何かをひそひそと話し合い始めた。


　そして再び在紗たちの方を向くと、身体からだの周りに紫むらさき色いろの光を纏わせながら構えを取った。


「ふ……多少計算が狂くるいましたが、まあいいでしょう。どのみち勇者と我らは戦わねばならぬ運命──それが早いか遅おそいかだけの話です。絶対そうです。気にしてなんかいません」


「そ、そうよ。要は私たちがここであなたたちを屠ほふればいいのよ。……むしろ、十分な経験を積まぬうちに私たち三人を一度に相手せねばならない不運を嘆なげきなさい！」


　そう言いながら、ゆらりと足を滑すべらせ、二人が両手に光を収束させていく。


「──ッ、なる、これはヤバそうね」


「エエ、チャんとやればデキるジャないですカア」


　槙奈とウタが表情を険しくし、在紗とアステナを庇かばうように前に進み出る。


「それでは、参りますよ。──我わが名は虚きよ冥めい将軍リフェイト・シルヴァノス！」


　男が、華か麗れいなポージングで高らかにその名を名乗る。


「──餓が竜りゆう将軍サリティア・フォビレイア！」


　次いで女が、同じようにやたら格好いいポーズをとり、口を開いた。


　そして──


「…………」


「…………」


　二人はしばらくの間黙だまり込むと、ちらりと横を見やった。


「……ちょっと、カノープス君。君の番ですよ」


「……そうよ、早くして。このポーズ結構疲つかれるんだから」


　言って、残った一人に声をかける。が。


『……なッ!?』


　彼らが見た先には、髪かみの長い青年が仰あお向むけに倒れていた。


　崖から落ちたときに打ち付けたのだろう、角の生えた頭部から盛大に血を流し、白目を剝むいている。身体が痙けい攣れんしているのか、時折指先がビクビクと動いていた。


「か、カノープス君……ッ!?」


「ま、まさかさっきからずっと……!?」


　そういえば、先ほどから彼一人だけは話に参加していなかった。


「お、おのれ勇者……っ！　もう許しませんよ！」


「楽に死ねると思わないこと……ね……？」


　ふと、魔族たちが目を丸くする。


　どうやらようやく気づいたようだった。


　──目の前に、在紗とアステナしかいないことに。


「トう！」


「てやっ」


「くは……っ」


「はう──ッ」


　後方に回り込んでいたウタと槙奈の一いち撃げきを後頭部に受け、覚えにくい名前の魔族二人はばたりと地に伏ふした。


「……ええと？　これで終わりでいいのよね」


「イイんじゃナイですカア？」


　あまりに呆あつ気けない幕切れに、槙奈が怪け訝げんそうな顔をし、ウタがあははと笑う。


　そんな中、驚おどろきの表情を作っていたのはアステナだった。口をあんぐりと開け、指先を微び細さいに震ふるわせている。


　しかしすぐに彼女は拳こぶしを握にぎると、興奮気味に頰ほおを紅潮させた。


「すごい！　まさかこんなところで四天王を全員仕留めてしまうなんて……！」


「……こいつら、そんなに強い奴やつらなの？　とてもそうは思えないけど。──ま、いいわ。とにかく早く用事済ませちゃいましょ。剣けん抜ぬくんでしょ？」


「あ……はい。そ、そうでした。──アリサさん、お願いします」


「は、はい……」


　在紗は気を取り直すように大きく深呼吸をすると、両手で聖剣の柄つかを摑んだ。もっとも柄自体が短いので、左手は添そえる程度だったのだが。


　そしてそのまま、力一いつ杯ぱい剣を引っ張る。


「んんんん──っ！」


　だが──剣は祭壇に突つき刺ささったまま、ビクともしなかった。


「駄だ目めです……全然抜けません」


「そ、そんなあ……」


　アステナががっくりと肩かたを落とす。


「すみません……」


「い、いえ、アリサさんのせいではありませんから……」


　と、二人がうなだれていると、アステナの肩をちょんちょんとウタが叩たたいた。


「金きん髪ぱつサン。もシよかッタラ、ワタクシが試しテみまショウか？」


「え……ウタさんが、ですか？」


　意外そうに目を丸めて、アステナ。


「い、いくらなんでも無理ですよ。この剣は勇者様以外には──」


「いいじゃないの。ここまで来て収しゆう穫かくなしってのもアレだし、やらせてみれば？」


　アステナが眉まゆをひそめて発した言葉を、槙奈が遮さえぎった。


　しばらく考え込んでから、槙奈の言葉ももっともだと思ったのか、アステナが小さく首肯してウタに道を譲ゆずる。


「ンじゃ、やってミマす。姪めい御ごサン、ちょットいいデスカア？」


「あ、はい……」


　言われて、祭壇の前を空ける。


　ウタは鎧よろいの隙すき間まからケーブルを四本生やすと、柄と刃はを、先せん端たんに生えた『手』でがっしりと摑つかんだ。


　そして祭壇に足をかけ、余った『手』で地面を押しながら、重心を後ろにかけるように身体を反らす。


「──ふンヌぬぬヌヌヌぬぬぬぬヌヌ……ッ」


　顔を真っ赤に染め、歯を食いしばってウタが剣に力を込めた。──が、剣はまったく動こうとしない。


「ヌぉおオォォおぉおおぉォオぉおぉおぉぉ────」


　それに触しよく発はつされたか、ウタがさらに力を込める。剣を摑んでいる『手』のあちこちから小さな火花が散り、耳からはプシューと蒸気のようなものが吹ふき出していた。


　──在紗は眉を歪ゆがめた。何だか、祭さい壇だんを囲う建造物そのものが、微細に震しん動どうしている気がする。


「ちょ、ちょっと、これやばいんじゃないの？」


　槙奈が焦あせったように言う。アステナも右往左往しながら慌あわてふためいていた。


　そうしている間にも震動は強まり、辺りからはパラパラと屋根の砕さい片へんが落ち始めている。しかし当のウタはそれに気づいていないのか、それとも気づいていながら止める気がないのか、一層声を大きくした。


　そして。


「ォォォォオオおおおおおオオオオオオおオオおおおおおおおおおおおッ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、ウタの小さな身体が後方にゴロゴロと転がる。


「ゥ、おおッ!?」


　二転三転と石造りの床ゆかを転がってから、ウタはその身を起こした。


　──手に、聖剣ヴェクサシオンを持ちながら。


「ウタさん……すごい！」


「おお！　やったじゃないの！」


「う、噓うそっ!?　ま、まさか勇者様以外に聖剣が抜けるなんて！」


　三人は、そう言いながらウタに駆かけ寄り──動きを止めた。


「ゥお？　皆みなサン、ドーしたんデスカア？」


　不思議そうに言って、ウタが眼球付きのケーブルを伸のばし、手にした聖剣を見る。


「……ア」


　そして気づいたのだろう。ウタは他の三人と同じような顔をして固まった。


　千年前魔ま王おうを打ち倒たおしたとされる聖剣・ヴェクサシオン。


　その刀身が、祭壇に埋うまっていた辺りから、綺き麗れいに折れていたのである。


「あ、あ、あ……あああああああああああああああああああああああ」


　アステナが顔を真っ青に染め、頭を抱かかえてガクガクと震えだす。


「せ、せ、せ、聖剣が……ッ！　伝説の聖剣が……っ!!」


　ヘナヘナとその場に崩くずれ落ち……這はうようにしてウタの元に辿たどり着つく。


「あ、ああ……こ、こんなに綺麗に折れて──っ」


「す、スイマセン……っ、つい……」


　アステナは情けなく垂れ下がった目でウタを一いつ瞬しゆん見てから、大きくため息を吐つき、泣きそうな顔になりながらも何とか立ち上がった。


「いえ……仕方ありません……。むしろ、魔王より強い聖剣……よりさらに強いウタさんが仲間にいてくれる幸運を天に感謝します……」
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「き、金髪サン……！」


　ウタが感激したように顔をパァっと明るくする。まあ、言いながらもアステナの顔はほとんど泣き顔だったのだが。


　槙奈が苦笑しながら、アステナの頭をわしわしと撫なでる。


「偉えらい偉い。……んじゃ、とりあえず行きましょうか。あとは魔王城に向かうだけよね？」


「……っく、あ、は、はい……もう道中必要なものは全部揃そろえてありますから……」


「えと……この剣、どうしますか？」


　在紗が問うと、アステナは涙なみだを拭ぬぐい鼻を啜すすってから返してきた。


「一応、持っていきましょう。仮にも伝説の聖剣です。折れてしまっていても、何かの役に立つかもしれません」


「オお！　ソウですネ！　キットそうデスね！」


　ウタが嬉うれしそうに言って、剣を荷に袋ぶくろの中にしまい込む。もう自然と、かさばる荷物はウタ行きになっていた。


　どこか足取りの重いアステナを連れながら、一行が階段を降りようと祭壇から離はなれる。


　と──在紗たちの前に、またもどこからともなく、魔族らしき影かげが現れた。しかも今度は顔に様々な文様の仮面を付けた魔族が、なんと七体である。


「な……あなたたちは……っ！」


「ふふ……四天王を倒したくらいで魔王様のところに辿り着けるとでも思っていたのか？　我ら魔王軍七魔衆を倒さぬ限り、ここは通れないと思え」


「……しちましゅう？」


　槙奈が半眼を作り、うんざりとした様子でため息を吐く。


「そう。我らこそ魔王様の真の親衛隊。四天王など露つゆ払はらいに過ぎぬ。言うなれば中間管理職。部下の管理に追われ上司の命令に追われ、日々ストレスをためる程度のポジションだ」


「……えらい具体的ね」


「昔私も四天王だったものでな」


「……あ、そう」


　槙奈がもう一度面めん倒どうそうに吐と息いきする。


「めんどい。やっちゃって」


「はいハイ」


　槙奈の声にウタがうなずく。すると既すでに魔族たちの足下に這わせてあったケーブルがのたうち、居並んだ七人を一いつ斉せいに膝ひざカックンした。


『うおおッ!?』


　魔王軍七魔衆とやらがバランスを崩し、後方へ身体からだを倒す。


　しかもそこは、祭壇前の長い長い階段である。魔族たちは凄すさまじい悲鳴を伴ともなって下へと転げ落ちていった。


「よし。んじゃ行きましょ」


「えと……いいんですか？」


　在紗が苦笑いを浮うかべると、槙奈が肩をすくめてきた。


「いいのよ。いちいち相手にしてらんないっての」


　そして勇者一行はゆっくりと階段を降り（途と中ちゆう、気を失った七魔衆が無む惨ざんな格好で転がっていた）、街道へと戻もどる。


「さ、目指せ魔王城。距きよ離り的てきにはそんなでもないんでしょ？」


「あ……はい。隠いん者じやの樹海さえ越こえてしまえばもうすぐです」


　アステナの言葉に満足げに首しゆ肯こうし、槙奈が可愛かわいらしいウサギの尻尾しつぽを振ふりながら街道を歩き始める。


　……と。今度は古風な全身鎧に身を包んだ魔族たちが十二体、空から飛来して在紗たちの前に立ちはだかった。


「ふはははは！　四天王や七魔衆などは前座に過ぎぬ！　魔王城に行きたくば、我ら魔王軍十二神将を倒してから行ってもらおうか！」


「…………」


　槙奈が、半眼で在紗の方を見てくる。まるで何かを語りかけてくるかのように。


「…………」


　在紗は少し困ったような顔を作ってから、コクンとうなずいた。





　　　　　　　◇





「カルマ様！　カルマ様！」


　バルバラが落ち着きなく叫さけびながら、曲がった腰こしで必死に走ってくる。


「……なんだ、一体」


　魔王城の一室でレーベンシュアイツ各地から徴ちよう集しゆうした美術品や金銀財宝の品定めをしながら、在紗との旅行を妄もう想そうしていた駆真は、一瞬で顔を不ふ機き嫌げんそうな表情に作り直し、それに対応した。


「た、大変でございます！　勇者一行が隠者の樹海を抜け、魔王城に迫せまっております！」


「……何？」


　駆真は手にしていた宝ほう冠かんをその場に置き、すっくと立ち上がった。


「四天王とやらが対応していたのではなかったのか？」


「そ、それが、四天王どころか七魔衆、十二神将までもが屠ほふられたと……！」


「……そんなにいたのか？」


　魔王軍幹部が容易たやすく破られたという事実よりもそちらの方に驚おどろいて、駆真が眉を歪める。


「と、とにかく緊きん急きゆう事態でございます！　城の防備は万全ですが、十二神将までやられてしまった今、もはや魔王様以外に彼奴きやつらを仕留めることはできないでしょう……っ！」


「ふん」


　駆真は鼻を鳴らすと、マントを翻ひるがえして大おお仰ぎように腕うで組ぐみをした。


「構わん。城の防ぼう御ぎよを全すべて解いて、勇者たちを謁えつ見けん室へ通せ」


「な……カルマ様!?」


「どうせ勇者たちに敵かないそうな部下はいないのだろう。ならば無む駄だに兵力を割さく必要もない。──私が、直接相手をすればいいだけの話だ」


　駆真は調度品などと一いつ緒しよに部屋に置かれていたアタッシェケースに手を伸ばすと、中から鈍にび色いろの甲かつ冑ちゆう──マーケルハウツ式天てん駆く機き関かんを取り出し、慣れた調子で手足に装着し始めた。


　魔王の力を奪うばったことによって、思念のみで様々なことが可能となった駆真であるが、こと飛行と戦せん闘とうにおいては、慣れ親しんだ天駆機関の方が具合がよかった。そのため有事に備えて、家からケースごと持ち込んでいたのである。


　露ろ出しゆつ度どの高い魔王ルックに天駆機関という奇き妙みような出いで立ちになって、駆真は踵かかとを床に打ち付け、けたたましい金属音を鳴らした。


「──よし」


　短く言って、落ち着いた足取りで歩いていく。


「お、お待ちください、カルマ様！」


「いいから言う通りにしろ。何、心配は不要だ。何人たりとも、今の私を止めることなどできはしない。格の違ちがいという奴を見せつけてくれる」


　言って不敵な笑みを口元に湛たたえ──駆真は思い直すように軽く頭を振った。魔王の影えい響きようなのか、どうも言動が尊大になっている気がする。


　バルバラはしばらく難しげな顔をしていたが、駆真の策しかないと判断したのだろう、仰ぎよう々ぎようしく一礼して去っていった。恐おそらくは、城上空に展開されている不可視の防ぼう護ご壁へきや、城中に待機している虚きよ兵へいたちを退散させるために。


　駆真は魔王城の長い廊ろう下かに、天駆機関の足音を響ひびかせながら謁見室へと入り、その中央にある玉座に腰を落ち着けた。


「──さて」


　窓の外から、雷らい鳴めいが轟とどろいてくる。魔王城の周囲には常に黒雲が渦うず巻まいており、夜の様相を呈ていしているのだった。


　駆真は足を組みながら、その勇者とやらの登場を待った。


「……どこの誰だれだか知らんが、私の邪じや魔まはさせんぞ」


　言って、細く息を吐きながら目を細める。


　勇者が現れるまでの時間は、駆真の精神を細く鋭するどく研とぎ澄すます猶ゆう予よでもあった。


　──そう。在紗との旅行を邪魔する輩やからは、たとえどのような相手であっても微み塵じんも容よう赦しやしない。


　微かすかな高こう揚よう。これも魔王の影響だろうか、駆真は途と方ほうもない煩わずらわしさと一緒に、そんなものを感じていた。


「──っ」


　謁見室の入り口から響いた音に、意識を引き戻される。


　どうやら勇者がここまで辿たどり着ついたようだった。大きな扉とびらが開き、数名分の足音が室内に入ってくる。


　暗い部屋のため今ひとつ顔が見とれないが──人数は四人。


　駆真は足を組み替かえながら、静かに声を発した。


「よく来たな、勇者よ」


「……！」


　勇者たちが息を詰つまらせるのが聞こえてくる。


「ここまで辿り着いたことは誉ほめてやろう。しかし、もう終わりだ」


「……私は、あなたには負けません……っ！」


　四人のうちの一人が、一歩前に進み出てくる。か細く弱々しい声。恐らくまだ年とし端はもいかぬ女の子だろう。


　駆真は顔をしかめた。──アステナめ、こんな幼い少女を勇者に仕立て上げようとは。


「ふん、できるかな」


　駆真は指を一本立てると、目の前でくるりと回した。


　それに応じるように、謁見室の床ゆかに炎ほのおが走り、勇者たちを襲おそう。


「……っ、きゃ──」


「こ、これは……！」


「うわ、何よこれっ！」


「ノおわア!?」


　別にこの攻こう撃げきで仕留めようという気はない。あくまでも脅おどしの一いち撃げきである。


　と──その炎に照らされて、勇者たちの顔がはっきりと見とれるようになった。


「………………………………え？」


　駆真は思わず、玉座の肘ひじ掛かけ部分に手をつき、前のめりになっていた。


　四人の勇者パーティの顔が、皆みなどこかで見たことのある顔だったのである。


　駆真は四人の格好と、バルバラから聞いていた勇者一行の内訳を照らし合わせながら考えを巡めぐらせた。


　まずは厚ぼったいマントを羽織った盟術師──アステナ。これはまだいい。予想していたことである。


　全身鎧よろいに身を包んだ小こ柄がらな戦士──絶対間ま違ちがいなく他人のそら似だと思うが、どことなく皇おう華か栄えい禅ぜんの魔人・ウタに似ているような気がした。


　場違いなバニーガールスタイルの遊び人──これは何故か、駆真の昔の同どう僚りよう、鳶とび一いち槙奈にそっくりだった。


　そして……勇者。


　純白の髪かみと肌はだ、血色の目を持つ綺き麗れいな少女。


「あり──さ？」


　さすがにそれは、他人のそら似とか、偶ぐう然ぜんとか言えるレベルを超こえていた。


「え──？」


　駆真の声に、勇者がキョトンとした顔を作る。


「ねえさま……？」





　レーベンシュアイツ本島北ほく端たん、魔ま王おう城にて。


　勇者と魔王が、見まみえた。
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　蒼そう穹きゆう園えん中央都、鮮あざ宮みやの大通りに面したオープンカフェで、女が一人、クリームソーダ片手に巨きよ大だいなホットケーキにかぶりついていた。


　つり目がちの双そう眸ぼうと整った鼻び梁りようが特とく徴ちよう的な貌かおにはまったく化け粧しようっ気けがなく、髪も中ちゆう途と半はん端ぱな長さになったものを適当に頭の高い位置で括くくっただけ、といった感がある。


　装よそおいはといえば、たくさんポケットの付いたカーゴパンツに、黒のタンクトップというこれまたラフな格好だ。人によっては、近所のコンビニに行くことすら躊躇ためらうかもしれなかった。


「んー、美味うまいッ！　いい仕事してくれんじゃねーか」


　言って、口の周りに付いた蜂はち蜜みつとバターを舌で舐なめ取り、ストローすら使わずクリームソーダをがぶ飲みする。そしてぷはぁと一息。まるで風ふ呂ろ上あがりのオヤジである。


　しかし何故なぜだろうか──そんな無造作な装いをし、粗そ野やな振ふる舞まいをしてなお、彼女には、不思議な美しさというか、気品のようなものが漂ただよっていた。


　女が椅い子すに身体からだを沈しずめ、満足げに腹をポンポンと叩たたく。


「ふぃー、食った食った。──しっかし……」


　軽く伸のびをし、大通りを見回した女は、何かを懐なつかしむように目を細めた。


「やっぱ十年以上も空けてっと、随ずい分ぶん変わるモンだなー……店もいろいろ増えてっし」


　ここ数日、女は中央都中の美味おいしそうな料理屋や喫きつ茶さ店てんを回りまくっていた。昔中央都に住んでいたころにはなかった店が山のようにできていたため、まるで退たい屈くつすることなく舌を満足させることができたのである。


「あ、でも……」


　一つの店てん舗ぽを思い起こして、頰ほおをかく。


　数日前のメイド喫きつ茶さ。あれはどうもいただけなかった。


　いや、メイドさんがいる喫茶店という発想は面おも白しろかったし、オムライスの味も及きゆう第だい点だったのだ。接客してくれた猫ねこ耳メイドも、愛想はよくなかったもののビックリするほど綺麗な女の子で、彼女の目を楽しませてくれた。


　だが……いきなり熱い紅茶を頭にかけられたかと思うと、そのメイドさんと、変な格好をした客が店の中で暴れ始めたのである。しかもそのとばっちりで、何やら電でん撃げきのようなものまで食らわされてしまった。さすがにもうあの店には行きたくない。


　女は苦笑して、もう一度大きく伸びをした。


「ま──十分堪たん能のうしたし、そろそろ……」


　ふと、女は顔を上げた。


「ん……？」


　女のついていたテーブルに、トレイを持った少女が近づいてきたのである。


「ねえ、相席してもいいかしら？」


　馴なれ馴れしくそう言って、笑いボクロのある口元を笑みの形にしてくる。


「ん？　相席って……他にも席空いてんじゃねーかよ」


　怪け訝げんそうに眉まゆを歪ゆがめる。が、少女は構わず女の目の前に座ってきた。


　長い三つ編みを首元に巻くという、斬ざん新しんなヘアスタイルをした少女である。セーラー服を着ているあたり学生なのだろうが、年ねん齢れいはよくわからなかった。年若くは見えるのだが、全身から滲にじみ出る風格というか雰ふん囲い気きが、彼女を若じやく輩はいと呼ぶのを暗に妨ぼう害がいしていた。


　三つ編みの少女がトレイに載のっていたカップに口をつけ、ほうと息を吐はく。


「美味しいわね、ここのカプチーノ」


「……いや、それは別にいーけど。なんで他の席行かねーんだよ」


　テーブルに身を乗り出して、軽く威い嚇かくするように目を尖とがらせてやる。しかし少女は微塵も動じた様子を見せず、また一口カプチーノを啜すすった。


　そして、にっこりと微ほほ笑えみながら口を開く。
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「あなたと、お話がしたくって」


「……あ？」


　これ見よがしに不ふ審しんそうな顔を作ってやる。簡単に記き憶おくを洗ってみたが、少なくとも知り合いでないことは確かだった。


　しかし。


　少女の次の一言で、女の考えは一変した。


「私は草くさ薙なぎ音ね音おん。少し聞きたいことがあるの。ちょっとの間お付き合い願えるかしら？　──〈女王〉フューゼシカ・アシュ・クーレィン」


「……へえ？」


　女──フューゼシカは、興味深そうに目を細めた。





　　　　　　　◇





「──と、いうわけなの……」


　今、魔王城の謁えつ見けん室では、魔王と勇者が向かい合って床に座り込みながら話をするという奇き妙みような光景が展開されていた。


　駆かる真まが、在あり紗さの姿を認めた時点で綺麗さっぱり戦意を喪そう失しつし、レーベンシュアイツの存亡を賭かけた戦いは、一いつ瞬しゆんにして平和的な話し合いに移行したのである。


　先ほど駆真が魔王になってしまったいきさつを説明し終え、今し方、在紗が勇者としてレーベンシュアイツに連れてこられた理由を聞いたところだった。


「…………」


　駆真は無言のまま、アステナに鋭するどい視線を送った。


「……要は舌先三寸で在紗を騙だまして勇者に仕立て上げたということか。貴様……ッ」


「ひっ……」


　アステナが怯おびえたような声を出し、槙まき奈なの背に隠かくれる。


「……あんたこそ金貯ためるためにここの人たちの生活圧あつ迫ぱくしてんじゃないのよ、鷹たか崎さき」


「ふん。今まで人間を殺し回っていた連中だぞ。幾いく分ぶんかマシにしてやったまでだ」


　半眼を作りながら言ってくる槙奈に、これまた半眼で返す。


「そーいうのを詭き弁べんっていうのよ。悪人は悪人でしょーが」


「善悪という問題ではない。金がなければ旅行に行けないのだ。仕方あるまい」


「論理破は綻たんしまくりでしょそれ……」


「衣服のセンスが破綻しまくりのおまえに言われたくはない」


「な……ッ！」


　駆真が鼻を鳴らしながら言うと、槙奈が顔を真っ赤にして怒ど鳴なってきた。


「馬ば鹿か言わないでよ！　誰だれがこんな服好んで着るかっての！　神しん殿でんのジジィの趣しゆ味みだってのこれ！　ていうか今のあんたにだけは言われたくないわこのＳＭ嬢じようっ！」


「ふん、私とて好きで着ているわけではない」


　露ろ出しゆつ度どの高い悪の女幹部ルックの少女と、バニーガール姿の少女が睨にらみ合う。コスプレイベントかその手の店でなければ成立し得ないような、不思議な取り合わせだった。


「……ん、でも──」


　そんな二人の険悪な雰囲気を裂さくように、在紗の鈴すずのような声こわ音ねが響ひびく。


「すごく驚おどろいたけど……ねえさまでよかった。……やっぱりちょっと怖こわかったから」


「在紗……」


　駆真は感極まったように表情を崩くずし、在紗の手を取った。


　在紗がそれに応じるようににっこりと微笑む。その光景に、槙奈は興が削そがれたような顔をしてそっぽを向いた。


「ねえさま、お願い。レーベンシュアイツの人たちを助けてあげて……？」


　在紗が、懇こん願がんするように言ってくる。駆真は一瞬の間もおかずに力強くうなずいた。


「もちろん！　今すぐにでも精せい霊れいを全部解放するよ！　魔ま族ぞくだって全部再封ふう印いんするし！」


　駆真の言葉に、在紗の後ろに控ひかえていたアステナが感激の涙なみだを流す。


「あ、ありがとうございますカルマ様……ッ！　やはりあなたは真の勇者だった……！」


「──勘かん違ちがいはするなよ。在紗に頼たのまれたからだからな」


「わ、わかってます。でも、いいんです！　ようやく、ようやくレーベンシュアイツに平和が……ッ！」


　言葉の途と中ちゆうで感極まったのか、泣き出してしまう。


　在紗はその様子に苦笑しながら、駆真の方に視線を戻もどし、言葉を続けた。


「あ……それと、レーベンシュアイツの人たちから取った宝物も、ちゃんと返そうね？」


「え──っ」


　何とはなしに言ったような在紗の台詞せりふに、しかし駆真は一瞬表情を強こわばらせた。


「か、返さなきゃ……だめ？」


「うん。だって……大切なものが取られちゃったら、きっとみんな悲しいよ……」


「う……」


　まるで自分のことのように悲しみの表情を作る在紗に、駆真は言葉を詰つまらせた。


「そ、それはそうなんだけど……その……これ返しちゃうと、旅行のお金が……」


「……ごめんなさい。──でも私、人から盗とったお金で旅行には行きたくない……」


「……っ、そ、そう……だよ、ねえ……」


　やはり在紗は心優やさしい子である。駆真は複雑な心境を苦笑じみた笑みに変へん換かんしながら小さくため息を吐ついた。


「わかった……それも全部返すよ」


「ありがとう、ねえさま」


「ううん。当然だよ……」


　一応顔では笑いながら、そう言う。


　と、そんなやり取りを横から見ていたアステナが、涙を拭ぬぐいながら話に割り込んできた。


「あ……カルマ様、お金が必要なんですか？」


「……？　ああ、そうだが……」


「それなら、王様に掛かけ合ってみますよ。カルマ様とアリサさんは救国の英えい雄ゆうです。報ほう奨しよう金は望むままに出るでしょう」


「──っ！」


　駆真と在紗は目を見開きながら顔を見合わせた。


「ほ、本当か、それは……！」


「ええ、勿もち論ろんです。もし万が一出ないようなことがあっても、宮きゆう廷てい盟術師同盟の予算の中から捻ねん出しゆつしますよ。……ええと、貨か幣へいよりも貴金属や宝石がいいんですよね？」


　アステナが軽くうなずきながら言ってくる。駆真は大きく息を吐いたあと、思い切りアステナの胴どう部ぶを両手で抱だきしめた。


「最高だアステナ！　初めておまえの存在意義がわかったぞ！　ゴミ袋ぶくろをひっくり返したらダイヤが出てきた気分だ！」


「あたたた……っ！　ち、力強すぎますよカルマ様……っ！」


　手足をバタつかせるアステナを一方的に抱ほう擁よう（というか、ベアハッグ）し、駆真は上じよう機き嫌げんそうな表情を崩さぬまま両手を万ばん歳ざいのように掲かかげた。


「けほ……っ、で、でも、その前にしなければならないことがありますよ、カルマ様……」


「何？」


　アステナが言ってくるのに、首を傾かしげて返す。


「ええと、無論精霊を解放し、魔族を封印してからの話になりますが……カルマ様に宿っている魔ま王おうも、一いつ緒しよに封印、もしくは消しよう滅めつさせなければなりません」


「……ああ」


　そういえばそうである。駆真は己おのれの頭から生えた角を撫なでながら首しゆ肯こうした。


「しかしどうすればいい。本人ですらこんなケースは初めてだと言っていたが……」


「え？　魔王の意識が残ってるんですか？」


「ああ。普ふ段だんは眠ねむっているんだが、時折──」


　言いかけたところで、駆真は頭の芯しんに鋭い痛みを感じ、床ゆかに両手をついた。


「──っ、な……こ、れは……」


「ね、ねえさま……っ!?」


　在紗が心配そうに寄ってくる。が、それに笑顔で対応することも困難なほど、痛みは急速に激しくなっていった。


　この痛みには覚えがある。駆真が魔王に憑ひよう依いされた、まさにその瞬しゆん間かんと同じ感覚だ。


　それを裏付けるように、頭の奥の方から聞き覚えのある声が響いてくる。


『ふ、は、は、は、は、は、は──油断したな、勇者よ』


「……ッ！　魔王……っ！」


『随ずい分ぶんと好き勝手にやってくれたようだが……私も長い時間ただ貴様に力を食くい潰つぶされていたわけではないぞ』


「────っ、あ、あああああッ！」


　痛みに耐たえかね、床に転がり込む。


「ねえさま──っ！」


　が、在紗が叫さけんだ瞬間。


「──!?」


　一瞬にして、異常なまでの頭痛が噓うそのように消え去った。


「あ……？」


　頭をぺたぺたと触さわる。もうそこに、魔王の角は確認できなかった。


　不審そうに眉まゆをひそめ、どうにか身体からだを起こして在紗の方を向く。


「在紗──」


　と。


「──っ」


　駆真は、信じられないものを目もく撃げきした。


「…………あ、あ、あ──」


　短い、しかし苦しげな声を出しながら、在紗が頭を押さえている。


　──その、ねじくれ曲がった角の生えた頭部を。


「在紗──!?」


「ね、え──さ、ま……」


　在紗は小さな小さな声でそう言ったあと──


「──死んで？」


　口元を笑みの形にし、そんな言葉を吐はいた。


　刹せつ那な、在紗の頭部から生えた角が光り輝かがやいたかと思うと、角の先と先の間から、前方──駆真の顔がある方に向けて、光線が発射された。


「────なっ……！」


「マぁスター！」


　すんでのところでウタの『手』に足を引っ張られ、体勢が崩れる。光線は駆真の鼻先を掠かすめるようにして、謁えつ見けん室の壁かべを砕くだいた。


「在、紗……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、体勢を立て直して在紗に視線を送る。──否いな、もうそこに在紗の姿はなかった。一瞬目を離はなした隙すきに、在紗は数メートル離れた場所に立っていたのである。


　二本の角を誇ほこるように胸を反らしながら、尊大そうに腰こしに手をつき、口元に小さく不敵な笑みを浮うかべるという、日ひ頃ごろからは考えられないような態度で。


「──ふふ、詰めが甘いよ、ねえさま」


「な、何……？　一体──」


　駆真は眉まゆ根ねを寄せ、狼ろう狽ばいに満ちた声を吐いた。


　在紗から魔王の角が生えている──そのことだけを見れば、駆真に憑依していた魔王が在紗の身体に移ったと見るのが妥だ当とうなのだろう。


　しかし……今目の前にいる在紗の姿をしたモノには、異様な違い和わ感かんがあったのである。


　魔王の前の身体のように、完全に支配されているわけでもなく、駆真のときのように、宿主の身体に力を奪うばわれているわけでもない。


　上手うまく言えないが……あくまで在紗が、駆真に敵意を向けているような感があった。


　そんな駆真の困こん惑わくに答えるように、在紗が口を開く。


「ふふふ……不思議な感覚。やっぱりねえさまに力を奪われていたのが大きかったのかな。完全に魔王になりきるところまではいかなかったみたい。ねえさまのときも驚いたけど、これも初めてのケース。二つの意識が、変に混じっている感じ」


「何だと……？」


　戦せん慄りつした様子で駆真が問う。在紗はさも可笑おかしそうに愛らしい笑みを浮かべた。


「──大好きよ、ねえさま。殺してしまいたくなるくらいに」


「……！」


　たまらず駆真が天てん駆く機き関かんで床を蹴けり、在紗に肉にく薄はくする。が──


「ねえさま……」


　魔王が可愛かわいらしい在紗の声と仕草で名を呼んできたものだから、駆真は途中でつんのめるようになって進しん撃げきを急停止させされた。


「あ、在紗──」


「ねえさま、おすわり」


　在紗の顔がにっこりと微ほほ笑えみながら、そんなことを言う。


　駆真の身体は半ば無意識のうちに、その場にしゃがみ込んでいた。


「マぁスター！　何しテルンですカア！」


「はっ──」


　ウタの声にハッとして顔を上に向け、魔王を睨にらみ付ける。


「魔王、貴様よくも……」


「ねえさま、怒おこっちゃいや……」


「──っ！　お、怒ってないよ！　全然怒ってないよ！」


「本当……？」


「ホントだよ！」


「……鷹崎ィ……」


　槙奈が半眼で睨んでくる。駆真はそちらを一いち瞥べつして、また先ほどと同じようにハッと目を見開いた。


　と、駆真が目を逸そらした隙に、在紗が駆真の髪かみを摑つかみ、頰ほおに平手打ちを食らわせてくる。


「く──っ!?」


　反はん撃げきしようと拳こぶしを握にぎるが……目に入るその姿は在紗のものである。結局は何もできないまま、殴なぐられ、蹴られて床に転がされる。


「ふふ……格好悪いわね、ねえさま。ほらほらっ、反撃してみてよ……！」


　可愛らしい声でそう叫びながら、在紗がうつ伏ぶせに倒たおれ込んだ駆真の臀でん部ぶを蹴りまくる。


「あっ、あっ、あっ、あ──ッ」


　駆真は不思議と紅潮する頰を隠かくすこともせず、どこか甘い声を出した。何故なぜだろうか、在紗に蹴られていると思うとあまり痛みを感じなかった。


「なぁに、ねえさまったら蹴られて喜んでるの？　ふふっ、変態さんなんだぁ」


「な……ッ、何を言う、そんなことは──」


　言われて、たまらず駆真が抗こう議ぎの声を上げる。だが、


「そりゃっ」


「ああん……ッ！」


　説得力は皆かい無むだった。


　一ひと際きわ強く尻しりを蹴られ、仰あお向むけに転がされたのち、在紗が駆真の腹の上に座り込み、顔に足をぐにぐにと押しつけてきた。


「ほらっ、ほらっ、何か言ってよ、ねえさま」


「ぐ……ぬぬっ……」


　顎あごが、頰が、土に汚よごれた靴くつ底ぞこで踏ふみつけられる。何とも屈くつ辱じよく的な仕打ちである。


　だが、お腹の辺りに感じる程ほど良い重さの負荷とか温もりとかがない交ぜになって、正直何かもうたまんねえ。駆真はトロンとした表情を作り、在紗のされるがままになっていた。


「何、抵てい抗こうしないの……？　ふふ、ねえさまったら本当におかしいのね。気持ち悪いわ」


「あ……っ、ああ……っ」


　──ヤバイ。これはヤバイ。正直癖くせになる。


　普段の優しくて健けな気げで可か憐れんな在紗は確かに最高だ。この世に存在する全すべての美び辞じ麗れい句くを集め集めたとてその存在の一割も語れないほどにパーフェクトだ。


　しかし今の在紗も──イイ。歳としに似合わぬ妖よう艶えんな仕草と表情。サディスティックで高こう慢まんな振ふる舞まい。いつもの在紗とは全く正反対であるのに……嗚呼ああ、何というのだろうか、塩によってさらに甘みが引き出される果実や菓か子しのように、在紗の新たな魅み力りよくを際だたせているのだ。駆真は麻ま薬やくを吸引したかのようなとろけた顔を作って「ぬふぅ」と悶もだえた。


「ふふ……そうだ」


　何を思ったのか、在紗が靴くつを脱ぬぎ、裸足はだしになってから、再び顔に足を押しつけてきた。


「ほら、変態さん。舐なめてもいいのよ？」


「な……ッ、ふ、ふざけるな……！」


　さすがに駆真も声を荒あららげる。


　だが……長旅で蒸むれた在紗の足の匂においが鼻び腔こうをツンと突ついた瞬間、再び駆真は顔をぐにゃりと歪ゆがめた。


「ぅぁ……」


　──もう理性とかいらないんじゃないかな。うん、自分に素す直なおになろうよ駆真。


　駆真はかたかたと歯を鳴らしながら、ミルクを求める赤子のようにゆっくりと口を開き、そこから必要以上に唾だ液えきに濡ぬれた舌を──


「何やってんのよッ！」


　と、寸前で、駆真の身体が横に引っ張られ、それと逆方向に在紗が弾はじき飛ばされる。


「マぁスター！」


　さすがに見かねたのか、槙奈とウタが応おう援えんに駆かけつけたようだった。背負っていた荷物をその場に放ったウタが駆真の身体を引っ張り、槙奈が〈デウス・イクス〉の峰みねで魔ま王おうに殴りかかったらしい。


「ふ──ッ！」


　しかし今の在紗にそんな攻こう撃げきが通用するはずもない。在紗は空中でくるりと体勢を立て直すと、再び愛らしい声音で笑った。


「ふふ、槙奈さん、ウタさん。甘いですよ。大甘です」


　瞬しゆん間かん、在紗の身体が淡あわく発光したかと思うと、そこから不可視の衝しよう撃げき波はが発せられ、駆真たちの身体を勢いよく吹ふき飛ばした。


「く……っ」


　不自然な体勢ながらもどうにか受け身を取り、身を起こす。周囲には同じく体勢を立て直した槙奈とウタ、衝撃波をモロに食らって床ゆかに転がっているアステナの姿があった。


「ふ、ふふ……最高。──たまらない」


　在紗は嗜し虐ぎやくの喜びに打ち震ふるえるように身体をくねらせると、恍こう惚こつとした笑みを顔いっぱいに湛たたえ、駆真に目を向けた。


「でも、そろそろ終わりにしよ……？　ねえさま……バイバイ」


　静かに告げ、在紗が軽く身体を反らす。


　そして勢いよく体勢を戻もどすと同時、角と角の中心──顔の前あたりに黒い光を収束させ、凄すさまじい出力の光線を発射した。


「な──っ」


　漆しつ黒こくの光線が、空気中に散らばった塵ちりや埃ほこりを焦こがしながら駆真たちに迫せまる。


　誰だれもが一瞬死を覚かく悟ごしたろう。だが──


「え……？」


　呆然とした様子で間の抜ぬけた声を発する。


　恐おそろしい破は壊かい力を有していたであろう漆黒の光線が、駆真に届く前に霞かすみのように搔かき消えたのである。


「……っ？」


　在紗がわざとやったのかとも思ったが──どうも違ちがうらしい。彼女もその愛くるしい顔を不ふ審しんそうな色に染めている。


　駆真は在紗から、視線を自分の方に滑すべらせた。その間にあるのは、先ほどウタが放った荷に袋ぶくろの山くらいである。少なくとも、在紗の光線を防ぐことができるとは思えなかった。


「──！　まさか……！」


　と、アステナが何かを思いだしたように目を見開くと、二、三度躓つまずきそうになりながら荷物の山に走っていった。


　そしてその中から、何故か先せん端たんの折れた出で刃ば包ぼう丁ちようを取り出す。


「ッ……、それは──」


　在紗が、今までにない狼ろう狽ばいの声を上げる。


「……？　アステナ、なんだそれは」


　駆真が訊きくと、アステナは興奮した様子で駆真のもとに走り寄ってきた。


「千年前、魔王を倒したとされる聖せい剣けんです……っ！　ちょっとした手違いで折れてしまったのですが、もしかしてこれは……」


　言って、剣……と言い張るそれを駆真に差し出してくる。


　駆真は怪け訝げんそうな顔をしながらも、その剣の柄つかを握った。──瞬間、刀身がぼんやりとした輝かがやきを放ち始める。


「──やっぱり！　カルマ様こそ真の勇者様だったのですね……ッ！」


「……よくわからんが。これを使えば魔王を在紗の身体からだから追い出せるのか？」


「その聖剣には、魔王の魔力を封ふうじる力があるとされています！　もしかしたら──」


「そうか。……で、どうすればいい」


　在紗に油断なく視線を放ちながら、ぼんやりと光る出刃包丁を構える。


「はい……！　聖剣で魔王を斬きりつければきっと！」


「……何？」


　駆真は顔を在紗に向けたまま、空いた手でアステナの襟えり首くびを摑んだ。


「貴様……っ、在紗の身体に傷をつけろというのか……っ！」


「ひぐっ──く、苦しいです、カルマ様っ……！　じゃ、じゃあ軽く、軽ぅ～く刀身の腹を頭にぶつけるだけでもいいですから……！」


「ふざけるな！　そんな真似まねができるかっ！」


　駆真が叫さけぶと、戦せん慄りつの表情を浮うかべていた在紗が、不敵な笑みを取り戻していった。


「ふ……うふふ、そうだよね。ねえさまは、私を傷つけたりしないよね」


　だが──次の瞬間、駆真は後方から羽は交がい締じめにされ、身体の自由を奪うばわれた。見やると、いつの間にか槙奈が後ろに回り込み、駆真を押さえつけていることがわかる。


「っ──、鳶とび一いち……？　何をする」


　駆真が怪訝そうに言う。が、槙奈は構わず、前方に向かって声を張り上げた。


「ウタ！」


「はいハイ！」


　それに応こたえるように、ウタが背から幾いく本ほんもケーブルを伸のばし、在紗の身体を搦からめ捕とる。


「──っ、これ……」


　そして在紗が驚おどろいている間に、その身体を一気に駆真の方に引き寄せる。──正しくは、駆真の持つ聖剣の方へ。


「────ッ！」


「あ──」


　駆真と在紗が同時に目を見開く。が──遅おそい。


　ウタのケーブルで拘こう束そくされた在紗は、綺き麗れいに駆真の手元に吸い込まれ、その頭部を、駆真の持つ出刃包丁の背に軽くコツンと打ち付けた。


「つ……ッ」


　と、在紗の口から黒い霧きりのようなモノが吹き出、頭部に生えていた角が消えていく。


『ぐぁぁぁぁ──ッ!?』


　声が。


　在紗のものでない、魔王の叫びが、駆真たちの耳に響ひびいた。


「やった……！」


　アステナが力強くガッツポーズを取る。


「あ、ああああ在紗っ！」


　駆真は力任せに槙奈の腕うでを解ほどくと、力の抜けた在紗の身体を抱だきかかえた。





[image: ]


　そして在紗の身体を優やさしく横たえると、槙奈とウタに刺さすような視線を送ってから、慈いつくしむように今し方叩たたいた頭をさすってやる。


「ご、ごめんね、ごめんね在紗……痛かった……？」


　駆真が言うと、在紗が小さくうなってから目を開けた。


「ん──ううん……大だい丈じよう夫ぶよ、ねえさま」


「在紗──！」


　伝説の聖剣を乱雑に放り、駆真は在紗をぎゅっと抱きしめた。


「い、痛いよ、ねえさま……」


「あ、ご、ごめん……！」


　慌あわてたように身体を離はなして数秒の間見つめ合い、どちらからともなく笑う。


　そんな二人のもとに、アステナ、槙奈、ウタの三人が走り寄ってきた。


「で、今ので終わったわけ……？」


　槙奈が油断なく辺りの様子を窺うかがうようにしながら言う。ウタもまだ張った気を解かず、周囲にケーブルを展開させたままだった。


「はい──多分、ですが」


　アステナが恐る恐るといった調子で首しゆ肯こうする。


　が──


　次の瞬間、駆真たちのいる魔王城が──揺ゆれた。


「──な」


　短く声を漏もらしながら、咄とつ嗟さに在紗を守るように抱きかかえる。


　壁かべや天てん井じように亀き裂れつが入り、床が異常なまでに隆りゆう起きしていく。地じ震しん……にしては震しん動どうが不自然だった。まるで、城が地下から何かに押し上げられるような、異様な揺れであったのだ。


　だがその城の中にいる駆真たちに、そんなことを判断している余よ裕ゆうなどはなかった。


「ウタ！」


「はいハイ！」


　駆真が叫ぶと、ウタはすぐにその意図を察したのか、床に這はわせていたケーブルを蠢しゆん動どうさせ、先端に生えた『手』を固めて、亀裂の入っていた壁に連続して叩きつけた。


「ちょリャぁあああああアア！」


　数秒で、石造りの壁に大穴が空く。


　駆真が在紗を、槙奈がアステナを抱かかえ、それぞれの足にウタがケーブルを伸ばして組み付き、一行は崩ほう落らくする魔王城から空に躍おどった。もう城の上空に暗雲や雷かみなりは見あたらず、ただ青い空が広がっているのみである。


　駆真たちが逃のがれた次の瞬間、凄まじい音と土つち煙けむりを上げて、魔王城が崩くずれ落ちる。これでは城内にいた魔ま族ぞくたちはひとたまりもあるまい。まさに間かん一いつ髪ぱつといったところだった。


「ひ──っ、ひ──っ」


　槙奈に抱えられたアステナが、喘ぜん息そく患かん者じやのような呼吸をする。


「お、終わった……んですよね……？」


　そして、誰かに同意を求めるように小さな呟つぶやきを発してくる。


　だが、駆真は首を縦には振ふれなかった。


「あれは──なんだ……？」


　在紗を不安がらせたくはなかったのだが……自然と表情が強こわばってしまう。


　しかしそれも無理のないことだろう。崩落した魔王城跡あとから、大小さまざまな、甲こう殻かくのような皮ひ膚ふを持った獣けものが次々と顔を出してきたのだから。


「は……？　アレって……」


　槙奈が怪訝そうな声を出す。だがそれも当然であった。少なくとも駆真は今、彼女と同じ感想を持っていた。


　地を這う獣の群。


　その姿が蒼そう穹きゆう園えんに生息する人類の天敵──空獣エアに酷こく似じしていたのである。


　否いな……完かん璧ぺきに同じではないのだ。蒼穹園にいる空獣エアよりも全体的に皮膚の色が薄うすいし、羽もほとんど発達していない。それになにより──彼らは、空を飛んでいない。


　空獣エアの身体は不ふ随ずい意いに浮ふ遊ゆうする性質を持っている。それこそ死したあとも、空に残り続けるのである。


「空を飛ばない空獣エア……？　な、何よあいつら──」


「わからん。何故なぜレーベンシュアイツに……」


　槙奈と駆真が眉まゆ根ねを寄せながら言葉を交かわす。


「ンんー……あの怪かい物ぶつ君たチ、ナンか随ずい分ぶん昔にドッカで見たこトある気が……？」


　と、会話に割り込むように、ウタが首を傾かしげた。


　だが、次いでアステナが発した声の方に、駆真たちの意識は集中した。


「あれは……まさか、伝承にあった千億魔獣軍サウザンズ・デスペア……っ!?」


「サウ──なんだと？」


　聞き返しながらも駆真はぴくりとこめかみを動かしていた。以前アステナからその名前を聞いたことがある気がする。


「か、かつて大地を蹂じゆう躙りんし尽つくしたといわれる最強の魔ま獣じゆうの群れです……っ！　まさか、まさか魔王がすでにこれを復活させていたなんて──！」


『────否』


　アステナの声に否定を返したのは、駆真でも槙奈でも在紗でも、無論ウタでもなかった。


　風に搔かき消されそうなほど朧おぼろ気げにだが──男の声がどこからともなく響いてくる。


「魔王……？　貴様、まだ生きていたか……っ！」


　駆真が視線を尖とがらせながら、在紗を庇かばうようにして辺りを見回す。


　しかし在紗は駆真のそんな行動を止めさせるように首を振ると、こくんと唾だ液えきを飲み下してから口を開いた。


「ねえさま、今はそれよりも。──魔王さん、どういうことですか？」


　在紗が問うと、魔王は少し照れるように間を空けてから言葉を続けてきた。


『──レーベンシュアイツの伝承にどのようなことが記されているかは知らんが……あれは、あの魔獣軍は、私の軍門などではない』


「な、何ですって……？　ではあれは──？」


『遥はるか昔──私がレーベンシュアイツに侵しん攻こうするさらに前の話だ。この世界には私──ルーン・ロヴァルツが率いる軍勢の他にもう一つ、〈女王〉が率いる獣の軍勢がおり、激しい戦いを繰くり広げていたのだ』


「獣の──軍勢……」


『そう。……その圧あつ倒とう的てきな物量に、我らは一時壊かい滅めつ状態にまで追い込まれた。──そこで私は巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを敷しき、〈女王〉ごと魔獣軍を異界に転送したのだ』


「……はあっ!?」


　表情を歪ゆがめ、そんな声を発したのは槙奈だった。


　しかし魔王は槙奈の言葉に微み塵じんも反応を示さず、言葉を続けた。


『──だが全すべての魔獣を放ほう逐ちくすることは叶かなわず、残った獣たちは私が魔王城の地下に封ふう印いんしていた。……千年前の封印だ。かなり綻ほころびていたのを、私が無理矢理魔力を上乗せして封ふうじていたのだ。聖せい剣けんによって著しく私の力が削そがれたため、目覚めたに違ちがいない』


「…………」


　駆真は無言のまま、地を這い回る獣たちを眺ながめた。


　空獣エアの等級に当てはめれば、大型種のワイバーン級といったところだろうか。首と尻尾しつぽの長い、トカゲのようなフォルムをした巨大な魔獣が、駆真たちのいる空まで轟とどろく咆ほう吼こうを上げている。まるで目覚めを喜ぶように。もしくは──まるで知らぬ時代に目覚めてしまったことに困こん惑わくするように。


　確かに強大な敵であるが……騎き士し団で小隊長を務める駆真と槙奈にとっては、絶対に倒たおせないというほどの相手でもない。


　──だが、問題はその数だった。


「ちょ、ちょっと……どんだけ出てくんのよあれ」


　槙奈の狼ろう狽ばいに満ちた声が聞こえてくる。確かに彼女の言うとおり、魔獣の群れはまるで滾こん々こんと湧わき出る水の如ごとく際限なく地上に這い出てきていた。


「魔王。貴様どれだけの数を封印したんだ……？」


『ふん、いちいち数えてなどいない。ただ──容易たやすく倒せる数ならば、そもそも封印などという面めん倒どうな手段はとらん』


「…………」


　道理である。駆真は唇くちびるを嚙かむように押おし黙だまった。


「こ、これは一体どうすればッ！　放っておいたらレーベンシュアイツが……！」


　アステナが、槙奈の腕の中でバタバタと足を動かす。


「ちょ……っ、動かないで！　落ちたいの!?」


「だ、だって……だって！」


　先ほどとは別の意味で涙なみだ目になりながら、アステナが叫さけぶ。


「……アステナ」


　その様子を横から見ていた駆真は、静かに声を発した。冷静で落ち着き払はらったその様子に、アステナがぴくりと表情筋を動かして停止する。


「カルマ様……？　も、もしかして、何か手があるんですか!?」


　アステナが、希望に満ちた瞳ひとみで駆真を見つめてくる。


　駆真は、今度は慈じ愛あいともとれるような優しさに溢あふれた声こわ音ねでこう呟いた。


「帰るか」


「…………は？」


　呆ぼう然ぜんとした感で、アステナ。


「魔王は倒した。蒼穹園に帰ろう。もう精せい霊れいも解放されているだろう。空間転移を頼たのむ」


「え……？　ちょ、ちょっと、カルマ様……？　ま、まだやることがあるんじゃ……？」


「──ああ、そうだったな。では今すぐ王城へ行き、報ほう奨しよう金をもらってから帰ろう」


「い、いや、そうじゃなくて……！」


「急ぐぞ。王城にこの現状が伝わる前に帰らねばならん」


「……ッ！　カ、カルマ様!?　冗じよう談だんでしょう!?」


　実質的にレーベンシュアイツを見捨てる旨むねの発言をした駆真に、アステナが吠ほえる。


「お、お願いします……っ！　あの魔獣軍を倒すのを手伝ってください……！　報奨金はいくらでも払いますから……っ！」


「九十万苑えん分あればいい。それくらいの働きはしただろう？」


「そ、そーいう問題ではなくて……！　目の前で一つの国が危機に瀕ひんしているんですよ!?　救おうと思うのが普、つ、う……」


　言葉の途と中ちゆうで、アステナは頰ほおをぴくつかせる。駆真にその『普ふ通つう』が通用しないことを、彼女は誰だれよりもよく知っているはずであった。


　しかし……


「ねえさま……」


「……っ！」


　自分の腕うでの中から響ひびいてきた小さな小さな声に、駆真は息を詰つまらせた。


　見やると、在紗が悲しそうな目で駆真を見上げてきているのがわかる。


「お願い……アステナさんを助けてあげて」


「…………う」


　駆真は短くうめくと、大きなため息を発した。


「……仕方ない。手伝え、鳶一、アステナ、ウタ」


「──！　あ、ありがとうございますっ！」


　アステナが駆真──というか在紗に頭を下げる。


「ちょっと、なんで私があんたに指図されなきゃなんないわけ？」


「まあマア、いいジャないデスカア」


　唇を尖らせる槙奈と、それをなだめるウタの声がアステナに続く。


　駆真はもう一度大きく吐と息いきしたあと、再び地上に蠢うごめく魔獣軍を睨ねめた。絶えることなく地中から這はい出してくる巨大な獣。もうすでにその数は百を超こえようとしていたが、まだまだ勢いは衰おとろえない。このままでは、すぐに視界中を覆おおい尽くしてしまうだろう。


「……しかし、これをどう処理する……？」


　確かに今この場には、エースクラスの騎士が二人に、レーベンシュアイツの宮きゆう廷てい盟術師、皇おう華か栄えい禅ぜんの魔人と、普通ならば考えられないような恐おそろしい面子メンツが揃そろってはいる。


　だが魔王の言葉が示すように、空獣エア──魔獣軍の恐ろしさはその圧倒的なまでの『数』なのである。止めどなく溢れてくる獣たちとの持久戦となれば駆真たちに勝ちの目などはない。


　そんな駆真の思考を察したのか、アステナが拳こぶしを握にぎりながら口を開いた。


「わ、私が盟術で再び魔獣軍を封印してみせますので、どうかその間、魔獣軍の進行を足止めしておいてください……ッ！」


『──ふん、貴様ごときが全ての魔獣を封ずることなどできるものか』


　そんなアステナの言葉に反応したのは、どこからともなく聞こえてくる魔王の声だった。


「や、やってみなければわかりませんっ！」


『……ならば好きにするがいい。もう私には関かかわりのないことだ』


　それきり、魔王の声は聞こえなくなった。


　アステナは気を取り直すように咳せき払ばらいをし、精霊の感かん触しよくを確かめるように手を蠢かしたあと、盟術を発動させて槙奈の腕から自力で飛び立った。


「よ、よし……っ！　やっぱり精霊は解放されています。──では、これから方ほう陣じんを敷きますので──」


　言うとアステナは、手の平一いつ杯ぱいに精霊を集め、両りよう腕うでを広げて辺りに光の帯を広げた。


　魔王城を中心とした巨大な円が、淡あわい光の線によって描えがかれる。


「術が完成するまでこの円の中から、魔ま獣じゆう軍を出さないようにしてください。お願いします……！」


　アステナは全員の顔を見ながらそう言ってすぐ、身体からだの周囲に幻げん素その淡い光を纏まとわせて、何やら呪じゆ文もんのようなものを呟つぶやき始めた。


「……ったく、しょうがないわね。私は南側押さえるから、他頼むわよ」


「はいハイ、ではワタクシはこっチをバ」


　槙奈が身体の向きを変えると同時、駆真と槙奈の足に摑つかまっていたウタが『手』を離はなし、地上に落下していく。


「……ふん」


　駆真は鼻を鳴らすと天てん駆く機き関かんを〈翔ソア〉駆く動どうさせ、近くの小高い丘おかに在紗を連れて飛んだ。


「じゃあ在紗、ちょっとだけ待っててね。ここなら多分安全だから」


「うん……気を付けてね、ねえさま」


　心配そうに言ってくる在紗に笑顔で手を振ふり、駆真は空を蹴けった。


　蒼そう穹きゆう園えん騎士団でも最速レベルの飛空速度を誇ほこる駆真のマーケルハウツ式天駆機関は、十秒とかからずに獣けものの群れに肉にく薄はくする。


「──ッ、──ッ、──ッ」


　駆真は身を捻ひねると、断続的に肺から息を絞しぼり出しつつ、群れの外側にいた魔獣の頭部を蹴り払った。


「──!?」


　驚おどろくほどに抵てい抗こうが少ない。巨大な魔獣は脳を揺ゆらされたためか、咆吼を上げることすら忘れてその場に倒れ伏ふした。


「……空獣エアに比べて皮ひ膚ふの硬こう度どが高くないな。それに何より──」


　今の襲しゆう撃げきで魔獣たちも敵の存在に気づいたのだろう。一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。しかし駆真は微塵も焦あせらず天駆機関を〈翔ソア〉駆動させると、一いつ瞬しゆんのうちに空へと逃にげ去さった。


　──空を、飛ばない。


　普通の獣であれば当たり前の事象が、何故か新しん鮮せんに感じる。


　魔ま王おうの言葉を信じれば、この魔獣たちは蒼穹園の空獣エアの原種なのかもしれない。だがその脅きよう威いは、同程度の体たい軀くを誇るワイバーン級に大きく劣おとっていた。


「……これならば──」


　駆真は小さく目を細めると、再び地に蠢く獣たちのもとに降下し、連続してその頭に、首に、背に蹴りを突つき立てていった。


　魔獣たちが耳が痛むほどの咆吼を上げ、次々と倒れていく。


　駆真は凄すさまじい速度で外周部の獣たちを屠ほふると、獣の死し骸がいで土手を作っていった。無論、アステナの示した円の外側に、獣たちを出さないためである。


「ふ────ッ──！」


　幾いく体たい目かの魔獣の首を折り、駆真はまたも一いつ旦たん空に離り脱だつした。


　その際あたりをぐるりと見み渡わたす。他のポイントではウタと槙奈が、駆真と同じように順調に魔獣を倒している。


　と、そのとき、魔王城跡あとのちょうど真上──アステナの浮ふ遊ゆうしている位置から、一ひと際きわ大きな光が生まれた。


「皆みなさん、方陣が完成しました……！　円内の地面を踏ふまないようにしてくださいっ！」


　空中に複雑かつ巨きよ大だいな方陣を描いたアステナが、大声を張り上げる。


　魔獣と交戦していた槙奈が空中に身を躍おどらせ、ウタが凄まじい土つち煙けむりを上げながら外へと離脱する。それを確認するように首を回してから、アステナが両手を下ろした。


「〈永獄ジエイル〉──!!」


　それに合わせ、彼女の足下に展開していた巨大な方陣が、さらにその面積を増しながら、地面に吸い込まれるように下降していく。


　そしてその方陣が、元から地に描かれていた円とかちりと合わさり──瞬間、その円の内部が、太陽のように輝かがやき始めた。


「……っ、これは」


　駆真はのどの奥から、驚きの声を絞り出した。


　その光に触ふれた魔獣とその死骸が、足下から地面に吸い込まれていくのである。


　耳が痛くなるほどの咆吼を上げ、魔獣たちが徐じよ々じよに消えていく。


　三分ほどあとには、もうその場に、生物の姿はなくなっていた。


「や、──った……！」


　アステナが空中でガッツポーズを取る。……が、


「……ッ!?」


　魔王城の残ざん骸がいが再び蠢しゆん動どうしたかと思うと、再びそこから、幾体もの魔獣が姿を現した。


「そ、そんな……！」


　悲ひ愴そうな表情を作り、アステナが肩かたを震ふるわせる。駆真は天駆機関を〈翔ソア〉駆動させ彼女の元に寄ると、再び湧わき出つつある魔獣軍を見下ろしながら口を開いた。


「どういうことだ。おまえの術が効かなかったのか？」


「い、いえ──そんなことはありません！　ない、と……思います」


　気弱そうに肩をすぼめながら、アステナが続ける。


「ち、地上に出ていた魔獣たちの再封ふう印いんは成功しました。多分……ですけど。でも、まだ姿を現していなかった魔獣たちが、魔王城跡から出てきているのだと思います」


「……もっと地上に出した方がいいということか？」


「いえ……あれ以上の数になると、私の術では一度に封ふうじきることができません……」


「なら、どうする」


　駆真が問うと、アステナは数瞬の間考えを巡めぐらせるような仕草を見せ──


「ま、また先ほどと同じように、一定数が姿を現した段階で封印していきます。何度もそれを繰くり返せばいつかは──！」


　予想通りの答えに、駆真は眉まゆを歪ゆがめて舌打ちした。


　だが在紗がいる手前、レーベンシュアイツを見捨てるわけにもいかない。駆真は仕方なくアステナの背を軽く叩たたくと、天駆機関を駆動させて持ち場に戻もどっていった。








　日が傾かたむき、レーベンシュアイツ本島北部──数時間前まで魔王城が聳そびえていた地には、もう微かすかに赤く色づいた太陽の光が降り注いでいた。


「……ねえさま」


　在紗は胸むな元もとで祈いのるように手を握りながら、小さな声で呟いた。


　魔王城跡から少し離れたところにある小高い丘の上からは、戦いの様子を一望することができる。地面に夥おびただしい数の魔獣が蠢き、その上空にアステナが、そしてその周囲を埋うめるように、駆真、槙奈、ウタが展開していた。


　ぎりぎり光の円に収まるくらいの魔獣を出現させ、アステナの盟術で封印する。


　その行動を、駆真たちは在紗が数えているだけでも十回以上続けていた。


　しかもそのたび、幾体もの魔獣を倒たおし、他の魔獣たちの進行を妨さまたげるための壁かべを築いているのである。在紗の素しろ人うと目から見ても、駆真たちが疲つかれ切っていることは明白だった。


　と、魔獣の首を蹴り飛ばした駆真が、体勢を立て直せないでいるところに、別の魔獣の尾おが叩きつけられる。


「ねえさま──っ！」


　思わず、叫さけんでしまう。……どうやらすんでのところで駆真は攻こう撃げきを避さけたらしい。が、やはり体力に限界が訪れているのだろう、一時空に逃げ、しばらくその位置で停止してしまう。


『……ふん、やはり無理であったか』


「────っ！」


　不意に響ひびいた声に、在紗はバッと振り返った。が、すぐにそれが魔王のものであることを悟さとり、どこを向いても無む駄だと視線を戻す。


「……どういうことですか、魔王さん」


『そのままの意味だ。あの盟術師、腕うでは確かなようだが……あれでは一生かけても魔獣軍を封じることなどできはしないだろう』


「……ッ!?」


　在紗が驚きに顔を染める。


『小規模の集団に分けて封印をするあの手法では、全すべての獣を封印し終わる前に、最初に封じたものが孔あなを通って出てきてしまう。──もっともあのペースでは、そうなる前に勇者たちの体力が尽つきて終しまいだろうがな』


「そ、そんな──っ！」


『当然の結果だ。私でさえ魔獣軍を異世界に送る術を構成するのに一週間、残党を封印する術を構成するのに丸二日もの時を要したのだ。如何いかにあの盟術師の腕が良かろうと、高々十数分で組成した術で完全に獣共を封じることができるはずがない』


　淡たん々たんと告げる魔王の声に、在紗は顔を青ざめさせた。


　視界に目ま映ばゆい光が溢あふれる。どうやらまた、アステナが魔獣軍を封印したらしい。だが、それから数秒も経たたぬうちに、次なる魔獣の群れが顔を出してくる。


　在紗はこくりと唾だ液えきを飲み下すと、意を決したように軽く顔を上に向けた。


「魔王さん」


『何だ、アリサよ』


　駆真やアステナに向けるのとは明らかに調子の違ちがう、柔やわらかな声こわ音ねで魔王が返してくる。


「えと……こんなことを言うのはずるいってわかってます。……でも、お願いします。ねえさまたちを──助けてください」


　都合のいい話だとはわかっていた。何しろ在紗たちは魔王を打ち倒すために旅をしてきたのである。


　だが、今はそんなことを言っている場合ではなかった。駆真が、在紗の大好きな叔お母ばが、このままではやられてしまうかもしれないのだ。


　魔王はしばらく黙だまっていたが、小さなため息のような音を響かせてから返してきた。


『アリサよ。我わが愛いとしき少女よ。私はおまえの望みを叶かなえるためなら何でもしよう。──だが、不可能なことを可能にすることは、できん。千年前でさえ二日を要した術だ。身体からだのない今の状態では……』


「身体なら──ここに」


　在紗は緊きん張ちように指を震わせながら、自分の胸を叩いた。


『……魅み力りよく的な提案だな。だが怖こわくはないのか？　今の私に、強制的に生物の身体に憑ひよう依いするだけの力はない。だが、対象がそれを受け入れているのなら話は別なのだぞ』


「……でも、そうしなきゃ、ねえさまが……」


『私がまた勇者を襲うとは考えないのか？』


　魔王が問うてくる。在紗は微ほほ笑えみながら返した。


「それは、やめてください」


『…………』


　しばしの無言のあと、魔王は声を続けてきた。


『……ふふ、それで信じられるのか？　この私を。今まで幾いく度どとなく人間を騙だまし欺あざむいてきたこの魔王を』


「──大だい丈じよう夫ぶです。あなたは悪い人だけれど、きっと、大丈夫です」


　何の根こん拠きよもない在紗の言葉に、魔王が笑う。


『ふ、は、は、は、は。……アリサよ、やはりおまえは素す晴ばらしい。ますます妻に欲ほしくなったぞ』


　……が、すぐにトーンダウンすると、残念そうな声を響かせてきた。


『だが、それでも無理だ。身体を得たとて、力を削そがれた今の状態では、術が完成する前にレーベンシュアイツは獣けもの共どもに食くい荒あらされていることだろう』


「そんな……」


　最後の希望が断たれる。在紗は下した唇くちびるを嚙かんだ。


『だが』


「……え？」


『先ほどおまえに憑依したときに気づいたのだが……一つだけ、もっとも単純で、確実な方法がある。──アリサ、おまえにしかできない、な』


「な──なんですか、それは」


　在紗が拳こぶしを握にぎりながら問いを発する。


　魔ま王おうは少し逡しゆん巡じゆんのようなものを見せてから答えてきた。


『それは──』








「く……ッ、まだ尽きないのか。一体どれだけの数が封印されている……ッ」


　珍めずらしく弱音じみた声を吐はき、駆真が顔を歪める。


　魔ま獣じゆう軍が現れてから数時間。何度も何度も封印を繰り返しているのだが、一向にその勢いが収まる様子はなかった。


　さすがにたった四人でこれだけの数の魔獣を相手するのは無理がある。体力的にもそろそろ限界であるし──それ以前に、天てん駆く機き関かんの推すい進しん剤ざいが切れてしまうだろう。


　どうやら槙奈やアステナももうかなりへばっているようだった。魔獣を倒したり、術を組成したりする速度が、段々と落ちてきている。唯ゆい一いつウタはまだ元気のようだったが、彼女のみに任せては、すぐに魔獣の群れに飲み込まれてしまうだろう。


「……まずいな。このままでは……」


　と、眉をひそめた駆真は、何かの気配を感じた気がして、不意に後方──在紗を置いてきた丘おかの方を振ふり返った。


　その感覚は間ま違ちがいではなかったらしい。駆真のすぐ後ろに、在紗が浮ふ遊ゆうしていた。──側頭部に、ねじくれ曲がった角を生やした在紗が。


「──ッ！」


　思わず、構えてしまう。しかし在紗はそんな駆真の様子に苦笑すると、


「大丈夫よ、ねえさま。魔王さんが力を貸してくれたの」


　天駆機関さえ着けずに浮遊したまま、その場でくるりと身体を回してみせる。


「魔王が……？」


　在紗は小さくうなずいて肯こう定ていの意を示すにとどめ、すぐ下方──魔獣たちの方に降りて行った。


「在紗……！」


　慌あわててそのあとを追う。


　と、何故か魔獣たちが一いつ斉せいに、在紗の存在に気づいたかのように顔を上げると、今までとは異なった吠ほえ声を轟とどろかせ始めた。


　そう、今までが威い嚇かくだったとするのなら──まるで、飼い主に甘える犬のような、のどをゴロゴロと震ふるわせた鳴き声だった。


「何だ……？」


　それも魔王の力なのだろうか。在紗がごく低空まで降りていっても、魔獣たちは在紗を襲おそおうとはしなかった。


　そして在紗は軽く身を反らすと空気を深く吸い込み、大きな大きな声を響かせた。


「──止まれぇぇぇぇぇぇぇっ──！」


　瞬しゆん間かん。


　何ものにも構わず魔王城跡あとから進しん撃げきしていた魔獣軍の動きが、一斉にぴたりと停止した。


「な──」


　駆真は身体を硬こう直ちよくさせた。


　幾いく度ど駆真が頭を潰つぶそうと、幾度アステナが地の底に落とそうと進行を止めなかった魔獣軍が、一瞬にしてその足を止めたのだ。


　在紗はそのままもう一度息を吸い込むと、
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「──戻もどれぇっ！」


　魔王城跡を指さしながら、叫んだ。


　──その言葉に従い、魔獣たちが大人しく城の方へ戻っていく。


　十数分後、周囲の森を散々踏ふみ荒らしていた獣の群れは、一体たりとも残ってはいなかった。


「在紗……？」


「…………」


　在紗が無言のまま、駆真のもとに飛んでくる。


　そして駆真が口を開くよりも早く、彼女の側頭部から角が消失したかと思うと、がくりと身体から力が抜ぬけ、そのまま地上に落下していった。


「──っ！」


　慌てて天駆機関を駆く動どうさせて在紗の下方に回り込み、その小さな身体をキャッチする。


「魔王め……ッ、なんてタイミングで……っ！」


　忌いま々いましげに歯は嚙がみする。ちゃんと在紗の身体から出ていったのは評価するが、あまりにも危険すぎる。


　どうやら在紗は意識を失っているようだった。駆真の腕の中で静かな寝ね息いきを立てている。


「…………」


　駆真はその可愛かわいらしい顔を見つめながら、今起こったことを思い起こしていた。


　何か特別なことをしたようには見えない。


　本当に、ただ『言った』だけなのである。


　──止まれ。


　そして、


　──戻れ。


「……まさかな。空獣エアの原種が、人間の言葉を解するわけがない」


　もし仮に理解したとしても──その命令に従う道理がない。


　恐おそらく、何らかの魔王の能力であったのだろう。


　なのに、何故なぜだろうか──


「……在紗」


　駆真は、少し、ほんの少しだけ、在紗に不思議な違い和わ感かんのようなものを、感じていた。





　　　　　　　◇





「はあ……疲つかれた」


「うん、大変だったね……」


　駆真と在紗は空間の壁かべを越こえて自宅に戻るなり、二人でほぼ同時にリビングのソファにダイブした。


　魔王を打ち倒たおし、魔獣軍の再封ふう印いんをも完かん遂すいしたのが、昨日のことである。その日の夜はレーベンシュアイツ王城で盛大な宴うたげが催もよおされたため、蒼そう穹きゆう園えんに帰って来られたのは日付が変わり日が昇のぼってからのことだった。


「でも……」


　駆真は唇くちびるの端はしを上げると、レーベンシュアイツから持ってきた荷物を、テーブルの上に広げた。


　比ひ較かく的てき大きめのテーブルの上に、夥おびただしい数の金貨や、高級そうな装身具などがこれでもかと言わんばかりに積み上げられる。全て、レーベンシュアイツ王からの報ほう奨しようであった。これだけあれば、旅行代金など言うに及およばず、法外な違い約やく金きんを支し払はらっても莫ばく大だいなお釣つりが来るだろう。


　出発日は今からおよそ一週間後である。換かん金きんの手間はあるが、十分な余よ裕ゆうを残して目標額を達成することができた。


「やったね」


　駆真は満面の笑みを浮うかべると、在紗に向かって親指をグッと立てた。


「……ふふっ」


　在紗が微ほほ笑えみながら、駆真と同じような仕草で返してくる。


　と──荷物の中に気になるものを見つけて、駆真は眉まゆをひそめた。金銀財宝に紛まぎれて、先せん端たんの折れた出で刃ば包ぼう丁ちようが入っていたのだ。


「これは──聖せい剣けん……？　なんだウタめ、こんなものまで持ってきていたのか」


　報奨の荷造りは全てウタに一任していたのだが（その間、駆真は在紗と宴の席でそれはもう楽しくお食事中だった）、何を思ったのか聖剣までその中に入れていたらしい。


　別にこちらとしては問題ないのだが、レーベンシュアイツにとっては勇者が使った伝説の聖剣であるはずだ。持ってきてしまってよかったのだろうか。


「まあ……別に構わないか。必要ならアステナあたりが取りに来るだろう」


　言って小さくうなずき、換金しやすそうな金貨を、テーブルの右側に分けていく。


　と、そこで駆真は、自分たちがまだ着き替がえを済ませていないことに気づいた。


「──とりあえず、先に着替えて来ちゃおうか」


「あ……」


　在紗も言われて初めて気づいたらしい。頰ほおを淡あわい朱しゆに染め、パタパタと二階の自室に上がっていった。








「……んしょ」


　鎧よろいを外してから勇者の服を脱ぬぎ、下着姿になった在紗は、自室の隅すみに置かれた姿見の前に後ろ向きで立ち、背を覗のぞくように首を回した。


　白い背に羽は見受けられない。在紗は放念するように吐と息いきした。


「間に合った……」


　言って、勇者の服の懐ふところから覗く袋ふくろ──レーベンシュアイツから蒼穹園に戻る際、アステナから手て渡わたされた薬に視線を送る。どうにか目立った発作が起こる前に、予備の薬を手に入れることができたのである。


　しかし。


　在紗は着替えの服を手に取ったまま目を伏ふせると、軽く顔を上げて考えを巡めぐらせた。


（──先ほどおまえに憑ひよう依いしたときに気づいたのだが……一つだけ、もっとも単純で、確実な方法がある。──アリサ、おまえにしかできない、な）


　昨日魔獣軍を封印する際に、魔王が言った言葉が頭の中に蘇よみがえる。


（──簡単な話だ。奴やつらに命ずればよい。止まれ、そして、戻れとな）


　正直、意味がわからなかった。在紗がそんなことを言ったところで、一体何になるというのかが理解できなかった。


　だが……結果はあの通りである。


「一体、私って……」


「気に病やむことはない」


「でも……」


「アリサはアリサ。それでいいではないか。うむ、私はおまえの出自など気にせんぞ」


「…………？」


　在紗は首を捻ねじり、部屋を見回した。今、部屋には在紗一人のはずである。


　と、在紗はくるりと回していた首を、ベッドの上で止めた。


「ッ……!?」


　その上に置かれた、ウサギと犬をミックスしたようなデザインのぬいぐるみ──在紗の誕生日に駆真がくれた、蒼穹園騎き士し団公式キャラクター・そうきゅんが、腕うで組ぐみしながらうんうんとうなずいているのである。


　しかも、その頭部には特とく徴ちよう的なねじくれ曲がった角が生えていた。


「む、どうした、アリサよ」


　そうきゅんが不思議そうに小首を傾かしげてくる。


　あまりに予想外の事態に、脳の処理が追いつかない。在紗は大きく息を吸い込むと、


「──きゃあぁぁぁぁぁっ!?」


　普ふ段だんなら上げないような、大きな叫さけび声を発した。








「……っ!?」


　在紗より一足早く着替えを済ませ、ソファに腰こし掛かけていた駆真は、突とつ然ぜん響ひびいてきた在紗の声に、泡あわを食って駆かけだした。


「在紗──」


　凄すさまじい勢いで階段を駆け上がると、部屋の扉とびらから、下着姿の在紗が飛び出してきた。


「ど、どうしたの……っ!?」


　在紗は呼吸を落ち着けるように自分の胸部をさすったあと、ベッドの上を指さした。


「あ、あれ……」


「……？」


　在紗の指し示す方向に視線をやる。そこには。


「む、勇者か。邪じや魔ましているぞ」


　頭に角を生やしたそうきゅんが、尊大そうな調子でベッドに腰掛けていた。


「…………魔ま王おう」


「うむ、なんだ」


　駆真の言葉に、そうきゅんが首しゆ肯こうする。


「…………」


　駆真は無言で階段を降りると、すぐ折れた出刃包丁を持って在紗の部屋に戻り……


「とう」


　言って、そうきゅんの頭部に剣を振ふり下ろした。


「……ぬッ!?」


　だが、そうきゅんはその短い手（前足？）を器用に上に伸のばすと、真しん剣けん白しら刃は取りの要領で聖剣の一いち撃げきを防いだ。


「何故貴様がここにいる、魔王。というか何故そうきゅんに入っている」


　駆真が問うと、そうきゅんはその無気力そうなデザインの目を歪ゆがめながら口を開いた。


「──ふん、知れたこと。愛を知ってしまった今の私には、もうレーベンシュアイツを絶望の底に落とすことはできん。ならばこれより先の生しよう涯がいを、在紗と過ごすことに決めたまでだ。ちょうどいい器うつわがあったので使わせてもらったぞ」


「勝手を……ッ！　失うせろ！　貴様の居場所はここにはない！」


「ふん、それで私が諦あきらめるとでも思ったか！」


「黙だまれ！」


　言って、駆真がまたも聖剣を振り上げる。それに合わせてそうきゅんの身体からだが前につんのめった。今度はこの一撃を止めることはできるまい。


　が──駆真は剣を振り上げたままの姿勢で停止することになってしまう。


　駆真とそうきゅんの間に、在紗が立ちはだかったからだ。


「在紗……？」


「ん……ごめん、ねえさま。でも、少しの間だけでもいいから、魔王さんをうちに置いてあげられないかな……？」


「なッ……」


「おお！」


　駆真が戦せん慄りつに、魔王が歓かん喜きに満ちた声を上げる。


「な、なななんで……っ!?」


「ごめんなさい……勝手だとは思うんだけど……少し、魔王さんに訊ききたいことがあるの」


「……訊きたいこと？」


「…………」


　在紗は無言でうなずくだけで、詳くわしく語ろうとはしなかった。


　駆真はしばらく悩なやむようにうなったあと、聖剣を下ろし、ため息を吐ついた。


「……少しでも変な真似まねをしたら、今度こそ消しよう滅めつさせるからな」


「ふ。安心しろ。私の在紗への想いは果てしなく純愛だ。ピュアラヴだ」


「…………」


　駆真は思い切りそうきゅんを睨にらみ付けてから、踵きびすを返した。


　──在紗が魔王に、一体何を訊くのか、なんてことを考えながら。
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「な……なんだこりゃあ」


　鷹たか崎さき家のリビングに入るなり、三み谷や原はらは目を剝むいて驚きよう愕がくを露あらわにした。


　それはそうだろう。リビングのテーブルの上には、金貨や宝石がずらりと並べられているのだから。


「どうだ。私の手にかかればこんなものだ」


「……まさかあのプロダクションじゃねえだろな」


「違ちがう」


　言いながら、三谷原の頭をはたく。何しろ駆かる真まの隣となりには今、在あり紗さが座っているのである。変なことを言って興味を持たれては困る。


　駆真は咳せき払ばらいをすると、金貨を一枚手にとって三谷原の目の前に突つき付けた。


「どうだ。最悪鋳い潰つぶしても構わんが、できるだけ高値で換かん金きんしたい。何か伝つてはないか？」


「まァ、それくらいならなくもねェけどよ……」


　三谷原は目の前に示されたコインを手に取り、矯ためつ眇すがめつ眺ながめてから息を吐いた。


「……うわ、純金かよ。これ、旅行代どころの話じゃねェぞ？」


「ああ。手間賃は払はらう。来週までに全部現金に換かえてきてくれ」


　駆真が言うと、三谷原は肩かたをすくめてから首肯してきた。


「別にそれは構わねェけどよ……こんなモン、どこから手に入れてきたってんだ？」


「異世界だ」


「……はァ？」


　三谷原が怪け訝げんそうな顔をして聞き返してくる。……が、彼はすぐに目を見開いて黙り込んだ。


　恐おそらく、廊ろう下かから歩いてリビングに入ってきたそうきゅんに目を奪うばわれたのだろう。


「……なんだ、そいつ」


「ああ」


　駆真は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと、ソファの近く（正確には、在紗の近く）に歩み寄ってきていたそうきゅんの額を押し、後ろに転げさせた。


「……ッ、何をする、勇者よ」


　そうきゅんが、身体のおよそ半分を占しめる頭部を持ち上げながら低い男の声で言ってくる。三谷原はさらに眉まゆをひそめていた。


「黙れ。在紗には触ふれるなと言ったはずだ」


「ふん、そんな曖あい昧まいな制約で私の愛を止められると──」


「…………」


　駆真が無言で、傍かたわらにあった出で刃ば包ぼう丁ちようをちらつかせる。


「……ッ、卑ひ怯きような……」


　そうきゅんは忌いま々いましげに言って、廊下の方へ戻もどっていった。


「…………今のは？」


「異世界の魔王だ」


「……いや、あれおまえが前在紗ちゃんにプレゼントしたぬいぐるみじゃねェか」


「そうだ。あれに取り憑ついてしまってな。もともと在紗の部屋にあったものだったのだが、今は入室を禁じている。──ああ、無論眠ねむるときはダイニングの椅い子すに縛しばり付けているぞ」


「……そら、随ずい分ぶん可愛かわいい魔王様で」


　まるで信じていないといった感で、三谷原が苦笑する。


「──まあいいか。んじゃま、待ってろ。早ければ明後日あさつてまでに換金してきてやんよ」


「うむ、頼たのんだぞ」


　言ってから、駆真は隣に座っていた在紗に顔を向けた。


「よし、在紗。これで旅行に行けるよ！　すっごい部屋取ってあるんだから！」


　両手をグッと握にぎり、満面の笑みでそう言う。


　しかし在紗はぼうっとした様子で、何も返してこなかった。


「在紗？」


「……ッ、あ、ごめん。何、ねえさま……？」


「いや、旅行楽しみにねって……」


「う、うん……そうだね」


　言うと、またも何か考え事をするように視線を明後日の方向へ飛ばしてしまう。


「…………」


　駆真は無言で、心配そうに眉を歪めた。


　一時元気を取り戻していた在紗だったが、昨日あたりからまた先月のようにナーバスな雰ふん囲い気きを漂ただよわせるようになっていた。


　原因は知れないが……思い当たるとすれば、魔王の存在である。在紗は魔王に訊きたいことがあると言っていたが、まさか何か関係が……？


　と、そのとき、インターホンが来客を報しらせてきた。


「ん……？　誰だれだ？」


　駆真は少し煩わずらわしげに席を立つと、廊下を渡わたって玄げん関かんを開けた。


「はい、どちら様でしょうか」


　言って、そこに立っていた人物の容よう貌ぼうをざっと見取る。


　化け粧しようっ気けのない貌かおに、適当に括くくられた髪かみ。ラフで涼すずしげな装よそおいをした、二十代中ちゆう盤ばんくらいの女である。


　と、女は駆真の顔を見るなり、何かを思い出すかのように数瞬の間目線を上にやったあと、ポンと手を打った。


「お、あのときのメイドちゃんじゃねーか」


「……？」


　眉をひそめる。メイド……ということはこの前駆真がアルバイトをしていた喫きつ茶さ店てんの客だろうか。……そういえばこんな客がいたような気もする。


「それで、何かご用でしょうか」


　駆真は小さくため息を吐つきながら問うた。──もしかしたら、あのときの治ち療りよう費か慰い謝しや料りようでもむしり取りに来たのかもしれない、という予想をしながら。


　しかし女は、まったく予想外の行動に出た。


「シュウは……んん、まあそれはあとでいーか。とりあえず先に在紗だ在紗。いるんだろ？　ちょっと用事があるんだ」


　言って、駆真の脇わきをすり抜ぬけて、勝手に家に上がり込んだのである。


「な──」


　咄とつ嗟さのことに反応が遅おくれる。──否いな、それを差し引いたとしても、駆真は彼女の侵しん入にゆうを阻はばむことができなかったかもしれない。それくらい、自然で無む駄だのない動きだった。


　駆真は慌あわてて女のあとを追い、リビングに入っていった。


　と──


「ミヤ！　ミヤじゃねーか！」


　リビングに入るなり、女が興奮した様子で声を上げた。


「な……おまえ、冬ふゆ香かか……ッ!?」


　それに驚愕を以もつて応こたえたのは、ちょうどリビングの入り口から見える位置に座っていた三谷原だった。


「おー、久しぶりだな！　ていうか老けたなおまえ、ちゃんと髭ひげ剃それよー」


「……知り合いなのか、三谷原」


　訝いぶかしげな顔で駆真が問うと、三谷原は信じられないといった顔のまま声を発した。


「知り合いっつーか……なんつーか……」


　と、そうしている間にも女はリビングに踏ふみ込んでいった。


　そして入り口から隠かくれた位置に座っていた在紗を見つけると──


「──！　在紗！」


　嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ、その小さな身体に抱だきついた。


「きゃ──」


「…………ッ！」


　さすがにこれには黙だまっていられない、駆真は女の背に飛びつくと、力ずくで在紗から引き剝はがした。


「……ってて、何しやがんだよメイドちゃん」


「うるさい……ッ！　貴様、在紗に何をする！」


「何って……親子が十何年ぶりの再会を喜んじゃいけねーってのかよ！」


「…………は？」


　駆真が、ポカンと口を開けてその場に立ちつくす。


　三谷原の方に問いかけるように視線を送ると……彼は頰ほおをかきながら答えてきた。


「そうだ。そいつァ鷹崎冬香──在紗ちゃんの母親だ」


「…………ッ！」


　顔を驚愕に染める。


　が──駆真よりも驚おどろいているのは在紗らしかった。まるで身を竦すくませるかのようにしながら、女──冬香の顔を見つめている。


　冬香はその視線に応えるように笑顔を作ると、在紗の手を取った。


「シュウは仕事だよな。帰ったら、ちょっと在紗借りてくって伝えといてくれ。明日あしたには戻ってくるからよ」


　言って、そのまま在紗の手を引き、外へ連れていこうとする。


「待て！　何を勝手なことを……！」


「あ？　メイドちゃんには関係ねーだろ。いいから掃そう除じでも料理でもお仕事してな。心配すんなって、ちょっと親子水入らずで話がしたいだけだ」


「何だと……！」


　駆真が目を尖とがらせ、臨戦態勢を作るように足を一歩下げる。


　それに合わせるように、在紗も不ふ審しんそうな顔をして、摑つかまれていた手を払った。それはそうだ。いきなり自分の母親という人間が出てきても、そう簡単に信じることができるはずがない。


　しかし冬香はその反応も予想通りという顔を作ると、少し前まえ屈かがみになって、目線の高さを在紗に合わせた。


「在紗ぁ、ちょっとだけお母さんと話そーぜ？」


「…………」


　在紗は、警けい戒かいするように唇くちびるを結ぶ。だが……


「羽のこと──ここじゃない方がいいんじゃねーの？」


「……ッ！」


　冬香がそう言った瞬しゆん間かん、在紗の肩かたが震ふるえた。


「羽……？」


　駆真は首を捻ひねった。正直、冬香の言っている意味がわからない。


　しかし在紗にとってそれは重大な意味を持つ言葉だったらしい。少し困こん惑わくしたような顔を作ったのち、こくんと小さく首しゆ肯こうする。


「…………ねえさま、私、ちょっと……行ってきます」


「在紗!?」


　予想外の答えに、目を見開く。


「な、なんで!?」


「ごめんなさい、ねえさま。でも、私も少し……かあさまとお話がしたいの」


「で──でも……」


「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと帰ってくるから」


　駆真の方に首を回してそう言ったあと、在紗は唾だ液えきを飲み込んで冬香に向き直った。


「何か、持っていくものはありますか？」


「ん、まあ一応、着き替がえくらいかな」


「わかりました。少し待っていてください」


　在紗はそのまま二階へ昇のぼっていくと、すぐに小さな鞄かばんに服を詰つめて戻もどってきた。


　その間まったく動けずにいたのは無論駆真である。未いまだ、在紗が冬香に、一晩のみとはいえ付いていくことを了りよう承しようした理由がわからなかった。


「……それじゃあ、ねえさま。行ってきます」


「んじゃーな」


　二人が玄関を開けて出ていってしまう。


　その際、


「べーっ」


　と冬香が舌を出したのを見て、ようやく駆真のフリーズが解けた。


　……主に、途と方ほうもない憤ふん激げきによって。


「──ふ、ゆ、かァァァァァァッ!!」


　地が震えるかのような低い声を、のどの奥から絞しぼり出す。


　しかし──駆真には何もできなかった。


　何故なぜなら、在紗が行くと決めてしまったから。


　それに異を唱えることは、在紗の意志をないがしろにするのと同義となってしまうから。


「く──ぅ、ぅッ……」


　歯を嚙かみしめ、幾いく度ども幾度も床ゆかを踏みつける。嗚呼ああ、悔くやしい……ッ、悔しい……ッ!!


「……そういきり立つんじゃねェよ。どうせ明日にゃ戻ってくんだろ？」


　と、三谷原が二人が消えた方を見ながら言う。


「────！」


　駆真は三谷原を見るなり、文句や愚ぐ痴ちをぶつけるより早く、リビングの隅すみに置かれていたゴミ箱を漁あさり始めた。


「あ……？」


　間の抜けた三谷原の声。駆真の行動の意図がわからなかったのだろう。


　駆真は構わず、中に入っていたくしゃくしゃの紙かみ屑くずを解き、携けい帯たい電でん話わを取り出して、そこに書かれている電話番号をプッシュした。


「……あ、もしもし。はい、出演希望なんですが。はい、名前は鷹崎冬香です。──ああ、はい、できます。全然余よ裕ゆうです。……はい、それも大丈夫です、食べられます。……はい、いけますいけます。それくらい簡単に入ります」


「どこに電話かけてんだおまえはッ！」


　無論、すぐに三谷原に電話を取り上げられた。







ＥＮＤ







あとがき







　※本書をあとがきから読まれている方へ。


　あなたが今手にしているのは富士見ファンタジア文庫『蒼穹のカルマ』の四巻目です。間違いありません。たぶん。





　なんだかんだでデビューから一年が過ぎました。橘公司です。


　早いもの……でもなかったかもしれません。去年に限っては。


　人間、同じような生活を繰り返すと時間が早く感じると言いますが、去年は初めてのことづくしだったので、いつもより長く感じたかもしれません。新たな刺激ってのは大事ですね。





　と、いうわけで四巻目。蒼穹のカルマ・就活編をお届けいたします。


　大丈夫です。前回も書いた気がしますがちゃんとナンバリングタイトルです。表紙で駆真がどっかの魔将軍様みたいになってますけど本編なんです。スピンオフや番外編や短編集ではありません。ましてやカルマにそっくりな別の本なんてことは……うん、ないとは思います。


　でも一応確認してみましょう。もしかしたら何らかの事故か誰かのいたずらで表紙が入れ替わっている可能性があります。ちゃんと『蒼穹のカルマ』になっていますでしょうか。『蒼穹のパルマ』とか『蒼穹のカルメ』とかになってませんよね？　それ絶対グルメ話です。しかもハムとか駄菓子限定の。ジャぱんや華麗なる食卓よりさらに範囲が狭いですよこれ。巻数保たせるのが大変そうです。


『蒼穹のガルマ』とかだと、なんか青空に散ったザビ家の子息視点のスピンオフになっちゃいますし、『蒼穹のカズマ』とかはもう完全にアルター能力持ってそうですもの。むしろ読んでみたい。





　そういえば三巻の発売後、友人や作家さん、読者の方々から、「ロドリゲスはいつ出るんだ？」「ロドリゲス待ってるよ」「ロドリゲスって何から取ったの？」「ロドリゲスはうちのカエル様の名前です」といったご意見が相次ぎまして。正直そこまで食いつかれるとは思っていなかったのでビックリしました。


　実際、オトの名前に目をいかせないためのネタ要員だったんですけどね。あ、元ネタは高校時代の先輩の作品名＆レッド吉田です。深い意味はありません。





　でもこんだけ反響があるなら一考せねばなりますまい。ちょうど今新シリーズを出さないかというお話があるので、編集さんにプロットを送りつけてみましょう。


　タイトルはロドの紋章とかで。登場人物は全員ロドリゲス。


　平凡な高校生ロドリゲスが道を歩いていると、空から美少女が降ってきます。少女の名はロドリゲス。ロドリゲスはロドリゲスと出会ったことにより、過か酷こくなロドリゲスたちとの戦いに巻き込まれていくのです。


　ロドリゲスやロドリゲスといった頼もしい仲間たちの助力を得て、ロドリゲス、ロドリゲス、ロドリゲスなどの恐ろしい敵たちをどうにか倒していくロドリゲス。


　しかし傷ついたロドリゲスの前に、闇を纏まといながら現れる一つの影──ロドリゲス。


　絶体絶命。ロドリゲスはロドリゲスを退け、ロドリゲスを救うことができるのか──


　そろそろロドリゲスがゲシュタルト崩壊してきました。


　え？　お薬？　ちゃんと飲んでるよ虹色の奴。





　今回も、森沢さんが素晴らしいイラストを付けてくださいました。いつもよりちょびっと露出度高めの駆真がいい感じです。


　それに、まだ巻中イラストは見ていないのですが、きっと担当編集のＫさん＆Ｈさんなら猫耳メイド駆真とドＳ在紗に一枚ずつ割さいてくれているはず……っ！　もし無かったらひとしきり悶えてから体育座りして部屋の隅で小一時間ほど泣くことにします。





　次はいよいよ五巻ですね。


　ついにその姿を現した〈女王〉フューゼシカ。絶大なるその力の前に、次々と倒れていく仲間たち。果たして、駆真は在紗を救うことができるのか──とかなってくれればいいなあ。







橘　公 司　　
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東京都在住。第20回ファンタジア長編小説大賞準入選作『蒼穹のカルマ』でデビュー。新商品を考案しました。その名も「空エ獣アバッグ」。車が事故を起こしたとき、ハンドルから小型の空獣が出てきて嚙み付いてくれます。少しの衝撃でも作動するので、安全運転を心がけるようになること間違いなし。いかがですか、自動車メーカーさん。
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